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目覚めたら彼と結婚していました




『……和、紗さ和わ……』

　遠くで誰かが私を呼んでいる。

　何度も――。

　もっと寝ていたいのに、どうして邪魔をするのか。

　放っておいてほしい。

　なのに、声は次第に大きくなる。

『紗和、頼むから目を覚ましてくれ』

　それは、よく知った青年の声。

　文句のひとつでも言ってやろうと思ったら、パッと目が覚めた。

　呼ばれていたのは夢？

　見覚えのない部屋。十二畳くらいの部屋にベッドがひとつ。大きなテレビやブラウンのソファセットも置かれているが、他にはなにもない。

　私の腕には点滴。

　なんで点滴？

　でも、ちょっと目が霞むし、ずっと硬い床で寝ていたかのように身体がかったるい感じがする。

　ここは……病院なのだろうか？

　目の前には兄の親友がいた。

　ベッドの横の椅子に腰を下ろして私の手を握りしめて眠っている。その姿を見てひどく困惑した。

　まるで恋人みたいじゃないの！

　夢で聞こえたのは彼の声だ。

「いったい……なにが？」

　思わず声を出したら、兄の親友……神かん崎ざき総そう司じがすぐに反応して目を開けた。

　彼は日本最大の総合商社である『神崎物産』の社長令息で副社長。三十一歳、独身。

　百八十二センチの長身に、王子さまのような端整な顔立ち。髪はダークブラウンの綺麗な色で額を出していて、物腰はエレガント。まさに絵に描いたような御曹司だ。

　いつも完璧な身なりの彼だが、今は髪も乱れ、疲れた顔をしている。

　かくいう私は朝あさ倉くら紗和、二十九歳。

　背は百六十センチ、髪はブラウンベージュのセミロングで、目鼻立ちははっきりしている。自慢はマスカラいらずの人形のように長いまつ毛と日本人にしてはめずらしい琥こ珀はく色の瞳。

　昔は周りの子と自分の容姿が違ったからよくいじめられた。

　だから、自分が嫌いだったけれど、小学四年生の時に私より二歳くらい年上の綺麗なお姉ちゃんが『その髪もその目もとってもかわいいよ』と褒めてくれてからは徐々に『これが私』と自信を持って言えるようになった。

　現在、わけあって兄が勤務している法律事務所で働かせてもらっている。

「紗和！　よかった」

　目を潤ませて喜ぶ彼を見てポカンとした。

　本当になにがあったの？

「あの……私……どうして病院に？」

　ベッドから起き上がろうとするも身体の節々が痛くて顔をしかめたら、神崎さんに止められた。

「起きなくていい」

　彼は手元のスイッチを操作してベッドの角度を変える。

　それで上体を起こした状態になり、自分の身体をチェックした。

　右手の指にはサチュレーション。

　頭には包帯、腰も打ち身程度の痛みを感じるし、腕には紫色の痣あざができている。

　どこでこんな怪我をしたのか。

　階段からでも転げ落ちた？

　ジッと腕の痣を見据える私に彼が真剣な顔で説明する。

「交通事故に遭って病院に運ばれたんだ。車に轢ひかれて縁石に頭をぶつけたらしくて」

　交通事故……。まったく記憶がないんですけど。

「でも、交通事故に遭ったにしては軽傷ですね」

　自分の身に起きたことが信じられずそんな言葉を口にする私に、彼は続けて言った。

「ああ。警察の話では、車のスピードもあまり出ていなかったらしい。運がよかったんだ」

　神崎さんが私の頬に手を添えてきて戸惑いを感じた。

　私が事故に遭ってそんなにショックだったのだろうか。

「それで軽傷で済んだんですね。私って悪運が強いのかも」

　クスッと笑ってみせるが、彼はちっとも笑わない。

「事故に遭ったと知った時は、心臓が止まるほど驚いたんだ」

　私の手を掴みながら緊迫した声で告げる彼。

　このシリアスなムードに気詰まりを覚えて、彼の手をそっと外して謝罪した。

「あー、なんかご迷惑おかけしてしまってすみません。もう大丈夫なので帰っていただいていいですよ、神崎さんも忙しいでしょう？」

　どうして病院から神崎さんに連絡がいったのか謎だけど、私が彼の名刺でも持っていたのかもしれない。

　ずっとついていてくれたのか疲れた顔をしているし、これ以上面倒はかけたくなかった。

「神崎さん……？」

　彼は目を大きく見開いて聞き返す。

　え？　私、なにかおかしなこと言った？

「神崎さんは神崎さんでしょう？　今はふたりだけだし、婚約者の演技をする必要はないじゃないですか」

　実は私は五百万円という高額報酬で神崎さんに雇われている。

　彼の偽の婚約者として――。

　あれは今年の一月のこと。

　私が勤務していた外資系の保険会社が倒産した。

　次の仕事を探すも不況もあって一カ月経ってもなかなかいい会社が見つからず困っていたところ、ふたつ上の兄から『会って話したい』と電話があった。

　兄の朝倉和かず真まはエリート弁護士。頭と顔はいいが意地悪な性格で、昔から私はパシリにされていた。

　コンビニにアイスやジュースをしょっちゅう買いに行かされたし、学生時代は兄に告白してきた女の子たちへのお断りの手紙まで書かされた。もちろん、ご褒美なんてもらえない。基本、兄は面倒なことを私にやらせるドＳなのだ。

　私が小学三年くらいまでは兄はとても優しくてずっとくっついていたのだけれど、妹が自分にべったりなことに嫌気がさしたのか次第に冷たくなった。

　そんな兄のお陰で昔は引っ込み思案だった私は、雑草のように踏まれてもへこたれない強い女になったのだ。

　会ってもろくなことがないと断ろうとしたのだが、兄は私が触れられたくない話題を持ち出してきた。

『お前の会社倒産したんだろ？　親父には次の仕事はもう決まっているようなことを言ったようだが、どこに就職したんだ？』

　兄の話を聞いて青ざめた私。

　会社の倒産のことをニュースで知って連絡してきた両親には、『コネがあって次の仕事は決まってるから』と伝えていた。もちろん次の仕事が決まっているというのは、真っ赤な嘘だ。

『そ、それは……給料のいいとこ』

　動揺しながら言い繕うも兄をごまかすことはできず、『まだ仕事決まってないんだな？　会わなければ、お前が無職であることを親父に報告する』と脅された。

　ホント、人の弱みにつけ込むなんて嫌な兄だ。

　私になんの話があるというのだろう。なにか厄介な頼みごととか？

　ちょっと不安になったけどマレーシアでのんびりと隠遁生活を送っている両親を心配させたくなくて、仕方なく会うことにした。

　兄の法律事務所の近くのカフェで待ち合わせたのだが、そこに兄となぜか神崎さんもいた。

　兄は顔のパーツは私と同じで鋭角的な顔立ちをしている。背も神崎さんくらいで、髪は漆黒のウルフヘア。歳は三十一歳で結婚はしていない。

　兄も神崎さんも頭脳明晰、眉目秀麗で小学生の頃から女の子にとてもモテていてファンクラブまであった。

　中学、高校では一年生にして生徒会の会長、副会長になり、先生にも一目置かれていたふたり。ちなみに神崎さんが会長で兄が副会長だった。ふたつ下だった私もふたりの画策により勝手に生徒会メンバーにされたという苦い過去がある。

　このふたりが揃うとあまりいい予感はしない。逃げた方がいいかも。

　神崎さんは一見虫も殺さぬような優しい顔をしているが、非情な男。

　告白してきた女の子に『俺は自分にふさわしい人としか付き合わないんだ。ごめんね』とこっぴどく振っているところを何度も目撃したし、ファンの子に貰った大量のバレンタインチョコを『紗和ちゃん、これ全部あげる』と私がもらって食べていたが、その後生徒会の雑用をたくさん押しつけられひどい目に遭った。

　そう、私は兄だけではなく神崎さんにもいいようにこき使われていたのだ。

　男って最低の生き物。兄と神崎さんのせいで私は男性不信になり、アラサーなのにいまだに独身。

　いや、そもそも結婚する気はないけどね。

　妻という名の奴隷になりたくない。

　踵きびすを返して立ち去ろうとしたら、運悪く神崎さんと目が合ってしまった。

『紗和ちゃん、久しぶりだね』

　あちゃー、これは逃げられない。

『……ご無沙汰してます』

　顔を引きつらせながら挨拶を返してふたりのいる席に行き、兄の隣に腰かけた。

『お前、三分遅刻。時間はちゃんと守れよ』

　会って早々文句を言う兄にムッとしながら言い返した。

『電車が人身事故で遅れたの。で、話ってなに？　どうして神崎さんまでいるの？』

　早く帰りたくて用件を聞くと、兄はクールにコーヒーを口にしながら返した。

『お前まだ仕事決まってないんだろう？　総司の頼みを聞くなら、うちの事務所で雇ってやってもいい』

『まだ見つかっていないけど……頼みって？』

　ボランティア精神の欠片もない兄が神崎さんのために動くのは昔からの親友というのもあるが、神崎さんの会社の顧問弁護士をしているせいだろう。

　兄に聞き返したら、神崎さんが答えた。

『紗和ちゃんに俺の婚約者のふりをしてほしくてね。身内に見合いをしろと煩うるさく言われて困っているんだ。もちろんただでとは言わない。報酬として五百万円出すよ』

『五百万……』

　話を聞いて思わずゴクッと唾を呑み込む。

　さすがお金持ち。きっと自分のポケットマネーから出すのだろう。

　今年はアパートの契約の更新もあるし、大学の奨学金の返済もあるからお金は喉から手が出るほど欲しい。

　だが、うまい話には裏がある。しかも、相手は神崎さんだ。

　五百万円でこの人に一生こき使われそう。

『他を当たってください』

　キッパリと断ったら、すかさず兄に突っ込まれた。

『いいのか？　今のご時世そう簡単に自分の望む仕事は見つからないぞ』

　兄の指摘に『うっ……』と言葉を詰まらせる。

　今ある求人は非正規雇用の仕事ばかりで、私が希望する正規の事務職は少ない。

　貯金を崩して生活しているけどそれも長くは持たないし、もうリタイアしている親を頼りたくない。それに、この先すぐに仕事が見つかるという保証もないだろう。

　この話を受けたら焦らずじっくり仕事も探せる。

　そう考えて非常に不本意ではあったけれど、神崎さんの依頼を引き受けた。

『……受けます』

　とりあえず、神崎さんのそばでニコニコしてればいいのよね。

　表情筋がかなり鍛えられそうだ。

『商談成立。よろしく頼むよ、紗和。俺のことも下の名前で呼んでほしいな』

　馴れ馴れしく神崎さんに名前を呼び捨てにされ、ゾクゾクッと寒気がした。

　婚約者役は引き受けたけれど、それはあくまでビジネス。

　彼と親しくなる気はない。

『仕事の時は下の名前で呼びます。プライベートと区別したいので』

　ツンケンした態度で言い返すが、彼は気を悪くした様子もなくふっと微笑んだ。

『紗和のそういうところ、気に入ってるよ』

　そう。この笑顔がすごく怖いのだ。

　兄はいつも仏頂面だから怒ってもそんなに驚かないけれど、この人は本気で怒らせたらヤバイというオーラがプンプン漂っている。

　高校時代、階段で私や友達のスカートの中を盗撮していた男子生徒が、神崎さんに見つかって足蹴にされたことがあった。その時彼は視線だけで殺せるんじゃないかと思うくらい怒っていて近くで見ていた私も震え上がった。

　次の日、その男子生徒は退学。

　おそらく神崎さんが先生たちになにか言ったのだろう。

　処分がすぐに決まったもの。

　だから、彼だけは絶対に怒らせてはいけない。




　そんなことを考えていたら、神崎さんの声がしてハッと我に返った。

「……演技ってなにをおかしなことを言っている？」

　いつも余裕綽しゃく々しゃくとしている彼が狼狽えているから驚いた。

「おかしなことって……」

　彼に聞き返そうとしたその時、病室の扉がガラガラッと開いて兄が入ってきた。

「お前、交通事故に遭った割に元気そうだな。出張先から慌てて戻ってきて損した」

　私をひと目見るなり兄は安堵した様子でフーッと息を吐く。

　その顔はどこか青白い。多分事故のことを聞いて急いで来てくれたのだろう。

　普段は冷たいがやはり兄なのね。

「あっ、うん。なんか来てもらっちゃってごめん」

　兄に謝りながら壁時計に目を向けると、時計の針は九時二十分を示していた。

　カーテンの隙間から日が差し込んでいるということは朝なのか。

　そうだ。仕事……！

「お兄ちゃん、悪いんだけど、事務所の方には今日休むって連絡しておいてくれない？」

　手を合わせて兄に頼んだら、変な顔をされた。

「は？」

「だから、お兄ちゃんの法律事務所の人に今日は行けないって連絡しておいて。私、スマホとか今どこにあるかわからないから」

　私がそう言い直したら、兄と神崎さんは神妙な面持ちで目を合わせた。

「紗和、今日が何日かわかる？」

　神崎さんの質問に少し首を傾げながら答える。

「なんでそんなこと聞くんです？　昨日が三月十日で神崎さんのおじいさんの誕生日パーティーがあったから、今日は三月十一日ですよ」

　昨日神崎さんのおじいさんに結婚を前提にお付き合いしていると挨拶したばかりだ。

「いや、今日は十二月二日だよ」

　彼に真顔で否定されて、ハハッと笑ってみせた。

「またまたあ。私を騙そうとしてもそうはいきませんよ」

「総司は騙してはいない。これを見てみろ」

　兄がスーツのジャケットのポケットからスマホを取り出して、カレンダーを見せる。

　その表示は十二月二日となっていた。

「手の込んだ嘘はやめてよね。ふたりとも仕事あるんでしょう？　私はちょっと怪我をしたくらいで問題ないから、帰っていいよ」

　兄がなにか細工でもしたのかと思って軽く流したら、神崎さんが「問題大ありだよ」と異議を唱えてナースコールのボタンを押した。

「すみません、神崎です。妻が目を覚ましました。至急来てください」

「ちょっ……神崎さん、妻って……なに言ってるんですか！　私、婚約者役は引き受けましたけど、神崎さんの奥さんになった覚えはないですよ」

　神崎さんの発言にギョッとして抗議したら、彼は私の左手の薬指に目を向けた。

「俺と紗和は結婚している。その結婚指輪が証拠だ」

　彼に言われてはじめて気付いたが、確かに私の左手の薬指にプラチナの台に小さなダイヤが埋め込まれた指輪がはめられていた。

　サチュレーションに気を取られていて見落としていたよ。

　まったく見覚えのない指輪だ。

「私が眠っている間に神崎さんがはめたんじゃないですか？　私をからかうのもいい加減にしてください」

　キッと神崎さんを睨みつけて反論したら、彼は少し悲しそうな目で私を見つめた。

「やっぱり俺たちが結婚した記憶もないのか」

「だから、あなたと結婚なんかしてません！」

　語気を強めて言い張ったその時、また扉が開いて四十代くらいの男性医師と看護師が入ってきた。

「おはようございます。神崎さん」

「先生、妻はここ数カ月間の記憶がないようなんですが」

　神崎さんが症状を説明すると、医師からいろいろ質問を受けた。

「お名前はわかりますか？」

「朝倉紗和です」

　私の返答に神崎さんと兄が少し困惑した顔をする。

　それを見てイラッとしたが、すぐに医師に視線を戻した。

「歳は？」

「二十九歳です」

「今日は何日ですか？」

「三月十一日です」

　神崎さんにも聞かれたが同じように答えると、その医師はちょっと考えるような仕草をした。

　この反応……。私の答えは間違ってるの？

　そんな不安を抱いたが、まだ質問は続く。

「事故に遭った時の記憶はありますか？」

「いいえ」

　正直言って事故に遭ったと言われても実感がない。

　どういう状況で車が迫ってきたとか全然思い出せないのだ。

　まるで他人事のように思える。

「では、そちらの右側の男性はどなたかわかりますか？」

　医師が兄に顔を向ける。

「私の兄です」

　くだらない質問と思いつつも、真顔で答えたら次に医師は神崎さんを見やった。

「では、左側にいる男性の方は？」

「兄の親友の神崎さんです」

　間を置かずに答えるも、微妙な空気が流れてちょっと動揺した。

　いつも王子さまのようににこやかな神崎さんは額に手を当てて暗い顔をしているし、兄も腕を組んで私をジッと見据えている。

　私……神崎さんが言ったように記憶をなくしてるの？

　その後もう一度よく検査して、三日後に退院した。出された診断結果は、脳のう震しん盪とうによる一時的な記憶障害。

　医師の話だと、私はここ九カ月間の記憶を失っているらしい。

　家でしばらく安静にしてくださいと医師に告げられ、頭が混乱状態のまま麻あざ布ぶにある神崎さんのマンションに連れて来られた。さすがにふたりきりは気まずかったので、兄にもついてきてもらった。

　三十階建ての高級タワーマンションは神崎さんがオーナーで、彼は最上階のペントハウスに住んでいる。間取りは確か５ＬＤＫ。

　まず三十畳ほどあるリビングに通されたが、奥に二メートルほどある大きなクリスマスツリーが飾られていて目を引いた。

　何度かお邪魔したことがあるから広いのは知っていたけれど、以前は白とライトグレーを基調としたシンプルで大人な雰囲気の部屋だったのに、今は暖炉の周りはかわいい感じでクリスマスの飾りがされ、壁にはプレゼントを入れるための靴下もぶら下がっていて家庭的なムードに変わっている。

　しかも、私好みのテイストだ。

「紗和はちょっと休んでて」

　彼にソファに座らされ、ハーッと盛大な溜め息をつく私。

　今は十二月で、私は神崎さんの奥さんで……。

　確かに外の景色を見ると木は葉っぱが散って枝だけになっているし、街行く人も厚いコートを着ていたけれど、神崎さんと結婚したという実感は全然ない。

「だってあの神崎さんよ。彼がエセ紳士というのは、小さい頃から見てきたから知ってる。それなのに結婚するって私……なにか弱みでも握られて脅されたとか？　それとも泥酔して……婚姻届にサインでもした？」

　考え込む私の肩に彼がポンと手を置いてハッとした。

「思考がダダ漏れだよ、紗和。言っておくけど、俺と紗和はちゃんと愛し合って結婚したから」

　神崎さんの指摘に慌てて口に手を当てる。

　心の中で呟いたはずが、どうやら口に出して言っていたらしい。

「あの……その……すみません。私……ちょっとパニックになっちゃって」

　苦笑いしながら謝る私の横に座り、神崎さんが私にスマホを見せた。

「これを見て思い出せない？」

　画面に写っていたのは私と神崎さん。私はウェディングドレス、彼はダークグレーのタキシードを着て微笑んでいる。

　幸せそうな笑顔だ。

　自分が見てもこれは演技ではないと思える。

　でも、結婚式を挙げた記憶なんてない。

「誰かの結婚式の画像を顔だけ変えた……なんてことないですよね？」

　恐る恐る確認する私に、今度は兄がスマホを出して結婚式の動画を見せた。

「じゃあこれならどうだ？」

　結婚式の入場のシーン。

　私と父がバージンロードを歩き、祭壇の前にいる神崎さんのもとへ行く。

　緊張した面持ちの私。

　そんな私を神崎さんは愛おしげに見つめている。

　ここまで手の込んだものを作るのはいかに兄といえども無理だろう。

　この画像は本物。

　だが、やはり思い出せなかった。

　まるで突然パラレルワールドに来てしまったかのようだ。

　別の世界にも私と神崎さんがいてそこでは愛し合っていて……って展開がよくアニメであるけど、これは現実。

　ああ～、もうなにもわからないよ。

「ごめん。覚えてない」

　私の返答にふたりともあからさまに落胆した表情になる。

　それでここにいることに息苦しさを感じて、ソファから立ち上がった。

「あの……まだ頭が混乱しているので自分のアパートに帰ります」

　悪夢を見ているんじゃないだろうか。

　もう一度自分の家で寝れば現実に戻るかも。

　そう希望を持ったのだが、神崎さんに手を掴まれた。

「待った。紗和のアパートは結婚する時に解約したし、和真の法律事務所ももう辞めている」

　え？　そんなの知らないよ。

　とにかく神崎さんと一緒にいるのは避けたい。

　なぜだか知らないが、私の脳がそう訴えているのだ。

「じゃあ、しばらくお兄ちゃんのマンションに……！」

　兄に助けを求めるも、冷たく断られた。

「もうお前は朝倉紗和じゃなくて神崎紗和なんだ。総司の家がお前の家だ。間違えるな。俺は仕事があるから帰る」

　腕時計をチラッと見て兄は神崎さんと目を合わせると、この場から去った。

　神崎さんとふたりきりにされ、急に緊張してきた。

「えーと……私……あの……まだ神崎さんと結婚してるって信じられなくて、どこかホテルに泊まります」

　彼と目を合わせないようにしてそう伝えたら、とても静かな声で名前の呼び方を訂正された。

「総司だよ。神崎さんじゃない」

　その声にビクッとなってつい彼と目を合わせてしまった。

「あの……」

　彼のダークブラウンの瞳に捕縛され、言葉がなかなか出てこない。

「総司だよ」

　ニコッと微笑む彼。

　こういう笑顔の時の彼は怒っているから素直に従った方がいい。

「……総司。あの……だから、私はホテルに泊まります」

　彼の言うことを聞きつつも、自分の主張を繰り返したら、笑顔で却下された。

「ダメだよ」

「でも……神崎さ……総司は兄の親友としか思えない」

　思い切ってそう伝えたら、彼に頭を掴まれていきなり唇を奪われた。

「んん……！」

　驚きで目を見張る私。

　最初は強引だったけれど、キスは次第に優しいものに変わり、気付けば私も彼の背中に腕を回して夢中になって応えていた。

　どれくらいキスしていたのだろう。

　突然、彼が私の頬に手を当てて、悪魔のように妖艶に微笑んだ。

「記憶は失ったようだけど、紗和の身体はしっかり俺のことを覚えているみたいだね」

　彼の言葉にカーッと顔が熱くなる。

　自分でもなんで抵抗しなかったんだろうって思う。

　でも、全然嫌じゃなかった。

「そ、それは……神崎……総司のキスがうまかったから」

　赤面しながら言い訳する私を彼は真剣な目で見つめた。

「褒めてくれるのは嬉しいけど、テクニックの問題じゃない。お互い愛し合ってるから紗和も俺のキスに応えた。君は俺の妻だ。どこにも行かせない」

　愛し合う……。

　彼のその言葉が胸を打つ。

　だが、総司の奥さんになったなんて信じられない。

　婚約者役は引き受けたけれど、本当に結婚してしまうって……。

　しかも、強制ではないと彼は言う。

　もうなにがなんだかわからないよ。

「だけど、私はあなたと結婚したことを思い出せないんです。落ち着いてひとりで考える時間をください」

　必死に総司にお願いするが、彼は許してくれなかった。

「ダメと言ったらダメだよ。君は俺の子を妊娠しているしね。ひとりにはできない」

　妊娠！

　彼の落とした爆弾に頭が真っ白になった。










私が妊娠！




「妊娠……」

　総司の言葉があまりに衝撃的で、足の力が抜けてそのまままたソファに腰を下ろす。頭がショートしそうだった。

　どうしてこう次から次へととんでもないことを知らされるのだろう。

　結婚の話だってショックなのに、その上私のお腹に赤ちゃんがいるなんて……。

　ふと自分の腹部に目を向けるが、お腹はぺちゃんこ。

「本当に私妊娠してるんですか？」

　総司の話が信じられなくて聞き返すと、彼はコクッと頷いた。

「ああ。驚かせてごめん。病院の先生とも話してもう少し紗和が落ち着いてから伝えようとも思ったけど、君の身を危険にさらすわけにはいかないから」

　フーッと息を吐く彼。

　私がひとりになりたいなんて言うからかなり焦ったんだろうな。

「あの……お腹の子は？」

　事故の影響が気になって確認したら、彼は温かい目で微笑んだ。

「大丈夫。調べてもらったけど問題なかった」

　その返答にホッと胸を撫で下ろす。

「よかった」

　妊娠した記憶はないけど、事故で子供を失うなんて嫌だ。

　母性って本能的に芽生えるものなのかも。

「俺も紗和が事故に遭ってはじめて妊娠のことを知ったんだ。三カ月だそうだ。ちょっと待ってて」

　彼は優しく私の頭を撫でると、リビングを出て行った。

「ここに赤ちゃんがいる」

　自分のお腹にそっと手を当てる。

　だが、赤ちゃんが動くわけでもなく、実感なんてない。

　しばらくクリスマスツリーをボーッと眺めていたら、総司が私の黒革のバッグを持って現れた。

　それは数年前から使用している普段使いのバッグで、持ち手のところにマタニティマークがついていた。

　いったいいつつけたのか。

「紗和は事故の時にこのバッグを持っていたんだ。覚えてる？」

　総司に問われ、首を小さく横に振る。

「このバッグは覚えてるけど、マタニティマークをいつつけたのか全然思い出せないです」

「紗和がつけたのは事故に遭った日だよ。それまではなかった」

　総司は穏やかな声で私に説明しながらバッグを開け、ある冊子と紙を取り出した。

「これは母子手帳、そしてこれはお腹の子のエコー写真」

　新品の母子手帳とエコーの写真が貼られた紙。

　紙には産婦人科の名前と日付、【おめでとうございます。あなたの出産予定日は七月十日です】という文章が書かれていた。

　……来年の七月に私と総司の赤ちゃんが生まれる。

「エコー写真の日付は十二月一日になっているし、病院に行ったのは事故に遭った日だろう。その前に胃がムカムカするって言ってたから診てもらったんだと思う。そこで妊娠が判明して役所で母子手帳をもらってきたんじゃないかな。なにか記憶にない？」

　総司に聞かれるが、断片的な記憶も浮かんでこない。

「ごめんなさい。やっぱり全然思い出せないです」

「そうか。一日の午前中仕事をしてたら紗和がメッセージをくれたんだ」

　彼は私にまたスマホの画面を見せた。

　それは私と総司のメッセージのやり取り。

【仕事中ごめんなさい。あのね、報告したいことがあるから、今日一緒にランチできない？】

【なんの話だろうね。ランチ、いいよ。じゃあ、会社のロビーで待ち合わせよう】

【忙しいのにごめんね。でも、すぐに会って伝えたくて。じゃあ、また後で】

【聞くのが楽しいような、怖いような。慌てすぎて転ばないように】

【了解！】

　私のメッセージの最後にはニコニコマークの絵文字がついていた。

　楽しそうな文面。

　今教えられた状況から考えると、病院で妊娠が判明した私はそのことを総司に伝えたくてうずうずしている感じ。

　彼が帰ってくるまで待てなかったのだろう。

　それだけ妊娠したのが嬉しくて、彼のことを愛していたんだと思う。

　総司のメッセージにも愛を感じる。

　私が結構おっちょこちょいでなにもないところで転んでしまうのは、親しい人でなければ知らないこと。

　こんなに愛して愛されてもいたのにどうして私は彼と結婚したことを忘れてしまったのか。

「ロビーで待ってても紗和は来なくて、携帯に電話しても繋がらなくて……そしたら外が騒がしくなって救急車のサイレンの音がして……周囲にいた人が近くの交差点で若い女性が車に跳ねられたって……」

　総司が声を詰まらせ口に手を当てるので心配になったが、また彼は話を続けた。

「まさかと思って現場に行ったら、紗和が救急車に運ばれるところで……ショックで心臓が止まるかと思った」

　その時のことを思い出してか、スマホを持つ彼の手が少し震えていた。

「心配かけちゃってごめんなさい」

　震える彼の手を両手で掴んで心から謝る。

　どうやって総司を好きになって結婚したのかはわからないけれど、今みたいに少し青ざめた顔をしている彼を見たくはなかった。

　いつもどこか企み顔で笑っているのが総司だもの。

「もうあの時と同じ思いをするのは嫌なんだ。記憶をなくして混乱しているのはわかるけど、俺のそばにいてほしい」

　彼が真剣な目で頼むから、もうホテルに泊まるとは言えなかった。

「はい。あなたのそばにいます」

　総司を真っ直ぐに見据えてそう返したら、彼はうっすら口角を上げた。

「約束だからね」

　あれ？　この笑顔……。

　ひょっとしてさっきのは演技だった？

　そんなことを思ったら、彼は着ていたジャケットを脱いで、ソファの背にかけた。

「お腹空いてるだろ？　なにが食べたい？」

　総司に問われ、しばし考える。

　空いているような気もするし、空いていないような気もする。

　食べるならあまりこってりしてなくて、身体があったまるものがいい。

「ねこまんま……あっ！」

　そう呟いて慌てて手で口を塞ぐ。

　私……ハイスペ男子の総司の前でなに言ってるの！

　絶対に引かれる。

　でも、ふと頭に浮かんだのはねこまんまなのだ。

　ひとり暮らしをしている時は、朝とか時間がなかったからご飯に味噌汁をかけて食べていた。小さい頃は母に『行儀が悪いからダメ』ってよく言われていたけど。

「ねこまんまってご飯に味噌汁かけるやつ？」

　少し呆気に取られた様子で聞き返す彼にコクッと頷く。

　多分、総司はやらないだろうな。

　銀のスプーンをくわえて生まれてきた人だもん。

「はい。あの……大根が入ったお味噌汁をかけるとすごくご飯が美味しいんです。変なこと言ってごめんなさい」

　恐縮しながら謝ったら、彼はにこやかに返した。

「いや、それが食べたいなら作るよ。味噌汁の具は大根の他になにがいい？」

「え？　そんないいですよ。自分で作ります。総司にねこまんま頼むなんて申し訳ない」

　丁重にお断りするが、彼は引き下がらない。

「それはこっちのセリフだよ。今日退院した人間をキッチンに立たせられない。病院の先生も安静にって言ってただろ？」

「それはそうですが、総司は料理するんですか？」

　キッチンに立つ彼を想像できない。

「まあ凝った料理でなければ。ひとり暮らしも長かったし」

「そうなんですね。でも、さすがに総司の前でねこまんま食べるのは……」

　恥ずかしくて別の食べ物を考えようとしたら、総司はすんなり受け入れてくれた。

「和真の前では食べるんだろ？　夫の俺の前で食べないのはおかしい。他にはなにが食べたい？」

「うーん、それだけでいいです。他のものを思い浮かべると胸がムカムカしちゃって」

　だからねこまんまだけで充分だ。

「妊娠三カ月だし、悪阻つわりがはじまったのかもしれないな。俺もいろいろ勉強しないと」

　総司が至極真面目な顔で言うのでふっと笑った。

「総司が勉強って似合わないかも。勉強してるとこ見たことない」

　彼はなにもしなくても学校のテストなんて楽勝だった。

　兄の話では高校の全国模試も一位だったらしい。

　ちなみに兄は二位と聞いている。私が思うに総司は天才で、兄は秀才タイプなんだと思う。

「まあ学校の勉強はしなくてもできたけど、妊娠や出産の知識はないから勉強しとかないとうまくフォローできないからね。紗和と俺の子供だから全力で守るよ」

　愛おしげに私を見つめて微笑む彼。

　その笑顔にドキッとする。

　どうしたの私？

　総司の笑顔なんて小学生の頃から見てたじゃないの。

　でも、これはなんか違う。いつもの腹黒さがない。

「じゃあ、テレビでも観て待ってて」

　総司が腕のシャツをまくってリビングの隣のキッチンに向かう。

　テレビを観てろと言われたが、彼が気になった。

　本当に料理できるの？

　私もキッチンに行くと、総司は慣れた様子で大根の皮を剥き、銀杏切りにしていく。

「……うまい」

　思わずそう呟く私を見て、彼が楽しげに目を光らせた。

「指でも切ると思った？」

「だって、いつもお手伝いさんに食事作ってもらってると思ってたから」

　素直に認めたら、彼はクスッと笑った。

「紗和、俺がはじめて料理してみせた時も同じこと言ってたよ」

「ハハッ、ごめんなさい。ところで……」

　思い切って一番疑問に思うことを尋ねる。

「総司はどうして私と結婚する気になったの？」

　総司はまだ三十一歳だし、しばらく遊びたいのかと思ってた。

　だって、彼は特定の恋人を作らない。

　そうじゃなきゃ私に婚約者役を頼まなかっただろう。

「政財界の要人が集まるパーティーで紗和が体調悪いのに無理して出て倒れたことがあったんだ。それで俺が看病して、お互いに距離が縮まって、紗和とずっと一緒にいたいって思うようになった」

「いっときの気の迷いとかじゃないですか？　総司には美人でゴージャスな女性がお似合いだなって」

　率直な意見を口にしたら、総司は苦笑いした。

「紗和は自覚ないかもしれないけど美人だよ。それに、ゴージャスな女性は身内にいるからもううんざりなんだ」

　身内というワードで彼の三つ上の玲れい奈なさんの姿が頭に浮かんだ。

「玲奈さんですね」

　大輪のバラのように華やかな人でファッションセンスもいい。

　婚約者役を引き受けた次の日に総司に玲奈さんを紹介され、すぐに仲よくなった。私にはとても優しくて素敵なお姉さまなのだけれど、彼の話ではかなり我が儘な人らしい。

「姉のことは覚えているんだな。ちょっと安心した。さあ、できた。食べよう」

　レトルトのご飯とお味噌汁一品という寂しいメニューだけど、今の私にはご馳走に見えた。

　あの総司が作ってくれたんだもの。

　六人掛けのダイニングテーブルに座って食べるが、迷わずキッチン側に座る私を見て彼が頬を緩めた。

「そこ紗和の席だよ」

「そうなんですね」と少し驚いて相槌を打つ私。

　無意識だけど私の身体はここが自分の家だって覚えてる。

　そのうち失った記憶も戻るのだろうか。

　いただきますをして総司とねこまんまを食べる。

「結構イケる。味噌味の雑炊みたいなものかな」

　総司のコメントににんまりする私。

「このおいしさがわかってもらえて嬉しいです」

　彼と和やかに食事をした後、無性にお風呂に入りたくなった。

　病院では清拭だけでお風呂に入れなかったのだ。

「あの、お風呂に入りたいんですけど」

「ああ。ちょっと準備するから待ってて」

　彼がリビングを出ていくと、キッチンで皿を洗った。

　総司に家事を全部やらせてしまうのは心苦しい。いくら退院直後だからって甘えすぎだ。

　休んでいるようにと彼に言われそうだが、リハビリも兼ねて後片付けくらいはしたい。それに、病院ではずっとベッドにいたからジッとしているのにも厭きた。

　しばらくすると、総司が戻ってきて私に声をかけた。

「お風呂いいよ。頭を縫ってるから髪は俺が洗う」

「え？　いや、そんないいですよ。気をつけて洗いますから」

　総司に裸を見られるなんて嫌だ。

　結婚した記憶のない今の私にとって彼は兄の親友。

　なるべくソフトに断るが、彼は引かない。

「それはダメ。恥ずかしいならバスタオル巻いてていいよ」

　私の主張を柔らかな笑顔で拒否する彼。

　でも、バスタオルを巻いていいなら折れよう。

　なんだか頭がむずむずするし、早く身体の汚れを落としたい。

　総司と共にバスルームに行くと、彼は棚を指差した。

「タオルと着替えはそこに置いておいた。脱いだ服や使ったタオルは洗濯機の横の籠に入れておいて」

「はい。ありがとうございます」

　そう返事をするも、彼がまだ脱衣所にいるので困惑した。

「あの……服を脱ぐので、出ていってもらっていいですか？」

　遠慮がちにお願いしたが、彼は動かない。

「服脱ぐの手伝うから」

　彼の発言にギョッとして強く言い返した。

「いや、いいですよ！　自分でできます！」

　病院で看護師さんに手伝ってもらって着替えた時に、身体中痣だらけの自分を見てひどく落ち込んだ。この身体を誰にも見られたくない。

「無理して怪我が悪化しては困る。それに、夫の俺には妻の怪我の程度を知る権利がある」

　私のブラウスのボタンに手をかけ器用に外していく彼。

「待って……権利ってそんなあ！」

　あたふたしながら抗議するが、総司の手は止まらない。

　彼は慎重にブラウスを脱がすと、次にフレアスカートのファスナーを下ろした。

　もう気が変になりそうだ。

　総司は私の身体を見て絶対に醜いと思うだろう。

　しかも、こんな完璧な容姿をした彼に見られるのだからたまったものではない。

　下着姿にされ思わず自分の両手で身体を隠そうとしたら、彼に強く手を掴まれた。

「隠さないでちゃんと見せて」

　有無を言わせぬその声にビクッとして抵抗するのをやめたが、彼に全身を見られた。

「……今も痛いんじゃないのか？」

　総司の瞳が暗く翳かげるのを見て深く傷つく。

　ああ、やっぱり醜いって思ってる。

　だから見られたくなかったのに。

「痛いですけど、あなたに見られる方が百倍つらいです。醜いって思ってるでしょう！　もう見ないでください！」

　目に涙を浮かべながら睨みつける私を彼が突然そっと抱きしめてきてビックリした。

「落ち着いて。紗和が見られたくない気持ちはわかる。でも、醜いなんて思うわけがない。紗和は俺の大事な奥さんで、俺の一部なんだ。紗和が痛い思いをしているのに、代わってあげられなくてごめん」

　彼は優しく包み込むように私を抱く。

「……本当に醜いって思ってない？」

　震える声で確認したら、彼は一言一句はっきりと答えた。

「思うわけがない」

　彼の返答を聞いてしばし考える。

　確かに私を醜いと思っていたら、今みたいに身体を密着させて抱きしめることもないだろう。彼の性格ならにこやかに笑って遠ざけるはず。

「紗和？　少しは落ち着いた？」

　総司に問われ、彼の顔を見てコクッと頷いた。

「自分の痣を見てショックだったかもしれない。でも、運が悪ければ君は死んでいたかもしれないんだ。時間が経てば痣は消える。焦らずゆっくり治していこう」

　彼が私の背中を撫でて元気づける。

「……はい」

「じゃあ、身体洗い終わったら呼んで」

　総司が抱擁を解いてバスルームを出ると、下着を脱いだ。

「うっ！」

　屈むとズキンと腰に痛みが走る。いや、腰だけでなく、肩も膝も全身が痛い。

　バスタオルを手に取り、浴室でシャワーを浴びる。

　シャンプー、トリートメントは私が普段から愛用しているものが置かれていた。

　それを見て本当にここに住んでいたんだって思う。

　身体を洗い終えると、総司に声をかけられた。

「紗和、もう身体は洗い終わった？」

「はい。今終わりました」

　そう返事をしながらバスタオルを身体に巻きつけたが、心臓がバクバクしてきた。

　バスタオル一枚の姿で彼と接するのが恥ずかしい。

「じゃあ、入るよ」

　総司がドアを開けて浴室に入ってきて、湯船を指差した。

「お風呂入れる？　洗い場だと紗和の身体が冷えるから」

　多分、彼はさっきの私の反応を見てそう言ったのかもしれない。

「はい」と頷いてそっと湯船に入る。

　お湯の熱さが傷にしみるが我慢できないことはない。

「無理しなくていいよ。大丈夫？」

　彼が心配そうに私の顔を覗き込む。

「平気です」

　ニコッと笑うも顔が引きつった。

　洗い場で洗髪してもらうより、湯船に浸かりながらの方が多少傷は痛むけれど、気分的には楽だ。

「それじゃあ、お風呂のふちに頭乗せて」

　素直に総司の指示に従うと、彼はシャワーのお湯の温度を調節して私の髪を丁寧に洗っていく。

　彼の手が優しくて、しかも気持ちいい。

「湯加減は？」

　不意に聞かれ、笑顔で答えた。

「ちょうどいいです」

「よかった。あと目閉じて。シャンプー入ると痛いから」

　彼にシャンプーとトリートメントをしてもらうが、あまりに心地よくてうとうとしてしまう。

「はい、終わったよ」

　総司の声でゆっくりと目を開けるが、頭がボーッとしていた。

　あー、もっと続けてほしかったな。

「美容師さんみたい。総司の手ってゴッドハンドかも」

　フフッと笑ったら、彼は私の唇にチュッとキスを落とした。

　突然のキスに目を丸くする私を見て、彼が悪戯っぽく目を光らせる。

「お褒めに預かり光栄です、お嬢さま。着替えもお手伝いしますので」

　なんで急に執事口調なの！　楽しんでませんか？

「け、け、結構です！　自分でやります！」

　顔を真っ赤にして断ったら、彼が「お嬢さま、我が儘を言ってはダメですよ」と口元に笑みを浮かべ浴室を出ていく。

　あのキラースマイルは反則だ。

　不覚にも胸がときめいてしまった。

　そう言えば、高校生の時、今のように彼にキュンとなったことがあったっけ。

　総司のファンに階段のてっぺんから突き落とされた時、たまたま彼が通りがかって私をうまく抱きとめてくれたんだよね。

『俺の親友の妹に手を出したんだから、それなりの報復をさせてもらうよ』

　ファンの女の子たちに静かな声でそう告げて、その日は家まで送ってくれた。

　まあ、原因は総司とも言えるんだけど、守ってくれて感動したんだ。

　昔を思い出しながらお風呂から上がると、脱衣所で総司がバスタオルを手にして待ち構えていた。

「髪拭いていくよ」

　私の髪をタオルドライすると、次に私の下着を手にしたものだから慌てた。

「さっきお風呂で屈むのも痛かっただろう？　足開いて。穿はかせてあげるから」

　まるで子供の世話をするかのように下着を広げて私の足元に跪ひざまずく彼を見てカーッと頭に血が上った。

「冗談でしょう！　下着くらい自分でやります！」

　彼の手から下着を奪い返すと、バスタオルを巻いたまま彼に背を向けて素早く身につける。

　だが、次にブラをつけようとしたら、ホックがなかなかはまらず、前屈みの体勢が痛くて「うっ！」と呻うめいた。

「無理しない」

　総司は手を伸ばして素早くホックをはめると、私にシルクのパジャマを着せた。

「なんだか本当の執事みたい」

　彼の手際のよさに感心してそう呟いたら、笑われた。

「まあ、今は紗和専用の執事だね。なんなりとお申し付けください。お嬢さま」

　恭しくお辞儀をする総司を見てスーッと目を細める。

「楽しんでますよね？　私、こんな羞恥たえられない。いつまで総司に着替えと洗髪を手伝ってもらうんですか？」

「紗和の怪我が治るまでだよ。次は髪を乾かそう」

　総司が私の髪をドライヤーで乾かしてリビングに戻ったら、彼のスマホが鳴った。

「ちょっとごめん」と私にひと言言って電話に出る。

「今日はご苦労だった。今は退院して自宅にいる。スケジュールは入れるな。……ああ。そういうことで頼むよ。じゃあ」

　三分ほどですぐに電話を終わらせる彼。

　総司は多忙な人。

　入院中は毎日会いにきてくれていたし、今日もずっとつきっきりだったから、彼にはすごく迷惑をかけてしまった。

「あのう、私のせいで会社休んだんですよね？　ごめんなさい」

　軽く頭を下げたら、彼は小さく笑った。

「謝る必要なんてないよ。仕事はどうにでもなる。桐きり山やまがかけてきたんだけど、紗和のこと心配してた。あっ、俺の秘書の桐山のことは覚えてる？」

　私に確認する彼に向かってニコッと微笑む。

「はい。眼鏡男子の」

　総司には秘書がふたりいて、総司のおじいさまの誕生日パーティーの前から何度か会っている。

　桐山さんは第一秘書。海外出張の時も常に総司と行動を共にするよき右腕だ。第二秘書は女性で、社内業務を担当している。

　確か私と同い年で女性の方も眼鏡をしていて美人だ。仕事もできるらしい。

　そんなことを考えていたら、頭がズキズキし出した。

　頭を押さえる私を見て彼が表情を変える。

「紗和どうした？　頭が痛いの？」

「ちょっと。お風呂に入って疲れたのかも」

　痛みで顔をしかめる私の肩を彼がそっと抱く。

「ベッドで寝たら？」

「でも……まだ九時だし、今寝ちゃうと夜中に起きるかもしれないからソファで休んでます」

　総司から離れてソファに座ると、彼は私の頬を撫でてバスルームに向かった。

「わかった。俺はシャワー浴びてくる」

　彼がいなくなり、テーブルの上のリモコンを手に取りテレビをつける。

　バラエティー番組を観ていたら、段々眠くなってきた。

　ここで寝てはいけないと必死に睡魔と戦うも、まぶたが重くなる。

　意識が途切れ途切れになり、ハッと目を開ければ、総司に抱き上げられどこかに運ばれるところだった。

「あれ？　私寝てました？」

　目を瞬きながら尋ねると、優しい声が返ってきた。

「ソファで寝てたから、寝室に運ぶところ」

「あの……寝室って、お客さん用ですよね？」

　念のため確認したら、彼に笑顔で否定された。

「いや、俺と紗和の寝室。なんでゲストルームって思ったの？」

「だ、だって私まだ記憶戻ってないし、しばらくひとりで寝ます。下ろして！」

　一気に目が覚めて彼の腕の中で手足をバタバタさせたら怒られた。

「こら、暴れない。頭怪我した妻をひとりで寝かせられるわけないだろう？　寝てて急に吐き気がするかもしれないし、絶対に認められない」

「そんなあ……」

　しゅんとする私を彼は寝室のベッドに運ぶ。

　ベッドは私がずっと憧れていたレースがふんだんに使われた天蓋付きベッドで、キングサイズの大きなものだった。

　これは彼の趣味ではない。

　きっと私が頼んだから購入したんじゃないだろうか……って今は感動している場合じゃない。

「本当に無理です！　男の人と同じベッドで寝たことないですもん」

　私の言葉を彼は真顔で否定した。

「いや、俺と何百回も寝てるよ」

　結婚してるし、彼の子供を妊娠しているんだから、彼の言うことは間違っていないとは思う。でもね、結婚したことも彼とベッドで愛し合ったことも思い出せないのだから仕方がない。

　ここにいることは譲歩したけど、同じベッドで寝るのは無理だ。

「そうなんでしょうけど、記憶をなくしてるからもう緊張しておかしくなりそうなんです。今だって心臓の鼓動がドッドッドッって……」

　彼の手を掴んで訴えたが、軽く流された。

「うん、はじめて俺と一緒に寝た時も、同じようなこと言ってたよ。でも、すぐに慣れたから」

「絶対に寝られません！」

　私の発言を受けて彼はどこか企み顔で提案した。

「じゃあ、試してみようか？　一時間経っても眠れなかったら、ゲストルームで寝ることも考えよう」

　どこか自信ありげな総司に念を押す。

「約束ですからね」

　こんなに心臓がバクバクしているんだもの。眠れるわけがない。

　なるべくベッドの端に身を寄せて目を閉じると、総司が背後から私の腰に腕を回してきてドキッとした。

「ちょっと……総司、手！」

　抗議するが、彼は手を引っ込めない。

「いつもこうして寝てたんだ。十分以内に寝るよ」

　楽しそうに予言する彼に不満をあらわにする。

「余計眠れないですよ」

　背後にいる総司を意識せずにはいられない。

　布越しに彼の温もりが伝わってくる。

　息遣いも聞こえてきて、ギュッと目を閉じた。

　こんなのたえられない。

「緊張しなくても大丈夫だよ。狼みたいに襲わないから」

　総司がおもしろそうに笑って、私の頭にチュッとキスをする。

「総司～、もうからかわないでください！」

　激しく狼狽えながら訴えるも、彼はさらに身体を密着させてきた。

「からかってなんかいない。妻を愛でてるんだ」

　愛でるって……今の私には拷問だよ～！

　もうどうやって息を吸っていいのかわからない。

　半ばパニックになる私に彼は顔を寄せて囁く。

「おやすみ、紗和。愛してるよ」

　そのセクシーな低音ボイスで囁くのはやめてほしい。

　自分がおかしくなりそう。

　絶対に彼はおもしろがってる。こんな状態で寝られるわけがない。

　だが、ここはポジティブに考えよう。一時間我慢すれば、ゲストルームで寝られる。

　そう思っていたのだが、身体があったまってきて、段々眠くなってきた。

　不思議。人の体温ってこんなに安心するし、幸福感もある。

　だが、このまま寝てはゲストルームに行けない。

　意地でも目を開けようとする私に、総司が「紗和はなかなか手強いね」とふっと笑った。

　覚えているのはそこまで。

　やがて優しい眠りに誘われてそのまま意識を手放した。










愛する妻が事故で記憶を失い……




「眠ったか」

　スーッと紗和の規則正しい寝息が聞こえてきてホッとする。

　事故当日の恐ろしい出来事がまるで夢のようだ。

　まだ救急車やパトカーのサイレンの音が耳に残っていて、紗和の事故のことを思い出すたびに手に汗が滲む。

　その日のお昼前に紗和からスマホにメッセージをもらった時は、まさか彼女が交通事故に遭うなんて思ってもみなかった。

　事故現場は、俺の会社のすぐ先にある交差点。

　警察の話では彼女は会社とは反対方向に、まるで夢遊病者のようにボーッと歩いていて、信号が赤であったことに気付いていなかったらしい。

　だが、その様子が彼女とのメッセージのやり取りとかけ離れていて疑問に思った。

　彼女の文面では俺になにか話したくて嬉しそうな感じを受けた。

　病院の先生から彼女の妊娠を告げられた今となっては、彼女の話は十中八九赤ちゃんのことだろう。

　それなのに、紗和はボーッと歩いていた。

　なぜだ？

　浮かれていたならまだわかる。

　しかし、夢遊病者のように見えたということは、正気ではなかったように見えたということ。それになぜ会社とは反対方向に行こうとしたのか？

　その上、彼女は俺と結婚した記憶を失っていた。

　医師は脳震盪で事故に遭った時の記憶がないことはよくあるが、結婚した記憶もないのはなにか他の要因によるものかもしれないと話していた。

　このことは紗和も知らない。

　俺に会うまでになにかショックなことがあったのだろうか？

　彼女の事故に関しては謎が多い。

　いずれにせよ彼女が生きていてくれて本当によかった。

　彼女が頭から血を流して救急車に運ばれるのを目にした時、最悪の事態を考えて心臓が凍りそうだった。

　今、こうして自分の腕の中に彼女がいることがどんなに幸せなことか改めて気付かされた。

　俺は小さい頃から他の子供と比べると感情が乏しかった。母の話では、滅多に泣かず、普段声をあげて笑うこともないとても物静かな子供だったらしい。何時間もひとりで図鑑を見たり、パズルをしたりしていて、友達と遊ぶことはなかったそうだ。

　そんな俺を横柄な姉は着せ替え人形にして弄んだ。女の子の格好をさせたら少しは感情的になって怒るかと思ったようだ。だが、俺は文句を言わず姉に従った。

　自分に対しても他のことにも無関心だったんだ。

　努力なんてしなくてもなんでもできてしまい、自分の人生に楽しさを感じなかったからだと思う。

『あんた小学生なのに達観していて、どこかの隠居したおじいちゃんみたい』といつも姉に言われていた。

　何事も冷めた目で見ていたし、人とは上辺だけの付き合いしかしてこなかった俺。

　処世術には長けていたから表面上はいつもにこやかにしていた。

　例外は和真と紗和。このふたりには素で接していたと思う。

　和真は俺がライバルと認める唯一の男で、小学六年の時に同じクラスになったのがきっかけで、親しくなった。

　勉強もスポーツも彼が相手の時は絶対に手を抜かなかった。

　それからだろうか。つまらなかった学校もおもしろいと感じるようになったし、姉の着せ替え人形になるのもきっぱりと断るようになった。

　ある意味ようやく自我が芽生えたのかもしれない。

　和真とはすぐに互いの家に行き来するようになって、彼の妹の紗和ともよく話をするようになった。

　最初に彼女に会った時、綺麗な子だという印象を持った。

　色白で髪や瞳の色がブランデー色に近く、人目を引く。

　出会った時は、人とは違う容姿を気にして家に引きこもりがちだった紗和。

　俺が遊びに行くと、彼女はすぐに和真の陰に隠れた。

『俺、紗和ちゃんに嫌われてる？』

　苦笑いしながらそう和真に尋ねたら、彼はハーッと溜め息をついた。

『悪い。こいつ引っ込み思案なんだ』

　和真は意外に妹思い。

　厳しい態度で用事を言いつけるのは、いつも学校でいじめられていた紗和を思ってのこと。

　だが、なかなか内気な性格は直らなかった。

　そこで俺がひと肌脱ぐことにした。

　もうしないと決めた女装をして、紗和に近付いて友達になり、彼女をいじめっ子から守ったのだ。

　女の子の格好をしたのは、彼女の警戒心をなくすため。

　泣きじゃくっていた紗和に『その髪もその目もとってもかわいいよ』と何度も優しく声をかけて宥めると、次第に彼女は自分の容姿を卑下することはなくなったし、男の姿の俺にも慣れてきて『お兄ちゃんのパシリにされてる』と会うと和真への不満をよく口にするようになった。

　俺の女装のことを和馬は気付いていたようだが、紗和には内緒にしてくれていた。

　彼女がいじめられなくなると、俺も女の姿で会うのはやめた。彼女が明るくなったからもう必要ないと思ったんだ。

　和真のパシリ作戦の効果もやっと出て紗和は精神的にも強くなったけれど、兄の愛は妹には理解されていなかった。

　まあ、彼の意図を知ってる俺でも紗和は完全に和真の小間使いにされてると思ったのだから無理もない。

『紗和、今すぐアイスを買ってこい』

　そんな風に和真は気まぐれに用事を言いつける。もちろん褒美的なものはいっさいない。

『妹のためと言いながら自分が楽したいだけじゃないか。ひどい奴だな』

　俺がチクリと言うと、彼はふっと笑った。

『あいつがブーブー文句を言うのがおもしろくてな。ついつい意地悪したくなるんだ』

『お前ってやつは……。かわいい妹なんだからもっと優しくしたらいいのに』

　和真にそう注意したものの、俺も便乗してちょくちょく彼女に面倒事を頼んだ。

『えー、なんで私がバレンタインのチョコの返事を書かなきゃいけないのよ！　おまけに神崎さんの分まで。ひどすぎる！』

　和真が紗和に意地悪する気持ちがよくわかった。

　キッと上目遣いに睨んでくる彼女がかわいかったんだ。

　もうツボというか、見ていてたまらない。

　こういうやり取りが楽しいんだよな。

『ごめんね、紗和ちゃん。俺たち受験があるから』

　俺の言い訳を聞いて彼女は眉間にシワを寄せた。

『受験勉強しなくてもふたりとも余裕で受かるでしょう！　この鬼！』

　和真と俺を罵りながらも渋々従う紗和。

　大人になってから、彼女は俺に会うたびににっこり笑って意見するようになった。

『神崎さんは一度地獄に落ちれば、その腹黒な性格が直ると思いますよ』

　俺にそんな口をきけるのは、高飛車な姉と紗和だけだ。

　和真の妹というのもあるが、俺は紗和のことを気に入っていた。

　俺に変な幻想を抱いていないところがいい。

　他の女は俺を王子さまのように思っていて、自分たちの理想とかけ離れた言動をすれば、『そんなの総司さまじゃない』と拒絶反応を示す。

　ホント女というのは面倒な生き物だ。

　横柄で浪費癖のある姉がいるから余計に女が嫌いになったのかもしれない。

　小さい頃女装をさせられた恨みもある。

　絶対に結婚なんかしないと決めてずっと仕事に打ち込んできたのだが、祖父や親父が今年になって縁談話を持ってきて内心苛立っていた。

　結婚、結婚って……所帯を持たないとビジネスでは認められないのか？

　俺はずっと独身でいたいのにな。

　変な女と結婚して一生面倒を見るなんてごめんだ。

　すでに姉という厄介者がいるのだ。妻なんていらない。

　何度断っても諦めないから、和真に相談した。

『最近、うちの家族の見合い攻撃が凄いんだけど、どっかに婚約者役頼める子いないかな？』

　俺の言葉に彼は間髪置かずに答えた。

『うちの紗和はどうだ？　あれならお前に付き纏まとうことはないし、確か今会社が倒産して失業中だと思う。餌を与えれば食いつくぞ』

　俺が女嫌いなのを和真は知っていた。

　婚約者役を頼んだ相手が誤解して俺に迫ってくるのは避けたい。

　過去にパーティーに同伴する女性を何度か雇ったことがあるのだが、『私ならあなたの望みの女になれるわ』と契約が終わった後もしつこく絡んできて参った。

　触られて蕁じん麻ま疹しんが出たこともある。

『紗和ちゃんね。そういう対象として考えたことなかったから除外していたけど、いいかもしれない』

　彼女のことはずっと妹のように思っていた。

　昔から彼女になにか美味しいものを食べさせるのが俺の密かな楽しみで、とびきりのご馳走を用意したことがある。

　満面の笑顔で食べる姿を見るだけでこちらもあったかい気持ちになるのだ。

　だが、改めて考えてみると、接していてストレスを感じず、一緒にいて楽しいと思える女性は彼女だけ。

『お前、紗和気に入ってただろ？　学生の頃あいつを生徒会に強引に入れたし』

　そう。中三の時に紗和を生徒会に入れようと和真に言ったのは俺。

　中学生になった彼女は美人で性格もいいから男子学生にモテていて、一部の生徒は彼女にしつこく付き纏っていた。

　紗和本人は自分でなんとかできると思っていて、『襲いかかってきたら股間に蹴りを入れてやるわ』なんて笑っていたけど、はたで聞いていた俺は不安を感じた。

　いくら運動神経のいい紗和でも、男に力で押し倒されたら抵抗できない。

　だから彼女を生徒会に入れて守ることにしたのだ。

　和真も『あれは俺に似て見た目だけはいいからな』と反対しなかった。

　普段紗和ちゃんをこき使ってはいるが、彼なりに妹を心配している。

　俺と和真が卒業していなくなっても、俺たちの後輩の生徒会メンバーが彼女を守ってくれるし、卒業後も俺の影響力は消えない。

　それは俺がいる時に『朝倉紗和に手を出した者は、男女関係なく社会的に抹殺する』という考えを周知させていたから。

　実際、紗和に危害を加えようとした男子生徒や女子生徒を俺が理事長に進言して退学処分にした。

　神崎家は多額の寄付金を収めていたから理事長も俺の言葉を無視できなかったのだ。

　紗和本人は無理矢理生徒会に入れられて俺と和真の奴隷にされたと激怒していたが、本当の理由を彼女は知らなくていい。

　高校まではなにかと紗和に構っていたが、俺が大学生になると父ががんを患ったこともあって、彼女に会う機会も減っていった。

　父を支えようと、大学在学中も父の仕事を手伝った。

　大学にいた時間よりも会社で過ごした時間の方が多かったと思う。

　父の会社に就職するとさらに仕事漬けになった。

　そんな俺の息抜きは、和真や紗和とたまに食事をすること。会えばみんな言いたいことを言い合った。

『紗和、お前もうアラサーなんだからそろそろ結婚したら？』

　和真がそんな話題を振れば、紗和は顔をしかめて言い返した。

『お兄ちゃんって考え方古いわよね。なんでアラサーだと結婚しなきゃいけないのよ』

　彼女も俺と同じく結婚願望がなく、恋愛も不要と思っている。

　なんでも和真と俺にこき使われたのが原因らしい。

　言われてみると、彼女に恋人ができたという話は聞いたことがない。

『女は三十越えた途端にモテなくなるから。俺はお前の面倒なんか見ないぞ』

　和真が辛辣なことを言っても彼女は余裕顔。

『お兄ちゃんには頼らないわよ。私はひとりで生きて行くの。自由が一番よ』

『紗和ちゃんは逞しいね。仕事は順調？』

　俺が近況を尋ねると、淡々とした口調で答えた。

『まあまあってところですかね。でも、上司が最低だから他にいいとこがあれば転職するかも』

『うちの会社に来る？　いいポスト用意するけど』

『結構です。自力で探しますから』

　とびきりの笑顔で俺の提案を断る彼女がキラキラ輝いて見えた。

　そんな彼女を陰ながら応援していたのだが、会社が倒産したのは不運だったな。

　だが、俺には好都合。

　紗和は和真の妹だし、彼女が婚約者のふりをしてくれるなら、親父や祖父をうまく騙せる。

　それで、和真に彼女を呼び出してもらい、婚約者役を頼んだ。

　一度だけでも俺の恋人に会えば家族は満足すると思ったのだが、みんな紗和のことを気に入ったあげく、週末になると俺を通さず彼女と直接コンタクトを取って神崎家に招くようになった。

『紗和ちゃん』とうちの両親や姉は親しげに彼女を呼び、婚約者というよりは家族扱い。特に姉は紗和を溺愛していてよく買い物や食事に連れ出していた。

【今日紗和ちゃん借りるわよ。レストランで食事するから終わったら迎えに来て】

　こんなメッセージが俺のスマホに届くのはめずらしくない。

　紗和も俺の姉と過ごすのが楽しいようで、『玲奈さんみたいなお姉さん欲しいな。婚約者役が終わっても個人的に玲奈さんとお付き合いしていいですか？』と俺に許可を求めた。

　それが微笑ましく思えた反面、なんだか胸がモヤモヤした。

　契約が終われば、俺とは関わりたくないのか？

　週末は親族の集まりやパーティーがあってずっと一緒に過ごすようになり、彼女のいる生活が当たり前になってきた。

　彼女が俺の婚約者を演じるようになってから二カ月経ったある日、政財界の大物が集まるパーティーに呼ばれた。

　もちろん紗和をエスコートして出席したのだが、この日彼女は体調が悪いのを隠していた。

　少し様子がおかしいのには気付いていたが、俺が『ちょっと顔色が悪い』と指摘したら、紗和は笑顔を作って返した。

『偉い人が多くて緊張してるんです』

　その後、彼女は挨拶してくる人ににこやかに対応。

　だが、『すみません。ちょっと化粧室へ』と言って消えて、二十分経っても戻らずおかしいと思って見に行ったら、女子トイレの前で紗和が真っ青な顔でしゃがみ込んでいた。

『紗和、どうした！』

　俺が声をかけると、彼女は具合が悪そうなのに『大丈夫です』と強がってみせた。

　だが、彼女の身体はとても熱くて、医者に診てもらうと胃腸炎にかかっていた。

　体調の異変を感じていたのに、俺との約束があったから無理をして出てきたに違いない。

　紗和を俺のマンションに連れ帰るが、彼女は立つのもやっとの状態なのに自分のアパートに帰ろうとした。

『うつすといけないので……うちに帰ります』

　ホント、強情。

『ダメだ。そんな具合が悪いのに帰せない』

　俺のために無理して……。今までそんな女はいなかった。

『平気です。ずっとひとりでやってきたんで……』

　彼女がそう言いながら倒れて、結局そのままうちで看病した。

　女嫌いの俺が女の子をうちに連れ込んで、食事から着替えまで面倒を見て……。

　病気の彼女をひとりにしたくなかったんだ。

　心配だったから。

　なぜそんなに心配？

　今まで雇ってきた女だったら、きっとタクシーに乗せてそのまま家に帰らせただろう。だが、紗和に関しては俺がちゃんと看病したかった。

　和真の妹だから？

　それだけじゃない。

　俺は……紗和のことが好きなんだ。

　自分の気持ちを自覚してからは、積極的に彼女にアプローチした。

　だが、結婚願望のない紗和にすぐに思いを告げるのはＮＧ。なぜなら、彼女は俺のことを『腹黒王子』と思っているから。

　まあ、学生時代は生徒会長という特権を使って紗和を生徒会役員に任命してよく雑用を押しつけたし、表面上はにこやかに振る舞ってはいたが陰では俺に告ってくる女の子を冷たく振ったりしていたのだから仕方がない。まずは俺と一緒に過ごす時間を増やして、ダークなイメージを忘れさせなくては。

　そう考えてパーティーや親族の集まりがないのに紗和を頻繁に呼び出し、食事に連れて行った。

『紗和、美味しい物食べに行こうか。親父が紗和のために店を予約してくれたみたいでね』

　そう言って誘えばなにも文句は言われないし、基本的に彼女は食べ物で釣るとついてくる。子供のときからそうだった。

　食事を楽しんだ後は、すぐに家に帰さずドライブをした。

　最初の頃は車の中が密室ということもあって緊張していたようだが、何度も誘ううちに彼女は俺の存在に慣れてきてドライブを心から楽しむようになった。

『ドライブっていいですよね。遠くに行けるから乗ってるだけで楽しい。特に夜は静かだし、明かりが綺麗で癒やされる』

　運転している俺に笑顔で言う彼女。

『こないだドライブした時、助手席でぐーすか寝てたのは誰だっけ？』

　少しからかうと、彼女はムキになって言い訳した。

『そ、それはご飯食べた後だったし、神崎さんの運転がうまいからついうとうとしちゃったんです！』

『はいはい』

　笑って聞き流す俺に彼女が噛み付いて……。

『本当にドライブ好きなんですよ。他の人の車だったら絶対に寝ません！』

　その言葉を聞いて思わず頬が緩んだ。

　俺に心を許している証拠だ。

『どうして俺と一緒だと寝ちゃうの？』

　突っ込んで聞いたら、彼女は困惑した声で俺に尋ねた。

『どうしてって……どうしてでしょう？』

『俺が質問してるのに聞き返さないでくれる？　その答えは紗和が考えて』

　俺のことで頭がいっぱいになればいい。そして、俺のことを好きになれ。

　そう願いながら彼女に宿題を出した俺。

　また紗和をドライブに誘い、静しず岡おかにある動物園に連れて行った。動物好きの彼女なら喜ぶと思ったのだ。

　ペンギンやカピバラなどの動物を見て『かわいい』とはしゃぐ紗和。

　だが、俺がかわいいと思うのは、動物を見て目を輝かせる彼女だった。

　動物との触れ合いコーナーで紗和が『餌やりしたい』ととびきりの笑顔で甘えてきたので、ひまわりの種などを買って彼女に渡した。

　だが、紗和の持っていた餌はすぐになくなり、俺が持っていた分を『まだあるよ』と差し出した。きっと足りなくなると思って彼女のために取っておいたのだ。

　その時紗和が俺を見つめてきて、真剣な表情で言った。

『神崎さんの宿題の答えわかった。私……神崎さんが……好き』

　惚れた女からの告白に喜びを隠せなかった。

『俺も紗和が好きだよ』

　甘く微笑んで、彼女にそっと口付けた。

　はじめてのキス――。

　紗和が俺のことを好きになるまでは手を出さないと決めていたから、もう我慢の限界で触れずにはいられなかった。

　幸い周囲に人はいなかったが、そのことを気にする余裕さえなかった。それほど彼女と思いが通じ合って嬉しかった。

　それからしばらくして紗和と結婚。

　夫婦生活も円満だったのに、先日の突然の事故で彼女は負傷し、俺と結婚したことを忘れてしまった。

　怪我はそのうち治る。

　記憶は……もし戻らなかったとしても、彼女と一から思い出を作り直していけばいい。一番大事なのは紗和が生きているということ。

　ギュッと彼女を抱きしめていたら、ズボンのポケットに入れてたスマホがブルブルと震えた。

　彼女から離れ、スマホを取り出して画面を見ると、姉からの着信。

「はい」

　起き上がって電話に出たら、姉が静かな声で話しはじめた。

《紗和ちゃんはどう？》

　姉には病院にいる時に事故のことを伝えた。

　病院に駆けつけようとしたけれど、紗和がますます混乱すると思って止めたのだ。

「今日自宅に戻ってきて、今寝たところだよ」

　紗和の寝顔を見つめながら答えると、姉は安心したのかフーッと息を吐いた。

《退院できてよかったわ。怪我もたいしたことなかったのね》

　さっき脱衣所で見た紗和の身体が脳裏に浮かぶ。

　肩や腰にできた痣。

　軽傷と言えるのかもしれないが、俺は見ていてつらくなった。

　自分が代わってやりたくても代わってやれないこのもどかしさ。

「まあ重傷ではなかったけど、ここ九カ月間の記憶がなくて、俺と結婚したことも覚えてない」

　動揺を抑えながら話すと、姉は重い口調で相槌を打つ。

《そう。紗和ちゃんもショック受けてるんじゃないの？》

「かなり混乱してる。だからしばらくは家で仕事をして彼女についているつもりだ。姉さん、明日来られる？　紗和の話し相手になってくれない？」

　姉が来てくれればいい気分転換になるだろう。紗和は姉のことを覚えていたし、ふたりは俺が妬けるくらい仲がいいから。

《いいわよ。あんたも元気出しなさい。沈んだ声してるわよ》

　いつも我が儘な姉が今日は優しい。

「自分で思ってるよりダメージが大きいのかもしれないな。ありがとう。じゃあ明日」

　紗和の妊娠のことはまだ安定期に入っていないから、和真にも姉にも伝えなかった。

　礼を言って電話を切ると、またスマホのバイブ音がしてメッセージが届く。画面を見ると和真からだった。

【あれからどうなった？】

　紗和に冷たい態度を取ったものの、和真は妹のことを気にして連絡してきたのだろう。あそこで彼女を甘やかさなかった彼には感謝している。

【なんとか紗和を説得してうちにいてもらうことになった。心配かけて悪い】

　俺がすぐに返事をすると、彼は温かい言葉で俺を励ました。

【気にするな。記憶がないのはショックだろうが、そのうちお前と結婚したことを思い出すさ】

【サンキュ。例え記憶が戻らなくても、また紗和を口説くよ。なにかあったらまた連絡する】

　そう返事を打って終わらせ、スマホをベッドサイドのテーブルに置き、紗和に目を向けた。

「何度でも口説くよ」

　また俺と恋をしよう。

　愛おしい彼女に顔を近付けてキスをすると、俺も眠りについた。










一番安心できる場所




『あー、どうしよう～。明日期末テストなのに全然数学の勉強してない。このままだと赤点だよ。お兄ちゃん教えて！』

　生徒会室で資料作りをしながら頭を抱える私を兄は冷ややかに見る。

『嫌だね。そもそも普段勉強してれば試験勉強なんてする必要はない』

　確かに兄の言う通りなのだが、私にはじっくり勉強する時間なんてなかった。

『お兄ちゃんや神崎さんの小間使いにされてるのよ。落ち着いて勉強する暇なんてないわ。宿題やるのがやっとよ』

　兄に噛みつくが、あっさり反撃された。

『宿題さえやれば普通は充分だ』

『あのね、お兄ちゃんや神崎さんと一緒にしないで。頭のできが違うんだから』

　この人たちはなにもしなくてもテストなんて楽勝だけど、凡人は違う。

『仕方ないな。俺が紗和ちゃんに勉強教えてあげるよ』

　クスッと笑みを浮かべて告げる神崎さんにパアッと目を輝かせて聞き返す。

『本当に？　神崎さんって実は優しかったんですね』

　私のコメントを聞いて彼はニヤリとした。

『だって赤点で補講になったら、紗和ちゃん生徒会室に来れなくなるじゃないか』

　ああ、そうよね。神崎さんは損得考えずに動く人じゃなかった。

　生徒会の仕事が終わると、早速彼が勉強を見てくれた。

　兄は『本屋に行きたいから』と言ってさっさと帰ってしまい、他のメンバーも帰宅して、生徒会室には私と神崎さんのふたりだけ。

『……ここは「三乗―三乗」より三次式の因数分解の公式を用いて計算していくと答えはこうなる」

　計算式を詳しく書いていく彼の説明に『うん、うん』頷く。

『さすが神崎さん！　凄くわかりやすい。お兄ちゃんだと結論しか教えてくれないのに。神崎さん先生になれますよ』

　彼を褒めたが、さらりと毒を吐かれた。

『俺は紗和ちゃんのレベルに合わせてるだけ』

　神崎さんの皮肉に『頭悪くてすみませんね』と拗ねたら、彼はにっこり微笑んだ。

『勉強丁寧に教えてあげたご褒美としてマッサージしてくれない？』

『え～、そんなあ』

　あからさまに顔をしかめる私を見て彼はダークな笑みを浮かべた。

『ただで君に勉強教えると思った？』

『……思ってません』

　がっくり肩を落としながら小声で答える。

　その後三十分マッサージをさせられたが、彼の肩があまりにも硬くて驚いた。

『神崎さん、こりすぎ』

『俺って結構苦労人だからね』

『それは違うでしょう？』

『すぐ否定しないでくれない？　なんかショックだな』

　神崎さんが文句を言いながら私の方を振り返る。

　その時、彼の顔が目の前にあって固まった。

『紗和ちゃんは無防備すぎ。男とふたりきりになっちゃいけないよ』

　キラリとその目が光って彼の顔がさらに接近してくる。

　キスされる！

　そう思って思わず目を瞑つぶったら、パッと目が覚めた。

　目の前には誰かの胸板がある。

　え？　ん？　あれ……？

　さっきのは夢？

　高校時代の懐かしい……というか悪い夢を見た。

　キスされるかと思ったら、あの時は確か彼に鼻を軽く噛まれたんだよね。

『こら、目を閉じないの。俺じゃなかったら襲われるよ』

　保護者みたいに注意してきて……って高校時代を振り返ってる場合じゃない！

　この状況……どうなってるの？

　上の方を見ると、総司が目を閉じて寝ている。

　まつ毛は長いし、肌も毛穴がなくて綺麗。

　総司って体毛あんまりないよね。

　まさに眠れる王子さま。

　彼とはじめて会った時はあまりに綺麗な人で驚いた。

　うちの兄も顔だけはいいからカッコいい人には慣れていたはずなんだけど、総司は人外に美しくて現実にいる人とは思えなかった。まあ、計算高くて意地悪な性格だからこっちも遠慮なく物を言えるようになったけど。

　でも、他の女の子は違う。総司の外見に騙されて夢を見て、その本性を知って引くのだ。

　総司にしつこく絡んできたファンの子たちは、彼に『離してくれる？　これから生徒会の集まりがあるんだ』と周囲の空気が凍りそうなほど冷たい目で言われ固まっていた。

　口調は丁寧だったけど、彼の怒りは離れたところでその様子を見ていた私にも伝わってきた。

　おお、怖い。王子さまがお怒りだ。

　総司が付き合う女性は才女で美人。でも、見かけるたびに違う人だったから女たらしのイメージがあったけど、実際は違う。

　その美人さんたちは彼のファン避けに使われていただけ。

　彼は基本的に女を毛嫌いしている。私は親友の妹ってことで例外らしいけど。

　総司のいいオモチャにされてたのよね。こき使われるのが嫌で逃げ回る私を彼がにこやかに捕まえる。顔が王子なだけで、やってることは兄と一緒。

　でも、たまに美味しい物を食べさせてくれた。

『神崎さんの鬼、悪魔、この腹黒男！　私の青春を返せ！　……んん？』

　神崎さんは生徒会の膨大な資料を処理させられ悪態をつく私の目を突然手で塞ぎ、なにかを口に放り込んだ。

　甘くて、口の中で蕩ける。

『……神崎さん、なにこれ？　チョコ？』

　視覚を奪われて食べ物の正体がわからず彼に確認する私。

『有名店のチョコ。紗和ちゃんが毎日頑張ってるご褒美にあげようと思って』

　私から手を放し、極上の笑みを浮かべる彼がその時だけ天使に見えた。

　まあ飴と鞭をうまく使って彼は私を自分の言いなりにさせていたのだけどね。

　その彼が私を好きになるって……。

　昨日の総司の話を聞いても信じられない。

　いや……それだけじゃない。

　彼と愛し合って結婚したことも、彼の子を妊娠していることも全部嘘に思える。

「紗和起きてる？」

　総司が私の顔を覗き込み、ハッと現実に戻った。

　わ～、物思いに耽ふけってる間に彼も起きちゃった。

　このシチュエーションで私どうしたらいいの？

　改めて考えてみると、お互いパジャマを着ているとはいえ身体は密着している。

　できれば寝たふりをして彼が私から離れるのを待ちたいけど、ごまかしがきく相手ではない。

「……はい」

　目を泳がせながら返事をしてこの場を乗り切る作戦を考えるが、彼の顔がすぐ目の前にあってはいい案も浮かばず、あたふたするばかり。

　そんな私の頬に彼が手を添えてきてドキッとした。

「どこか具合悪い？」

「……イイエ、スコブルゲンキデス」

　動揺しまくりでロボットのように返答する私を見て彼がクスッと笑う。

「なに緊張してるの？　なんだかはじめて会った時の紗和みたいだよ。おはよう」

　顔を近付けて当然のようにチュッとキスをする彼。

　朝からキス！

　ホント……どうしちゃったの？

　あのエセ紳士がなんでこんな甘々なの？

　呆気に取られる私に総司は悪戯っぽく微笑む。

「キス物足りなかった？　もっと激しいのが……」

　再びキスしようとしてきたので、慌てて彼の唇に手を当てた。

「もういいです」

「遠慮しなくていいのに」

　ふっと笑って起き上がる総司のキラースマイルに目を見張る。

　心臓がドキドキしてきて身体中の血もカーッと熱くなって、もうなにをしゃべっていいのかわからない。

　はじめて会う人じゃないのになんで？

　今までだったらもっと冷静でいられた。

　なにをカッコつけてるんだとか心の中で突っ込みを入れてたはずなのに、彼に目を奪われる。

「顔洗ってくる。紗和は寝てていいよ」

　私の頬を撫でると、彼はベッドを抜け出し、寝室を出て行った。

「寝てていいって言われたけど、もう起きちゃったし眠れない」

　多分、ぐっすり眠れたからだろう。

　総司と一緒になんて絶対に安眠できないと思っていたのに不思議だ。

「彼がいないうちに着替えよう」

　ベッドを出て寝室の奥にあるクローゼットに向かう。

　扉を開けて自分の服を選ぶが、あることに気付いた。

「私……総司に聞いていないのに……自分の服がどこにあるか知ってた」

　私の身体はちゃんとここに住んでいたことを覚えている。

　交通事故に遭ったとはいえ、なんで何カ月も記憶なくしちゃうかな。

「私のバカ～！」

　自分に苛立って思わず叫んだら、総司が血相を変えて飛び込んできた。

「紗和！」

　彼を見て「あっ」と間抜けな声を出す私。

「どうした？」

「ちょっと……記憶なくした自分が嫌になっちゃって……」

　ハハッと苦笑いしながら言い訳したら、彼は優しく微笑んだ。

「焦らずゆっくりでいいんだよ。例え記憶が戻らなかったとしても、新しく作っていけばいい。悩んじゃダメだ。ってことで、着替えよう」

　総司が私のパジャマのボタンを外しはじめたので慌てた。

「ちょっ……自分でできますよ」

　彼の手を止めようとしたが、そのままボタンを外された。

「そういう問題じゃなくて、怪我の状態を確認したいんだ」

　総司がパジャマを脱がせて私の痣に触れてきたものだから、胸を手で隠して彼に噛み付いた。

「昨夜見たばかりじゃないですか！」

「ひと晩でどれだけよくなったか知りたい」

　にこやかに言い返すが、私の痣を見る彼の目は真剣だ。

「そんなに見られたら身体に穴が開きます」

　もう恥ずかしくて仕方がない。

　仏頂面で抗議する私を総司が宥めた。

「俺を病院の先生だと思えばいい」

「いつからお医者さんごっこが好きになったんですか？」

「そう目くじら立てない。腫れがちょっとは引いたかな」

　私の皮肉を軽く流すと、彼は私の着替えを手伝った。

　自分で服を着たら結構時間がかかったかもしれない。

　手を上げたりすると、身体が痛かった。

　その後また総司が朝食を作ってくれて食べたのだけれど、平日なのにジーンズにライトグレーのカットソーというラフな格好なのが気になった。

「今日って会社ありますよね？」

　朝食の後片付けをしながら尋ねたら、彼はニコッと笑って答える。

「ああ。平日だから普通にあるよ」

「スーツに着替えなくてもいいんですか？」

　私の指摘に彼は穏やかな顔で返した。

「専務や常務に俺の代役を頼んであるから問題ない。しばらくは家で仕事をするよ」

　その返答に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「私のせいですね」

　事故で頭を怪我したこともあって、放っておけないのだろう。

「紗和のせいじゃない。俺がそうしたいだけ。これは俺の我が儘なんだ」

　私が気にしないようにしてくれてる。

「……総司のくせに優しすぎます」

　知らず目頭が熱くなって涙が頬を伝う。

　私ってこんなに涙もろかったっけ。

　そう疑問に思っていたら、総司の顔が急接近して私の涙をその唇で拭った。

「隙だらけだよ。キスしてほしいの？」

　悪戯っぽく微笑む彼にドキッとしつつも、声を荒らげて言い返した。

「そんなわけないでしょう！」

「うん、うん。元気になったね。紗和は余計なことは考えなくていい」

　上目遣いに睨む私を見て、彼は楽しげに目を光らせる。

　あっ、わざと私を怒らせた？

　ホント彼には敵わない。私を熟知してるっていうか、彼の手のひらの上で踊らされてる感じがする。

　私がどういう反応するかちゃんと計算して言ってるのよね。

　ちょっと悔しい気もするけど、これが彼の優しさなのかもしれない。

「……ありがとう」

　小声でボソッと礼の言葉を口にすると、彼は満足げな顔で私の肩にそっと手を置いた。

「紗和はテレビでも観てのんびりしてればいい。俺は書斎にいるから」

「なにか私がやることってないですか？　なにもすることがないと暇というか。結婚してお兄ちゃんの法律事務所辞めたんですよね？　その後私はなにしてました？」

　総司に聞いたら、彼は「姉の仕事をたまに手伝っていたよ。まあ、今日は暇にはならないと思うから」と意味深な発言をする。

　玲奈さんは宝飾デザイナー。

　今みたいになにもすることがないから彼女を手伝っていたのだろう。

　彼女のデザインは素敵で、はじめて会った時にネックレスをいただいた。

「え？　それってどういう意味ですか？」

　彼に聞き返したその時、ピンポーンとインターフォンの音がした。

「あっ、いいタイミングで来た」

　彼がふっと笑みを浮かべ、マンションのドアロックを解除する。

「来たって誰が来たんですか？」

　彼に聞くがはっきりと教えてくれない。

「紗和の暇つぶしの相手」

　誰が来るの？

　首を傾げていると、今度は玄関のチャイムが鳴った。

　総司が玄関に向かうので私もついて行く。

「もったいぶらないで教えてくださいよ」

　催促すると、彼は「直接自分の目で確認したらいい」と私に微笑みながら鍵を外して玄関を開けた。

　現れたのは真っ赤なカシミヤのコートを着た玲奈さん。

　黒髪ショートで耳には自身がデザインしたバラの形のダイヤのピアスをしている。

　モデルのようにスタイルがよくて知的な彼女は、私の憧れの女性だ。

「紗和ちゃん！」

　玲奈さんに抱きしめられたが、勢いが強すぎて顔をしかめたらすかさず総司が彼女を注意した。

「姉さん、もっと力緩めて。紗和は怪我をしてるから」

「あっ、ごめん。紗和ちゃん、痛かった？」

　慌てて抱擁を解く玲奈さんにニコッと微笑んだ。

「大丈夫です。玲奈さんが来てくれて嬉しい」

「総司から連絡もらった時は気が気じゃなかったわ。紗和ちゃんが無事で本当によかった……ってそう言えば、記憶を失ってるのよね？」

　心配そうに私を見る彼女に冗談っぽく返した。

「まあちょっと混乱してますけど、とりあえず生きてます」

「生きててくれなきゃ嫌よ。私の大事な義妹ですもの」

　目に涙を浮かべる彼女の肩をポンと叩いて安心させるように告げた。

「大好きな玲奈さん置いて死にませんよ」

「俺もそんな愛のあるセリフ言われてみたいな。ここで話すのもなんだから、姉さん早く上がれば？」

　横にいた総司がそう言うと、玲奈さんはギロッと彼を睨みつけた。

「言われなくても上がるわよ。私と紗和ちゃんはガールズトークするからあんたは仕事したら？」

　私にはとても優しい彼女だが、総司には冷たい。

　しかし、彼は気にせず柔らかな笑みを浮かべた。

「そうさせてもらう」

　総司が書斎に行くと、私と玲奈さんはリビングでお茶を飲みながら話をした。

「総司と結婚した記憶がないって本当？」

「はい。まったく覚えてなくて。総司のことを『神崎さん』って呼んだら、彼が凄く驚いちゃって……。それで私と総司が結婚してるって言われたんですけど」

　私の話に彼女が突っ込みを入れた。

「あれ？　総司に紗和ちゃんを紹介してもらった時は『総司』って呼んでなかった？」

　あっ、婚約者はふりだったこと玲奈さんは知らないんだよね。

「あの……その……中学とか高校の時は『神崎さん』って呼んでて……記憶がいろいろ混乱してたのかなあ？」

　あたふたしながらごまかす。

「エセ紳士の総司と私が結婚してるって聞いてパニック状態だったので……ああ！」

　余計なことまで言ってしまい青ざめる私。

「エセ紳士ね。まあ当たってる。それにしても、紗和ちゃんが総司の悪口言うのめずらしいわね」

「ここだけの話ですよ。学生の時は彼の小間使いにされてて。兄が私をこき使うから総司も便乗して私にいろいろ命じていたんです。私を生徒会に無理矢理入れて雑用言いつけるし、コンビニでエナジードリンク買ってきてってパシリにしたり……もうドＳだったんですよ」

　ここぞとばかりに彼の愚痴を言うと、玲奈さんは眉間にシワを寄せて怒りを露わにした。

「私の紗和ちゃんをこき使うなんて、総司の奴許せない」

「だから彼が私と愛し合って結婚したっていう実感がないんですよ。でも、彼は今すっごく私に優しくてなんだか別の人と接してるようで」

「あいつね、紗和ちゃんが事故に遭って相当取り乱してたわよ。それに、昔から総司は紗和ちゃんのこと気に入ってたみたい。総司の口から女の子の話を聞いたのって紗和ちゃんだけだったもの。『和真の妹が凄くかわいかった』とか」

　そんな話初耳だ。

「総司がそんなことを言ったんですか？」

　驚く私の目を見て彼女はクスッと笑う。

「そうよ。まだあるわよ。『和真の妹を生徒会に入れたんだ。本人は嫌がってたけど、彼女をストーキングする男子学生がいるから』とか『紗和ちゃんに告ろうとした奴を和真と追い払った』とか」

「……その話もはじめて聞きました」

　言われてみると、生徒会に入ってから私にしつこく絡んでくる男子学生がいなくなった。

　あれって総司と兄が私を守ってくれたってこと？

「あいつ基本自分以外の人間には興味ないけど、紗和ちゃんは昔から特別だったと思うわよ。だからね、総司が『紗和とお付き合いしてる』って紗和ちゃんを連れてきた時、うちの家族はみんな納得したのよ」

　それは親友の妹だから他の女の子たちとは別の扱いになったんじゃないだろうか。

　私の前では腹黒さ全開だったもの。

「うーん、なんだかよくわからないです。結婚した記憶がないから、悪魔な王子のイメージしかなくて」

　戸惑いながらそう返したら、彼女はまたあるエピソードを私に話してくれた。

「それって総司が素を見せてたってことなんだから、やっぱり紗和ちゃんは特別なのよ。『紗和ちゃんへのご褒美』って言って有名店のスイーツ取り寄せたりもしてたわよ」

「確かになにか雑務をやらされた後に美味しいお菓子をもらいました。急に優しくされて、なにかあるんじゃないかって勘ぐっちゃいましたけど」

　これは玲奈さんには言えないけど、総司に急にネクタイで目隠しされて、ケーキを食べさせられたこともあった。

　よくよく考えるとちょっと変なプレイだよね？

　でも、ケーキは滅茶苦茶美味しくて、そのまま総司に食べさせてもらった。

　私……しっかり彼に調教されてたんじゃないだろうか。

「ふふっ。そう考える紗和ちゃんがかわいいわ。その警戒心がまた総司にはツボだったんでしょうね」

「総司のオモチャにされてたんですよ」

　溜め息交じりに言う私を見て玲奈さんはおもしろそうに目を光らせた。

「あいつとしては愛でていたのかもしれないわよ。今日みたいに家で仕事をするのもめずらしいんじゃないかしら。紗和ちゃんのそばにいたいのね」

　彼女の言葉を聞いてまた落ち込む。

「頭を怪我してるから心配なのかと。私のせいで彼に迷惑かけて申し訳なくって」

　彼は大学生の頃から神崎物産に出入りしていて仕事に対しては誰よりも真剣に取り組んでいる。

　その彼の足を引っ張ってしまった自分が許せない。

「紗和ちゃんのことならあいつは迷惑には思わないわよ。それでダメージ受けると思う？」

　彼は完璧人間だもの。爽やかな笑みを浮かべて仕事をするだろう。

「……思いません」

「紗和ちゃんはもっと総司に甘えて、我が儘言えばいいの。あいつもその方が喜ぶと思うわよ」

「はあ、我が儘ですか？　我が儘ってどういうのでしょうね」

　今まで人の我が儘はきいてきたけど、自分が我が儘を言った経験はない。

　だって兄や総司にはスルーされるとわかっていたから、我が儘言う気も起きなかったのよね。それに、私は我が儘ってずっと悪い言葉だと思っていたから。

　すぐに思い浮かばず、玲奈さんに聞いた。

「なんだか紗和ちゃんらしい質問ね。私が紗和ちゃんに惚れちゃうわ。モナコ行きたいとか、温泉行きたいとか、ブランドのバッグ買ってとか、なんでもいいのよ」

「紗和が世界一周したいと言えば、喜んで手配するよ」

　突然総司の声が聞こえたかと思ったら、いつの間にか彼が背後にいて我が物顔で私の身体に手を回してきたものだからドキッとした。

「じゃあ、私とふたりで世界一周行きましょうか？」

　玲奈さんが私を誘うが、総司が渋い顔をする。

「それは許可できないな。そんな長い期間紗和と離れてたら、俺が病気になる」

「はいはい、ご馳走さま。あんた紗和ちゃんいなかったら、寂しい人生だったでしょうね」

　玲奈さんの皮肉に総司は小さく笑いながら頷く。

「自分でもそう思う」

　妻を溺愛している夫そのもの。

　でも、学生時代の計算高いイメージが強くて彼の態度に違和感を覚える。

　私がいなくても、彼は気にせず生きていけるだろう。

　仕事もできるし、彼が望めばどんな女だって手に入るのだ。

　そう考えて胸がズキンと痛くなる。

「仕事は？」

　総司の方を振り返って尋ねると、彼は優しい目で答えた。

「ちょっと飲み物を取りに来たんだ。でも、ふたりの話が聞こえたから」

「今は紗和ちゃんは私のものなんだからもう総司はあっち行きなさい。シッ、シッ！」

　玲奈さんが手で総司を追い払う仕草をしたら、彼は苦笑いした。

「はいはい。邪魔者は退散するよ。ごゆっくり」

　それから玲奈さんと一時間くらい話をして総司を交えてお昼を食べると、彼女は帰っていった。

　結局、妊娠のことは話さなかった。

　妊娠初期というのもあったし、あまり大騒ぎされても困ると思ったのだ。




　その後、玲奈さんがいなくなってすぐに宅配業者がやってきた。

　総司が「タイミングよくきた」と言って箱を開けると、妊娠と出産関係の本が三冊入っていた。

「もう注文したんですか？」

　本を見てビックリする私に彼は当然のように言った。

「妊娠の知識は皆無だからね。早くいろいろ知っておきたいから」

　この人……とっても意外だけど、絶対イクメンになる。

　その時、小さな男の子を総司が肩車する絵面がパッと浮かんできて、なんだか心が温かくなった。

「産婦人科の先生並みの知識を身につけそう」

　彼はさらっと本を見ただけで覚えてしまう素晴らしい頭を持っているのだ。

「それは褒めすぎ。健診は俺も行くからね」

　総司の主張にクスッと笑う。

　なんだか彼がかわいく思えた。

「凄い意気込みですね」

　総司が産婦人科に行ったら注目されるだろうな。

　妊婦さんでも目をハートにして彼を見つめちゃうかも。

　それくらい総司は美形なのだ。

　本人はそのことを自覚しているけれど、人の視線はあまり気にしていない。

　多分小さい頃から女の子の熱い視線を受けて来たから慣れているんだと思う。

「私も勉強しなくちゃ」

　お腹の子を守るために、知らなきゃいけないことがいっぱいあるはず。

　本を読もうとしたら、また別の宅配業者がきて、私の大好きなイチゴとかわいいピンクのバラの花束が届いた。

　なぜか荷物の送り状を見て怪訝な顔をする総司に「どうしたの？　総司が頼んだんでしょう？　違うものでも届いたんですか？」と尋ねたら、彼はふっと微笑した。

「いや。そんなことはない。らしいなって思っただけ」

　謎めいたその言葉にキョトンとしながらも彼に礼を言った。

「私のためにありがとう」

　総司が取り寄せた本を手に取りソファに座ってパラパラと読む。

　そんな私の横で彼はノートパソコンを広げて仕事。

　時折イチゴを食べて休憩して、午後三時になると彼と近所を散歩してあっいう間に夕方になった。

　マンションに戻ると、しばらくして総司の秘書の桐山さんと岸きし本もとさんがやってきた。

　桐山さんは眼鏡男子で髪は黒くサラサラのストレート。長身でいつも身だしなみはきちんとしていて完璧。

　岸本さんは小柄で眼鏡をかけていて、肩まである黒髪をシュシュでひとつに纏めている。パッと見た感じは真面目な風紀委員。

「こんばんは。紗和さんは休んでいなくて大丈夫ですか？」

　いつもにこりともしない桐山さんが私を見て小さく微笑む。

「はい。今日はゆっくり過ごしたので。ご心配おかけしてすみません。総司のスケジュールもいろいろ調整してくださったんですよね？　ありがとうございます」

　私の事故でたくさんの人に迷惑や心配をかけてしまった。

　多忙な総司のスケジュールの調整はさぞかし大変だっただろう。

「それが私の仕事ですから」

　桐山さんはクールに返すが、その目は温かくて心が少し軽くなった。

「桐山、会社でなにか変わったことはなかったか？」

　総司が確認すると、桐山さんは仕事モードの真剣な顔で答え、水色の封筒を差し出す。

「今日は特になにも。社長からフランスの『クハージュ社』との契約書のドラフトを預かってきました」

　桐山さんから水色の封筒を受け取り、総司は中をチラッと見る。

「確認して俺から直接社長に連絡しておく。しばらくは家で仕事をするが、なにかあれば出社するから。役員にはその旨伝えておいてくれ」

　総司の話を聞いて慌てて口を挟んだ。

「ちょっと待って！　私のためなら大丈夫ですよ」

「俺が大丈夫じゃない」

　その揺らぎのない目を見て思わずハッと息を呑んだ。

「家でだって仕事はできる。それに、俺には桐山たちがいる。俺たちが信用できない？」

　総司に問われ、小声で答える。

「そんなこと……ないです」

「その返答ですと自信をなくしますね。私ももっと精進しなければ」

　桐山さんが少し落胆した顔で言うのであたふたしながらフォローした。

「も、申し訳ないって思ったからで、あの……ふたりのことは信用してます！　もう世界征服だってできると信じてます！」

「世界征服ってなんだか俺たち悪役っぽいな」

　私の発言を聞いて総司がククッと笑えば、桐山さんも相好を崩した。

「我々はそういうイメージなんですね。ちょっと悲しくなります」

「あー、ふたりとも突っ込まないで。天下取れるくらい凄いって意味ですから」

　動揺しながら訂正すると、ふたりはおもしろそうにキラリと目を光らせた。

「そのうち天下取るよ」

「私も微力ながらお手伝いします」

　ホント、総司と桐山さんいいコンビだわ。

　ふたりに気を取られていたら、桐山さんの横にいた岸本さんが有名デパートのロゴが入った紙袋を総司に手渡した。

「これ、秘書室からお見舞いです」

「ありがとう」

　総司が柔らかな笑みを浮かべて礼を言うと、彼女の頬が微かに赤くなった。彼の笑顔は秘書までときめかせてしまうらしい。

　まあ驚きはしない。総司は美形だもの。

　ずっと岸本さんを見ていたら、彼女が私の視線に気付いて目が合った。

　嫌悪感を示すようにスーッと目を細める彼女。

　変に思われちゃったかな？

　彼女はちょっと苦手だ。話しかけてもちっとも笑ってくれない。

　でも、一度だけ笑ったところを見たような……。

　どこでだっけ？

　思い出そうとすると、急に気分が悪くなって耳鳴りがした。

　笑顔を作って我慢していたが、もう立っているのもつらいと思った時、桐山さんと岸本さんが「お大事に」と言って去っていった。

「夕飯なににしようか？」

　そう私に尋ねる彼とリビングに戻ろうとしたら、平衡感覚を失って身体がぐらついた。床が目の前に迫ってくる。

　危ないと思いつつも体勢を立て直せず、無意識にお腹に手を当てた。

　そのまま床に倒れ込むと思ってギュッと目を瞑ったのだけれど、「紗和！」と総司が叫んで……。

　気付いたら彼を下敷きにして倒れていた。

「紗和、大丈夫か？」

　心配そうに私を見つめる総司。

　霞んで見えた彼の顔が何度か瞬きすると次第にはっきりしてくる。

　ああ、彼がかばってくれたのか。

　我慢したのがよくなかった。まさか倒れるなんて……。

　周囲に紙袋とリンゴが何個か転がっている。

　多分私を助けるために総司が岸本さんにもらった紙袋を落としたのだ。

「ご、ごめんなさい。立ちくらみがしちゃって。重いですよね。す、すぐに退きます」

　総司から離れようとするも、彼がギュッと私を抱きしめてきて心臓がトクンと高鳴った。

「全然重くない。急に動かなくていいよ。しばらくこのままでいて」

　フーッと安堵したように息を吐く彼。

　咄嗟に彼が守ってくれなければ、顔面を打っていたかもしれない。

「痛くないですか？」

　総司が気になって尋ねると、彼は私を安心させるように微笑んだ。

「全然。紗和は？」

「大丈夫です。総司が守ってくれたから」

　心配をかけたくなくてそう答えたが、彼は私の額の汗を手で拭った。

「立ちくらみがしたって気分が悪いの？　ちょっと汗かいてるよ」

「まだ本調子じゃないだけです。大騒ぎしてお医者さん呼ばないでくださいね」

　岸本さんのことを考えていたら急に気持ち悪くなったとは言えなかった。

　だって彼女は総司の大事な部下だ。

　私からそんな話を聞けば、いい気持ちはしないだろう。

　ニコッとする私を彼は愛おしげに見つめた。

「よかった。本当に……」

　総司が私の頭を引き寄せて口付ける。

　その優しいキスに胸がジーンとした。

　この唇の感触も、彼の温もりも私はよく知っている。

　それに、総司に抱きしめられるととても心地いい。

　さっきまで凄く気分が悪かったのにどうしてだろう。

　まるで彼が私に魔法でもかけたかのようだ。

　彼の腕の中が一番安心できる場所。そんな気がする。

　私……本当に彼と愛し合って結婚したのかも。

　はじめてそう実感した。










彼女と思い出を作っていく




「気分はどう？　気持ち悪くない？」

　高速で車を運転しながら助手席にいる紗和に確認する。

　三日前に玄関で彼女が急に貧血を起こした時はかなり焦った。

　彼女はまだ本調子ではないからと言い訳したが、それだけではない気がした。

　紗和が秘書の岸本を見て気分が悪くなったように感じたのだ。

　ふたりは特に言葉を交わしてはいないから、俺の気のせいかもしれない。

　その後、紗和がだいぶ落ち着いたのでホッと胸を撫で下ろした。

　数日注意して様子を見たが、それ以来彼女は貧血を起こしていない。体調の方もだいぶよくなったので、週末の昼下がりに気分転換にドライブに出掛けた。

　妊娠初期だし安静にしているべきなのだろうが、ずっと家にいては彼女もストレスが溜まる。

「すこぶる元気です。ドライブっていいですね。なんだか楽しい」

　屈託のない笑顔を見せる彼女がかわいい。

「よかった。事故に遭う前もよくドライブしたんだ。でも、急に具合悪くなる可能性もあるから、体調に異変を感じたら無理せず教えて」

　俺の言葉に彼女は笑顔で頷く。

「はい」

「あと寒かったら言って」

　紗和の身体を気にしてそう付け加えたら、彼女は苦笑いしながら俺を注意した。

「大丈夫ですよ。心配しすぎです。膝掛けも持ってきたし、この車のシートもヒーターついててあったかいし」

　心配しすぎ……か。

　確かにそうかもしれないが、紗和が事故に遭った時のことを思い出すたびに不安になるのだ。彼女がいなくなったら俺はきっと気がおかしくなるか、心をなくしてしまうに違いない。

「ごめん。ちょっと神経質になりすぎてたかもしれないな」

　俺が謝ると、彼女はおもしろそうにクスッと笑った。

「そういう心配性な総司が新鮮ではありますよ。学生時代は腹黒王子だったじゃないですか？」

　彼女のこういう率直にものを言うところが好きだ。

「そっちのバージョンがよければいつでも戻るよ。紗和を弄いじるの楽しいからね」

　ニヤリとしてそう告げると、紗和がやり返した。

「うわー、ドＳ発言出ました。学校でもダークな部分をみんなに見せつければよかったのに。そしたらファンの女の子にキャアキャア騒がれることもなかったのでは？　あっ、でも総司は顔がいいから意味ないか」

　周りの女は俺の顔だけ見て勝手な幻想を抱く。

「ダークなのは和真の担当だったし、俺は昔から優しい優等生を演じてたからそれに慣れちゃったんだよね。自分の顔はいつも変えたいって思ってたよ。中学一年の時は『女みたい』って男子にからかわれたこともあったから」

　それが許せなくて腕っぷしが強くなったのかもしれない。

　みんな俺は虫も殺さぬ人間だと思っているが、喧嘩で負けたことはない。

　俺が強いっていう噂も広がって、からかってくる男子はいなくなった。

「え～、そんな国宝級の顔を変えたいってなに贅沢なこと言ってるんですか！　私、総司の顔好きなのに」

　不意に飛び出してきた彼女の発言に驚く。

「それは初耳。俺の顔好きなんだ？」

「学生時代、すぐ近くで見てドキッとしたことが何回かありましたよ」

　ちょっと照れながら告白する紗和の言葉を聞いて自然と頬が緩む。

「そういう話、もっと聞きたいな。女の子の告白って迷惑でしかなかったから全部断っていたけど、もし紗和に告白されていたら受けていたかもしれない」

　俺の発言を聞いて彼女は不思議そうに尋ねた。

「どうしてですか？　私がお兄ちゃんの妹だから？」

「違う。紗和と一緒にいるのが楽しかったからだよ」

　学生時代を思い浮かべながら言うが、彼女は物言いをつけてきた。

「それ、私への餌づけが楽しかったんじゃあ？　私、総司のペット兼小間使いでしたよね？」

「紗和だけだから安心して」

　否定はせずニコッとそんなセリフを言うと、彼女はムスッとした。

「それ聞いても全然嬉しくないです」

「今思うと、学生時代から紗和のことは気になっていたのかも。好きな子に意地悪する男子っているじゃないか」

　彼女がそばにいるとからかわずにはいられなかった。

　それは彼女に関心があったから。

「それ小学生ですよ」

　少し刺々しい口調で返す彼女の言葉に小さく頷いた。

「そうだね。俺ってまともな恋愛をしてこなかったから、恋に関してはお子さまだったんだと思う」

「私を小間使いにする理由にしないでください。お兄ちゃんや総司のお陰でずっと独身がいいって思ってたんですから」

　俺的には紗和がずっと独身だったのは幸運だった。

　彼女が結婚していたら、俺は誰とも結婚せず、人を愛することもなく一生孤独でいただろう。

「ごめん。でも、俺と結婚したんだし、最後はうまく収まってよかったじゃないか」

　俺の言葉に相槌を打ったかと思ったら、急に彼女はハッとした様子で反論した。

「そうですね……って違います！　もっと優しくしてくれたら……あれ？」

　俺にもっと文句を言うのかと思ったら、彼女の勢いが止まった。

「優しくしたらなに？」

　穏やかに促すが、彼女はハハッと苦笑いする。

「あの……自分で言ってて段々わからなくなりました」

　多分紗和は俺が優しくしたら、俺のことを好きになったかもしれないって言いたかったんじゃないだろうか。

「大事なのは今こうしてふたりでいるってことなんじゃないかな。それともまだ俺と離れてひとりでいたい？」

　こんな質問をする俺ってつくづく意地悪だと思う。

　彼女が答えにくいのもわかっていたし、どう答えるかもわかっていたから。

　数日一緒に過ごして紗和はだいぶ俺のことを受け入れるようになった。

「今は……一緒にいる方がいいって思います。いえ……一緒にいたいって」

　歯切れが悪いが、その返答を聞いて嬉しくなる。

「またうちを出てホテルに行きたいって言ったらどうしようかと焦ったよ」

　予想通りの答えだったがそれでも不安はあった。

「全然焦ってるように見えませんよ」

　紗和が厳しい声で指摘してきたので、茶目っ気たっぷりに返した。

「いや凄ーく焦ってる」

「嘘です。全然焦ってない」

　すかさず彼女の突っ込みが入ってクスクス笑う。

　そんなくだらないやり取りが楽しい。そして気付く。

　彼女と過ごす時間がなによりも幸せなんだって。

　群ぐん馬まのとあるインターで降り、途中カフェでゆっくり休憩してそれからさらに三十分ほど車を走らせると、山奥にある神社に着いた。

　東とう京きょうは雪がないがこの辺りは三十センチほど積もっていて、絵に描いたような雪景色で見ていて心が和む。

　時刻は午後四時半すぎ。

　冬だから日が沈むのが早く、もう空が夕焼け色に染まっている。あとしばらくしたら日が落ちて暗くなりそうだ。

　夜はライトアップされるせいか、神社の駐車場に数台車が停められている。

「ここって？」

　シートベルトを外しながら周囲を見回す彼女に優しく微笑んだ。

「安産で有名な神社。ちょっと散歩するのにいいかと思ってね。マフラーと手袋は忘れずに」

「はい」

　紗和が俺の目を見て返事をすると、しっかり防寒対策をして車を降りた。

　気温が一度とあって吐く息が白い。

「寒くない？」

　紗和が心配で確認したら、彼女は俺を安心させるように笑った。

「大丈夫ですよ。風は吹いてないし、今は雪も降ってないから」

　具合が悪くなればすぐ車に戻れるから大丈夫だろう。

　目の前には大きな赤い鳥居が見える。

「じゃあ、行こうか」

　紗和の手を繋いで歩き出したら、彼女が戸惑った顔をした。

「どうしたの？」

　立ち止まって尋ねると、彼女は「ちょっと恥ずかしくて」とハニカミながら答える。

　手を繋いだだけなのにな。

　そう言えば、婚約者役を頼んで手を繋いだ時も、『え？　ちょっ……それ必要ですか？』ってかなり動揺しながら抗議してたっけ。

「もっと恥ずかしいこといっぱいしてるのにな」

　キスのことを仄ほのめかしたら、彼女はほんのり顔を赤く染めて怒った。

「もう！　誰かに聞かれたらどうするんですか！」

「聞かれてないから大丈夫だよ」

　宥めるように言って再び彼女の手を引いて歩き出す。

　赤い鳥居を通り抜けると日が沈んで、代わりにライトアップの灯りが周囲を照らしはじめた。本殿まで杉並木が続いていて木に何百もの灯りが灯されている。

「わあ、幻想的で綺麗」

　ライトアップを見て思わず感嘆の声をあげる彼女。

「この灯り、木魂こだまに見立てているらしいよ」

　俺がそう説明すると、彼女は納得した様子で相槌を打った。

「木魂……。あっ、なるほど、確かに灯りが魂に見える。なんだか夢の中にいるような不思議な感じがします」

　もう少し奥に進むと、樹齢千五百年とも言われる大きな杉の木が現れた。

　幹周りは十メートル、樹高は二十五メートルあってかなりの迫力。

「これが御ご神しん木ぼくの『精霊の家』」

　木の前に立ち止まってそう教えると、紗和は少し緊張した面持ちで木を見上げた。

「神様が宿ってそう。これだけ大きな木なら、トム・ソーヤに出てくるツリーハウスが簡単に作れるかも」

　紗和が子供のように目を輝かせて言うのでククッと笑ってしまった。

「かわいい想像するね。久々にトム・ソーヤって聞いた気がする」

「これからは昔話とか童謡に頻繁に触れるようになりますよ。赤ちゃんに必要でしょう？」

　お腹に触れながら俺に問いかける彼女の目を見て微笑んだ。

「確かに。今夜からお腹の赤ちゃんに読み聞かせ始める？　あっ、でもうちに絵本がないな」

　生まれてくる子供のことを考えるのは楽しい。

「ノリノリですね」

　おもしろそうに笑う彼女のお腹に俺もそっと触れた。

「だって紗和と俺の子供だから。この木の周りを一周して最後に木に触れながらお祈りすると、なんでも願いを叶えてくれるらしい」

「それはぜひやって帰らないと」

　フフッと笑って彼女がさっそく木の周りを一周しようとしたが、足が滑って前に倒れそうになった。

「キャッ！」

　慌てて彼女を支え、注意する。

「雪で滑るから気をつけて」

「ごめんなさい。総司がいなかったら雪にダイブしてたかも」

　本人も転ぶと思ってなかったのかちょっと驚いた顔をしているので、あまりクドクド言わないでおいた。

「木は逃げないよ」

「そうですね。ついはしゃいじゃって。あの……腕掴んでいいですか？　また転ぶといけないから」

　遠慮がちに尋ねる彼女にゆっくりと微笑んだ。

「もちろん。俺は紗和のものだから好きにしていいよ」

「他の人が聞いたら誤解を招くのでやめてください」

　スーッと目を細めて怒るが、紗和は俺の腕に手を巻きつけてきた。

　手を繋ぐよりも密着するから安定していいかもしれない。

「じゃあ一歩ずつゆっくり」

　彼女に声をかけると、御神木の木を一周して幹に手を当て目を閉じて祈った。

　紗和が健康でありますように。

　それと……赤ちゃんが無事に生まれてきますように。

　今まで神なんて信じなかったが、紗和の事故のことがあって祈らずにはいられなかった。彼女とお腹の子が無事ならなんだってする。

　目を開けると、紗和がまじまじと俺を見ていた。

「そんなに長くなにを祈ってたんですか？」

「世界征服」

　ニヤリとしてそんな冗談を口にしたら、彼女が真顔で返した。

「お兄ちゃんと桐山さんがいれば、祈らなくても実現するのでは？」

「俺って本当に紗和の中では極悪人のイメージなんだね。ショックだなあ」

　フフッと笑って本殿の方に向かうと、何人か参拝客とすれ違った。

「やっぱり安産の神社だからカップル多いですね」

　紗和がなにげなくそんなことを言うものだから笑って指摘した。

「忘れているようだから言うけど、俺たちもカップルだよ」

「あっ！　そうでした」

　俺の言葉を聞いてちょっと気まずそうな顔をする彼女。

　まだまだ俺と結婚してる実感がないんだろうな。

　その後本殿にお参りすると、紗和のお腹がぐうっと鳴った。

「もうそろそろ夕飯の時間だし、腹も減るよね」

　紗和を気遣ってそう言うと、彼女はほんのり顔を赤く染めた。

「……やっぱり聞こえてました？」

「うん、しっかり」

　悪戯っぽく目を光らせて認めたら、彼女に「そこはなんのこと？って聞こえないふりしてくださいよ！」と怒られた。

「夫婦なのにそれやってもね。なに食べたい？　ここ山だから高級料理ってわけにはいかないけど」

「熱々のラーメンが食べたいです。醤油味」

　食欲があるのはいいことだ。

「了解。ここに来る途中、ラーメン屋が一軒あったな」

　笑顔で返事をすると、車に戻ってラーメン屋に向かった。

　ラーメン屋には大きな赤い看板があってすぐに見つけることができた。

　カウンター席とテーブル席があって、俺たちはテーブル席に座った。

　店員を呼んで醤油ラーメンをふたつ頼むと、紗和のスマホがブルブルと鳴った。

「誰だろ？」

　紗和がバッグからスマホを取り出して確認する。

「あっ、美み希き先輩からメッセージ」

　美希先輩というのは俺たちと一緒に生徒会役員をしていた園その田だ美希のことで、俺のひとつ下の後輩。ふたりは仲がよくて、俺たちが結婚してからも頻繁に会って食事をしていた。

「園田さん、なんて？」

「事故のこと高たか橋はし先輩に聞いたみたいで、大丈夫かって」

　高橋先輩こと高橋亮りょう太たも同じ生徒会役員をしていたひとつ下の後輩で、神崎物産に勤めている。

　コミュニケーション能力に長けていて頭もキレるので、俺がうちの会社にスカウトしたのだ。

「体調が落ち着いたらまた食事でもして安心させてあげたら？」

「そうですね。えー、怪我はたいしたことなくて退院して、今は家でゆっくりしています」

　紗和が口で言いながら返事を打ち込む。

　彼女の口から『家』というワードが出てきたのでちょっとホッとした。

　ラーメンが運ばれてきてふたりでいただきますをして食べ始める。

　だが、不意に紗和が顔を上げてジッと俺を見た。

「なに？　どうしたの？」

「総司がラーメン食べるのはじめて見た」

　物めずらしそうに彼女が俺を見るので箸を止めた。

「学生時代は和真と結構食べに行ったよ」

　俺も和真もバスケ部だったから部活帰りによく食べに行った。

「すっごく意外。総司って高級店しか行かないのかと思った」

　彼女の話を聞いて苦笑いする。

「紗和とファストフード店やファミレスに行ったこともあるじゃないか」

「言われてみれば、生徒会の帰りに寄って総司がいつも奢ってくれたんですよね。ファミレスでホットケーキ食べるのが密かな楽しみになってて……って、私やっぱり餌づけされてる」

　じっとりと上目遣いに俺を見る彼女にニコッと笑ってみせた。

「紗和は美味しそうに食べるからね。見ていて楽しかったよ」

　それからラーメンを食べ終わると、再び車に乗り、家に向かって車を走らせた。

　助手席に座っていた紗和がうとうとしはじめたので声をかける。

「シート倒したら？　着いたら起こすよ」

「……うん。そうする」

　彼女は眠そうな顔で返事をし、シートを倒して寝始める。

　だが、そのままでは寒いと思い、一度車を停めて、彼女に膝掛けをかけた。

　眠っているその顔は、二十歳くらいに見える。

　今日みたいに彼女と一緒に思い出をたくさん作っていこう。

「おやすみ」

　紗和の頬を優しく撫でると、顔を近付けて彼女にそっと口付けた。










ただいま




「この病院新しくて綺麗ですね」

　辺りを見回しながら隣に座る総司に病院の印象を口にすると、彼は私の目を見て頬を緩めた。

「俺の親友が副院長をやってる病院なんだ。隣には系列の総合病院があって、出産の時になにかあっても安心だから」

　群馬の神社をお参りした数日後、私と総司は都内にある産婦人科病院にいた。

　私は最初に受診した病院にそのまま通ってもよかったのだけれど、総司がこの病院だと二十四時間対応してくれるなどいろいろと融通が利くというので転院することになったのだ。

　高級感に溢れているし、きっとセレブが通院しているに違いない。多分費用も通常の病院と違って高いのだろう。

　私と総司がいる待合室は個室で、他の妊婦さんと顔を合わせずに受診できる。

　今日は診察を受けやすい裏起毛のブラウンのワンピースを着てきた。

　総司の方は黒のデニムに白いニットと見るからにラフな格好。

「総司の友達って凄いメンツがいそうですね。ちょっとした社交倶楽部じゃないですか。今日私を診てくれるのは副院長先生ですか？」

　いくらお医者さんとはいえ、総司のお友達に経けい膣ちつエコーとかされるのは恥ずかしい。

　彼に確認したら、笑顔で否定された。

「いや、この病院一番の女医さんみたいだよ」

「あっ、女の先生なんですね。ちょっと安心」

　つい本音が口から漏れると、総司がクスッと笑った。

「友人に紗和の身体は触らせないよ。嫉妬でおかしくなりそうだからね」

「総司の口から『嫉妬』って言葉が出てくるなんて、明日は雪降るかも。基本他人には無関心なのに」

「言うね。まあ、他人は気にしないけど、紗和は俺の奥さんだから」

　彼とそんなたわいもない話をしていたら、コンコンとドアをノックする音がして「神崎さん、お入りください。ご主人の方は後でお声がけします」とピンクの制服を着た看護師に声をかけられた。

「はい」と条件反射で返事をして椅子から立ち上がった自分に驚く。

　結婚した記憶はないのに、身体はちゃんと神崎という名前に反応している。

　総司も同じことを思ったようで温かい目で微笑んでいた。

「それじゃあ、行ってきます」

　私も彼に微笑み返して看護師さんと共に診察室に入ったら、四十代くらいの女医がいた。いくつか問診をされて、血液や血圧の検査などをされると、いよいよ内診台でのエコー。

　婦人科検診で経験があるけど、この内診台が苦手だ。

　得意な人なんていないかもしれない。

　緊張した面持ちで内診台に座ると、いつものように「力抜いてください」と先生に言われた。だけど、どうしても身体が固くなってしまう。

　あー、早く終わってほしい。

　せめてもの救いは女医さんだってこと。

　事故のこともあったからお腹の子がちゃんと育っているか心配だったけど、先生はにこやかに告げた。

「心拍もちゃんとありますし、順調ですよ」

　その言葉を聞いてホッとした。

　妊娠初期は流産の可能性も高いからちょっと不安があったのだ。

　なにぶんはじめてのことだからわからないことも多い。

　その後、総司を交えて先生の話を聞くが、彼も赤ちゃんが順調に育っていることを聞いて安堵していた。

「今のところ悪阻は軽いんですが、つらい時は食べたいものを食べて大丈夫でしょうか？」

　総司の質問に、先生はてきぱきした様子で答えた。

「ええ。だけど生ものは避けてね。あまりにも症状がひどい場合は病院に来てください。点滴を打ちますから」

「わかりました」

　彼が返事をすると、先生は付け加えた。

「妊娠中は甘いものは食べすぎないように。コーヒーとかも一日一、二杯ならいいでしょう」

　カフェインは絶対にダメとか言われるかと思ったけど、そうでもないらしい。

　リラックスするためなら少しはいいということか。

　その他にも総司は旅行、貧血、運動など細かなことを聞いていた。

　私よりも熱心に先生に質問していた彼。

　総司は絶対に子煩悩な父親になるよ。

　学生時代の彼からは想像はつかないけど、今もまだ私の入浴に付き添うしマメな人だ。普通は面倒になってやめる。

　そんな総司を見ていたら、彼の優しさを知って結婚したんじゃないかって思うようになった。

　玲奈さんの話を聞いたせいもあるけど、学生時代のことを思い出してみると、意地悪もたくさんされたけど、彼に助けてもらったことも何度もあった。

　結婚した記憶が戻らなくても、一緒にいるんだもの。

　彼と思い出をいっぱい作ればいいんだ。

　その後、銀ぎん座ざのブランド店や百貨店で買い物をするが、妊娠しているせいかベビーグッズがやたらと目に飛び込んでくる。

　独身時代は素通りしてたのにね。

　ベビー服売り場をジーッと見つめる私を見て、総司が柔らかな笑みを浮かべた。

「ちょっと見ていく？」

「はい」

　小さく笑って頷いて、彼と色とりどりのベビー服を見て回る。

「わあ、このロンパースかわいい！」

　有名ブランドの定番模様が入ったベビー服を見てはしゃぐ私。

「生地も柔らかくていいね」

　ロンパースに触れてそんなコメントをする総司の言葉に深く頷く。

　確かに赤ちゃんが着るものだからデザインよりも着心地の方が重要よね。

　そんな考えに納得しながらも、やはり見た目のかわいさに目がいってしまう。

「この靴下小さーい。それにミトンもこんなに小さい」

　改めて赤ちゃんって小さいんだなって思う。

「この真っ白なおくるみも素敵！」

　自分たちの赤ちゃんが退院する時にこのおくるみに包まれていたら……そんな想像して頬を緩めた。

「今にも買いそうな顔してるな」

　妄想中の私を見て彼がクスッと笑う。

「さすがに今は買いませんけど、お店の中のもの全部欲しい。あー、でもベビー服って高いですよね」

　値札に一万二千円と書いてあって思わず引く私だったが、彼はなに食わぬ顔で言った。

「値段的なことはわからないけど、いいものならいくらだってお金を払うよ。大事な子供のためだからね」

　そうだ。この人はセレブだった。

　彼の発言を聞いてハハッと乾いた笑いを浮かべる。

　私は根っからの庶民だから、いいものでも値段が高ければ諦めるよ。

　でも、総司がいいと言うなら、値段に関係なく素敵なベビー服が買える。

「あー、この帽子もいいし、この星型アフガンもとってもかわいい～！　赤ちゃんがこんなの着たら、もう何百枚も写真撮っちゃう」

　いろんなベビー服を目にして興奮する私に総司が父親目線で呟いた。

「そう考えるとカメラが必要だな。一眼レフ買おうかな。あとビデオも必要か」

　そんな流れでカメラ売り場に立ち寄ったりしていたら、あっという間に夕方になった。

「そろそろ時間だ」

　総司が腕時計を見てそう言うと、同じ銀座にある有名すき焼き店に歩いて向かった。

　今日はこの店で総司のおじいさまたちと食事をするのだ。

「すき焼き大丈夫そう？」

　店に着くと、私の体調を気にして総司が尋ねた。

「はい。今日はたくさん食べられそうです。想像していたより悪阻は軽いかも」

　もうバクバク食べるつもりでいたのだけれど、彼に釘を刺された。

「でも、食べすぎに注意しないとね」

「そうですね」

　ハハッと苦笑いして店の中に入ると、奥にあるお座敷に案内された。

　十畳くらいの和室で、奥の席に総司のおじいさまとお父さまが座っている。

　日中用事があったのか、土曜なのにふたりともスーツ姿。

　おじいさまは神崎物産の会長。七十代で白髪だが、姿勢がピンとしていて若々しい。

　経団連の元会長で財界の重鎮。天上人のような人なのだけれど、私に凄く優しくしてくれる。

　お父さまが社長なのだが、いつも穏やかな顔をしていて、なにがあっても動じない雰囲気がある。五十代で髪は黒く、背格好など総司とよく似ていてハンサムだ。

「お待たせしましたか？」

　ふたりにそう声をかけると、おじいさまがにこやかに返した。

「いや、わしらも今来たところだ。紗和ちゃんが事故と聞いた時は目の前が真っ暗になったが、元気そうでよかった」

「ご心配おかけしてすみません」

　私が謝ると今度はお父さまが優しい目で私に聞いた。

「怪我の方は大丈夫なのかい？」

「痣がまだ残ってますけど、痛みはだいぶなくなりました」

　私の説明におじいさまとお父さまが口を揃えて相槌を打った。

「そうか。まあ、座りなさい」

「はい」と明るく返事をして総司と一緒にふたりの前に座る。

　私はおじいさまの前で、総司がお父さまの前。

　おじいさまが気を利かせて私のコップにビールを注ごうとしたが、すかさず総司が断った。

「ダメですよ。紗和は病院を退院したばかりです」

「あー、すまん、すまん。ついな」

　申し訳なさそうに謝るおじいさまに小さく微笑みながら礼を言った。

「お気持ちだけいただいておきますね。ありがとうございます」

「すまんな。飲めない代わりにたくさん食べなさい」

　おじいさまは本当の孫のように私をかわいがってくれる。

『はい』と返事をしようとしたら、総司が厳しい顔でおじいさまにチクリと言う。

「おじいさんが言うと強制になるのでやめてくださいね」

　身内にも彼は容赦ない。財界の重鎮であるおじいさまにも遠慮なく物申す。

　つくづく総司って凄い人だと思った。

　それからすぐに肉や野菜が運ばれてきた。

「わあ、美味しそうなお肉」

　肉が大好きな私は目を輝かせた。

　きっと百グラム数千円するんだろうな。

　家が普通のサラリーマン家庭だったせいか、牛肉を買うのは躊躇する。特に黒毛和牛は高くて値段を見て諦めて、ひとり暮らしをしていた時はいつも豚肉を食べていた。

　おじいさまは店の人を下がらせると、子供のように悪戯っぽく目を光らせる。

「わしはここの神戸牛が好きでな。紗和ちゃんにも食べてもらいたかったんじゃ。紗和ちゃんも気に入ったなら、店を買収しようかのう」

「おじいさまが言うと冗談に聞こえません。そんなこと言ってはダメですよ」

　クスッと笑って返したら、おじいさまは嬉しそうに声をあげて笑った。

「さすがは総司の嫁じゃあ。わしをちゃんと窘たしなめてくれる。総司、紗和ちゃんを大事にしろよ」

　おじいさまの言葉に総司はにこやかに返事をした。

「ええ」

　そんなやり取りを見てお父さまがふっと微笑する。

「おじいさんもご機嫌だ。やはり美人が一緒だと場が和むな」

「そんなこと。玲奈さんは美人ですけど、私は違います」

　私が手を左右に振って否定したら、おじいさまが悩ましげに呟いた。

「玲奈は器量はいいが、性格がなあ」

「私には優しいですよ」

　玲奈さんをフォローすると、総司が柔らかな笑みを浮かべて私に言った。

「それは紗和限定だよ。うちの男性陣には横柄な態度取るから」

「落ち着いたらまた会社にも遊びに来てほしいな。取引先の社長に紗和ちゃんを自慢したいんじゃ」

「私じゃ自慢になりませんよ」

「いやいや、紗和ちゃんのように美人で優しい子はなかなかおらん。総司と紗和ちゃんの子はさぞかし美形じゃろうな」

　おじいさまの言葉に私と総司は目を合わせて微笑んだ。

　今ここで赤ちゃんができたことを報告できないのが残念だった。

　でも、安定期に入るまでは総司と相談して身内にも内緒にしておこうと決めたのだ。

「今年結婚したばかりです。気が早いですよ」

　総司が澄まし顔で注意したら、おじいさまはしゅんとなった。

「うっ……すまん」

「まあまあおじいさま、私の退院祝いなんですから楽しく食べましょう」

　明るく笑って慰めると、おじいさまは私を見て涙ぐんだ。

「紗和ちゃんが総司の嫁でわしは嬉しい。こやつは冷たい奴だったが、紗和ちゃんと結婚して人間らしくなった」

　おじいさまの発言を聞いて総司が苦笑いする。

「ひどい言われようですね」

「昔から総司の話題に出てくる女の子の名前は紗和ちゃんだけでね。和真くんみたいな妹が欲しいって小学生の頃はいつも言ってたなあ。玲奈とトレードしたいとも言ってたっけ？」

　お父さまの話を聞いて総司が少し首を傾げる。

「そんなこと言ったかな？　全然記憶にない」

「それだけ紗和ちゃんがかわいかったってことじゃないかな」

　温かい目で微笑むお父さまの言葉に総司は同意した。

「それは否定しない」

「総司が紗和ちゃんのことをとても楽しそうに話すのを見て、いつか紗和ちゃんと結婚するんじゃないかと思っていたんだ。うちにお嫁に来てくれて嬉しいよ」

　お父さまも私に感謝の言葉を口にするものだから胸にジーンと来た。

「私も実の娘や孫のようにかわいがっていただいて嬉しいです。神崎家に嫁いでよかったです」

　神崎家の人は皆私に優しくしてくれる。いや、優しいを超えて家族の一員として愛してくれる。

　だから、一緒にいると心がほっこりして、とても居心地がいい。

　みんなで食事を堪能した後、店の前でおじいさまたちと別れ、タクシーに乗って帰宅した。

「今日は楽しかったあ」

　靴を脱いで玄関を上がり、そんな感想を口にする私の肩に総司がポンと手を置いた。

「じいさんたちも紗和が元気で安心したと思うよ」

　私が病院に運ばれた時、お父さまも駆けつけてくれたらしい。

　いろんな人に心配をかけちゃった。

　ホント、私はどうして交通事故になんか遭ったのだろう。

　妊娠がわかって相当浮かれてたのかな。

　そう考えると、ひとりで外出するのが少し怖くなった。

　ここ数日頭痛はないけど、またいつなるとも限らない。

　でも……私がひとりで外出すると言っても総司が許可しないかも。私が退院してからはずっと家で仕事をしているから。

「今日は疲れただろう。早くお風呂に入って寝よう」

　総司の声でハッと我に返る。

「そうですね」

　あー、今日も身体を見られるのかあ。

　何回お風呂に入ってもこれは慣れない。

　私の怪我のチェックというのは理解しているけれど恥ずかしいのだ。

　赤ちゃんができる行為をしておいて言うセリフじゃないけど、愛し合った記憶がないのだから仕方がない。

　コートを寝室に置いて、総司と一緒にバスルームに行く。

「じゃあ、後ろ向いて」

　言う通りにすると、彼が私のワンピースのジッパーに手をかけた。

　彼の手が首に触れてビクッとする。

「手冷たかった？」

　総司の質問に「ちょっとだけ」と小声で返したが、きっと私が緊張していることに気付いているに違いない。

「お風呂であったまれるよ」

　ふっと彼が笑って一気にジッパーが下され、ワンピースが足元に落ちた。

　今の私はブラ付きキャミソール姿。

　だがそのキャミソールも彼によって脱がされ、身につけているのは黒のパンティのみ。

　背中に総司の視線を強く感じたと思ったら、彼の手が肌に触れてきて……。

「どう？　痛い？」

「……ううん」

　心臓がバクバクしてそう答えるのがやっとだった。

「今度は前向いて」

　彼の声で渋々前を向くと、ギュッと目を閉じた。

　とてもじゃないけど目を開けて彼の視線を受け止められない。

「うん、少し痣が小さくなった気がする」

　彼の言葉を聞いて小声で抗議した。

「毎日見なくてもいいのに」

「ちょっとした変化を見逃したくないんだ。もういいよ」

　その声を聞いてフーッと息を吐くも、彼がバスルームを出ていく気配がない。

「まだなにか？」

　目を開けて問うと、「今日から俺も入るから」と総司が上着を脱ぎ始めて、思わず声を上げた。

「え!?」

「効率がいいし、夫婦のスキンシップも増やせる」

　スキンシップってなにをするつもり？

「え？　え？　え？　聞いてませんよ？」

　パニックになってあたふたする私。

「そんないちいち予告なんかしない。いつまでもそんな格好で脱衣所にいたら風邪引く。最後の一枚も俺が脱がそうか？」

　彼がニヤリとしたので首が千切れそうなほど左右に振って断った。

「結構です」

「それじゃあ、俺が脱ぐ間にどうぞ。じゃないと俺が脱がすよ」

　総司が楽しげに宣言するので、彼がデニムに手をかけた隙に下着を脱いで先にシャワーを浴びる。

　だが、身体を洗っている時にバスタオルを忘れたことに気付いた。

「あっ……」

　どうしよう～。

　タオルがないととてもじゃないけど、彼と一緒にお風呂なんて無理だ。

　でも今脱衣所に戻ったら確実に裸を見られる。

　ああ、どうすればいいの～！

　顔を青くしていたら、総司が入って来て固まった。

　鏡に映っている彼は腰にタオルを巻いている。

　それを見てホッとするも、私の裸は彼に見られているわけで激しく動揺した。

「もう身体は洗い終わった？　頭は俺が洗うから」

　総司に話しかけられてもすぐに返事ができなかった。

「紗和？」

　彼にもう一度問われボソッと答える。

「……終わった」

　いろんな意味で終わった。

　呆然と立ち尽くす私の頭を洗うと、彼は私の肩に手をかける。

「はい、洗い終わったよ」

　その言葉に頷いてお風呂に入るが、目のやり場に困った。

　目の前で総司が身体を洗っている。

　なるべく見ないようにしていても、その均整の取れた綺麗な身体についつい目がいってしまう。

　総司が身体を洗い終わると、湯船に入ってきて目が合った。

「俺の身体気に入った？」

「見てません！」

　思わず拳を握って叫んだら、ズルッと膝が滑って水の中に顔面がダイブしそうになった。

「あっ！」と声をあげる私を彼が抱き止める。

　密着する互いの身体。

　ギャー！と声にならない悲鳴をあげる私。

　今まで布越しに密着することはあっても、裸で触れ合うことはなかった。

「落ち着いて、紗和」

　裸で抱き合っていて、おまけにそんなセクシーボイスで囁かれて冷静でいられるわけがない。

　私がひどく狼狽えて大きく息をするのを見て、彼は私の肩に頭を乗せてククッと笑った。

「本当に紗和はうぶだよね。でもね、一度乱れると凄いよ」

　おもしろそうに言って彼は私の頬に手を添えて口付ける。

　その唇が触れたと思ったら、彼の舌が歯列を割って入ってきて驚きでカッと目を見開いた。

　だが、彼は構わず私の胸を愛撫しながら激しいキスをしてきて私の中でなにかが解放された。

「あ……ん」

　自分の喘ぎ声が浴場に響くも、他人の声のような気がした。

　普段は恥ずかしいと思うはずなのに、今は彼の与える快感に溺れた。

　もっと総司に触れたくてその首に手を回し、今度は自分からキスをして彼の下唇を甘噛みして、もっと触れてと催促する。

「積極的だね」と口元に笑みを浮かべると、彼は私の胸を口に含んで先端を舌で転がした。

　その温かな舌の感触が気持ちよくて思わず声が出る。

「あ……ああん！」

「もっと感じていいよ」

　ふっと笑って私の胸を愛撫し続ける彼。

　甘い痺れに襲われて身体が自然と弓なりになる。

　頭の中が真っ白になって、ただただ彼を求めた。

　もっと触れてほしい。もっと……。

　最後に総司は時間をかけてゆっくりと私の唇にキスをする。

「ちょっとがっつきすぎた。身体大丈夫？」

　その言葉で現実に戻り、顔の熱が一気に急上昇した。

　私……こんなエロかった？

　知らない自分の一面に驚きつつコクッと頷く。

　がっつきすぎたと言うけど、私の身体を気にして最後までしなかった彼は理性的だった。

　私の方はまだ身体が火照ってる。

　もっと彼に触れたいって思う。

「なにもしなくていい。しばらく抱き合ってていい？」

　ボソボソと呟くようにそんなお願いをしたら、彼は甘い笑顔で私を抱きしめた。

「喜んで。俺の身体は紗和のためだけにあるからね」

「調子のいいこと言って」

　少し責めるような口調で言うも、彼から離れられなかった。

　肌と肌が触れ合って心が温かいもので満たされる。

　心の結びつきも大事だけど、身体の結びつきも大事なんだって思う。

「やっと紗和が帰ってきたような気がする。お帰り、紗和」

　彼の言葉が胸に直接響いてくる。

「ただいま」

　彼の胸に頬を寄せ、クスッと笑みを浮かべた。










記憶を取り戻したい




「もう心配したよ。元気そうでよかった」

　次の週、神崎物産の近くにあるイタリアンの店に総司と入ろうとしたら、ストレートの長い黒髪の若い女性が私に抱きついてきた。

　彼女は園田美希先輩。

　高校時代、生徒会で一緒に活動をした。学年はひとつ上だけれど、先輩は私をとてもかわいがってくれて就職してからも月に一度は一緒に食事をしている。

　今日は彼女たち元生徒会メンバーと食事をすることになっていて、総司が店まで送ってくれたのだ。

　時刻は午後六時半を過ぎたところ。

「ご心配おかけしてすみません。ちゃんと生きてますよ」

　彼女の抱擁に戸惑いながらも、そんな冗談を言ったら涙目で怒られた。

「生きてなきゃ困るわよ」

「はい。そうですね」

　苦笑いしながら謝ると、美希先輩は私に命じた。

「私より先に死んじゃダメだからね！」

「わかりました」

　一歳しか違わないんですけど……という突っ込みはせず素直に頷く。

　そんな私たちのやり取りを横で見ていた総司が、美希先輩に話しかけた。

「園田さん、それじゃあ紗和のことよろしく頼むよ」

「はい。ちゃんと自宅まで送り届けます」

　彼女が総司ににこやかに約束すると、彼は「楽しんで」と私の肩をそっと叩いてこの場を去っていった。

　彼も一緒に食事をしたかったようなのだけれど、重要な取引先との会食が入ってしまったのだ。

　ずっと専務や常務に仕事を振ってて今回は断れなかったらしい。

「相変わらず美形ね、神崎さん」

　抱擁を解きながらそんなコメントをする彼女に向かって曖昧に微笑んだ。

「まあ、昔から変わらないですよね。高橋先輩はまだですか？」

　高橋亮太先輩は美希先輩と同い年で、私が高校二年の時の生徒会長。

　体育会系で総司やうちの兄とはまた違ったタイプだけど、頼れるお兄ちゃんって感じで人望も厚かった。

　店内に彼の姿がなくて確認したら、美希先輩は眉間にシワを寄せた。

「ちょっと遅れるって。今日は全部あいつの奢りにしちゃおう」

「高橋先輩も忙しいんですよ」

「紗和ちゃんは優しすぎ。立ち話もなんだから中に入ろう。ずっと外にいると寒いし」

　先輩と一緒に店に入り、店員の案内で奥にある個室に向かう。

　こぢんまりとした部屋に四人掛けのテーブルがあって、先輩と向かい合って窓際に座った。

「このお店、いつも人気よね」

　メニューを手に取る先輩の話にコクッと頷く。

「よく予約取れましたね。半年前でも予約で埋まっているのに。しかも個室」

「そこは高橋のコネ。知り合いがオーナーみたいよ」

「へえ。そうなんですね」

　さすが高橋先輩、顔が広い。

「今日はなに食べる？　コースでもいいし、アラカルトでも」

　美希先輩に聞かれて自分のお腹に手を当てた。

「アラカルトにしようかな。コースはまだ全部食べる自信がないから」

「怪我の方は大丈夫なの？」

「ええ。まだ痣はちょっと残ってますけど、もうそんなに痛みはないです。怪我よりも記憶がない方が自分的にはショックで」

　私の話に彼女は大きく目を見開いた。

「記憶がない？」

「事故で頭を打ったせいか、九カ月間の記憶がなくって、総司と結婚したことも忘れちゃって……かなり困惑しました」

　苦笑しながら詳しく話したら、美希先輩は素っ頓狂な声をあげた。

「ええ～、結婚したことも？　今は思い出したの？」

「いいえ。でも、身体が覚えていることは結構あって。自分が座る席とか、『神崎』って呼ばれて反応するとか」

　病院で総司に結婚していると知らされた時は信じられなくて否定していたけど、今は徐々に納得しているというか素直に受け入れられるようになった。

「早く思い出すといいわね」

　先輩がちょっと心配そうな顔で私を見るのでフフッと笑って見せた。

「最初はただただパニックになって、総司の奥さんだなんて信じられなかったです。だって、あの意地悪王子ですよ」

　高校生の時はよく美希先輩に総司や兄のことを愚痴ったものだ。

「神崎さん、紗和ちゃんを自分専用のオモチャにしてたもんね。はたで見てる私たちはふたりのやり取りがおもしろかったけど」

　クスクス笑う美希先輩をじっとりと見た。

「誰も助けてくれないんですもん。ひどい」

「なんか入っていっちゃいけない雰囲気だったから」

「なんですかそれ？」

　首を傾げて美希先輩に聞き返したら、高橋先輩が現れた。

　背が高く、黒髪のツーブロック。紺のスーツ姿の彼は見た目からして有能なビジネスマンに見える。

　総司の話では、幹部候補らしい。

「よお、久しぶり！　朝倉じゃなかった……紗和ちゃん、元気そうじゃないか」

　白い歯を見せて挨拶する高橋先輩に笑顔で頷いた。

「はい。会う人みんなに言われます。大きな怪我はなくて」

「なくてよかったよ。もうなにか頼んだ？」

　美希先輩の隣に腰かけながら確認する彼ににこやかに返した。

「まだです」

「まずはシャンパンで乾杯といく？」

　高橋先輩の提案を遠慮がちに断る。

「あっ、すみません。私、今はお酒はちょっと。でも、おふたりは飲んでくださいね」

「そっか。まあ事故に遭ってそんなに経っていないもんな」

　事故で妊娠がごまかせてホッとする。

　店員を呼んで注文を済ませ、先輩たちはシャンパン、私は炭酸水で乾杯する。

　テーブルには生ハムと小エビのサラダ、タコとオリーブのマリネ、ミネストローネ、石釜焼きマルゲリータ、ナスとフレッシュトマトのパスタ、ベーコンとキャベツのペペロンチーノなどの料理が並んでいる。

　見てるだけでお腹がいっぱいになりそうだけど、高橋先輩がいるからきっと残らないだろう。

　先輩は今でも焼肉を五人前くらいペロリと食べるらしい。

　やっぱりこうして人に会うのは楽しい。

　私が元気になれば総司だって安心して会社で仕事ができるはず。

　体調がいい日はときどき外に出るようにしよう。

「家での神崎さんってどんな感じ？」

　高橋先輩が不意にフォークを皿に置いて私を見た。

「意地悪な時もあるけど、基本優しいですよ」

　なにも考えずにそう答えたら、ふたりは声を揃えて言った。

「やっぱり」

「なんですか？『やっぱり』って」

　怪訝な顔をする私に美希先輩がおもしろそうに目を光らせた。

「私さっき言おうとしてたんだけど、学生時代、神崎さん、紗和ちゃんだけ特別扱いしてたわよ」

「それは専用のオモチャっていう意味ですよね？」

　苦笑いしながら言い返したら、彼女は笑って首を横に振った。

「違うわよ。大事にしてたってこと」

　テーブルに片肘をつきながら高橋先輩がニヤリとする。

「俺に言わせれば溺愛だね。神崎さんは自覚してなかっただろうけど、紗和ちゃんに付き纏う野郎どもを神崎さんや朝倉さん、それと俺の三人で追い払ってたわけ」

「その話、彼のお姉さんからもつい最近聞いたんですけど、高橋先輩も加わってたんですね」

　私は知らない間にみんなに助けられていたのか。

「生徒会の引き継ぎ事項のトップも紗和ちゃんに近付く男は抹殺しろだったし。神崎さんの命令は絶対だったからな。みんな従ったよ」

　ホント、私の知らないところで暗躍しすぎだよ、総司は。

「それは……なんかすみません。でも、私、男の子に告白されたこともないんですよ。総司ったら騒ぎすぎですよね」

　同意を求めるように言ったが、先輩たちは首を縦に振らない。

「それは俺たちが紗和ちゃんに近付く男子生徒を排除したからだ。その数は両手じゃ足りなかった」

　高橋先輩の説明を聞いても冗談にしか思えなかった。

「社会人になってからも告白なんてありませんでしたけど」

　自慢ならぬ自虐ネタを披露したが、高橋先輩に真面目な顔で反論された。

「それは、高嶺の花すぎて告れなかったんじゃないか？　学生時代みたいに身のほど知らずな男がいなかっただけだよ」

「そうそう。紗和ちゃんは無自覚だからね。でも、私はもっと早くふたりがくっつくかと思った」

　美希先輩の発言に「ええっ！」と驚きの声をあげるも、高橋先輩は冷静に返す。

「お互い会おうと思えばいつでも会えたからじゃないかな。朝倉さんがうちの会社の顧問弁護士だから」

　彼の推測に過去を振り返る。

「確かに総司とはちょくちょく会ってましたけど、でも『漁師飯食べたくない？』とか言われて釣りに付き合わされたり、『極上の黒毛和牛食べさせてあげる』と言われて山にキャンプに連れて行かれて大変だったんですよ」

　私の話を聞いて高橋先輩が強く突っ込んだ。

「それデートじゃないか」

「紗和ちゃん、食べ物に弱かったもんね」

　美希先輩もコクコク頷いたので、慌てて否定した。

「え？　デートじゃないですよ。途中まで兄もいましたから」

　デートって普通ふたりでするものじゃない。

「それは朝倉さんが気を利かせて抜けたんだよ、きっと」

　高橋先輩の解釈にビックリして思わず聞き返した。

「え？　そうなんですか？」

「絶対にそうよ。生徒会の時だって、朝倉さん、自分の仕事済ませてさっさと帰ってたじゃないの。神崎さんが紗和ちゃんを送って行くってわかってたから」

　美希先輩が興奮気味に当時のことを話す。

　言われてみれば、三人でいると兄はいつも『用事があるから』と先に帰っていた。

　兄も私と総司がくっつくと思ってたってこと？

　そう考えると兄の行動に納得できる。総司の婚約者役を勧めたのも兄らしいし。

　総司って王子さまキャラだけど、お父さまが病気で入院したこともあって、大学生の時から神崎物産に出入りして仕事を手伝ったりと、結構な苦労人なのだ。

　自分がお父さまを支えようと必死だったんじゃないかな。

　でも、人には絶対に自分の弱みは見せなかったよね。

　仕事にはストイックだったから三十すぎても結婚しなかったのかもしれない。

　たまの息抜きに付き合わされたのが私だもん。

　そんな総司を心配して兄が動いたのかも。

　それに、私も兄に生涯独身って宣言してたし、兄としてはやっぱり私のことも気がかりだったんじゃないだろうか。

「まあ、とにかく俺としてはふたりが結婚してくれて嬉しいよ」

　高橋先輩が私を見て優しくそう告げれば、美希先輩も温かい目で微笑んだ。

「うん、うん。神崎さん選んで正解だと思うよ……って言うか、あなたたちは一緒にいないとね。ふたりでワンセットよ」

「確かに。神崎さん、紗和ちゃんと結婚してから毒を吐かなくなったよ。俺も助かってる。今まで仕事では厳しく冷酷だったからさあ。旦那のケアを頼むよ。将来の社長だからな」

　高橋先輩の言葉が胸にしみる。

「はい」

　私と総司を祝福してくれる人がいる。

　そのことがとても嬉しかったし、私が知らなかった話を聞けてよかった。

　楽しく食事をして、「ちょっと」と言って席を立ち、トイレに行く。

　ドアを開けようとしたら、思わぬ人とすれ違った。

「あっ、岸本さん」

　グレーのスーツを着た総司の第二秘書の岸本さんがトイレから出てくるところで、声をかけたら彼女は無表情で返した。

「どうも。元気そうでよかったです」

　彼女なりに気を使って言ってくれたのかな。

　いつも『どうも』くらいしか言われない。

「ありがとうございます」と微笑み返したら、「幸せそうでいいですね」と呟くように言って彼女は去って行く。

　もうちょっと彼女と親しくなれるといいんだけどな。

　次会った時は諦めずにどんどん話を振ってみよう。

　でも、頭の中でなにかがひっかかる。

　岸本さんのことで大事なことを忘れていないだろうか？

　彼女の後ろ姿をジッと見つめながらそんなことを考えていたら、またズキズキと頭痛がしてきた。

　今日は調子がいいと思ってたのに……。

　深く考えようとすると頭痛がする。

　どうして……？

　ああ……痛い。

　ずっと立っていられなくて壁に寄りかかっていたら、総司の声がした。

「紗和！　どうした！」

　その声を聞いて心がホッとする。

　私の肩に手をかける彼に痛みをこらえながら言った。

「ちょっと頭痛がしちゃって……。ギュッとしてくれますか？」

　岸本さんに会って頭痛がしたとは言えなかった。

　ただの偶然かもしれない。

　先輩たちと食事をして結構はしゃいでしまったから。

「いいよ」

　総司が優しく私を抱きしめると、その温もりが伝わってきて、頭痛も徐々に収まってきた。

「大丈夫か？」

　私の顔を覗き込む彼の目を見て頷く。

「はい。だいぶ落ち着きました。もう大丈夫。離してくれていいですよ」

　総司の抱擁を解こうとしたら、彼に拒否された。

「ダーメ。あと三分このまま。今度は俺をギュッとしてほしい。疲れる会食だった」

　そんな風に甘えてくる総司がなんだかかわいい。

「会食終わるの早かったですね。迎えに来てくれるなんて思わなかった。ところで、なんで三分なんです？」

　クスッと笑う私に彼は茶目っ気たっぷりに言う。

「あんまり長いと捜索隊が来るから」

「捜索隊って……高橋先輩たちのことですか？」

　首を傾げながら聞いたら、彼がコクッと頷いた。

「そう。紗和を迎えに来たら、まだ化粧室って園田さんが言っててちょっと気になって様子を見にね」

「なにか思い出せそうな気がしたんですけど、あともうちょっとって感じなのに頭が痛くなって。でも、そこを越えれば思い出せるような……」

　笑ってそう伝えるが彼に怒られた。

「無理しちゃダメだ。前にも言ったけど焦らなくていい。紗和がこうして生きて俺の隣にいるだけでいい」

　彼にそう言われ、気持ちが楽になった。

「はい。了解です」

　総司の背中に手を回して強く抱きしめたら、「あー、コホン」という男女の咳払いがした。

　顔を上げると、横で高橋先輩と美希先輩がニヤニヤしながら私と総司を見ている。

　わっ！　高橋先輩と美希先輩！

　慌てて総司から離れようとしたが、まだ彼は離してくれない。

「戻ってこないと思ったらなにイチャイチャしてるんですか？」

　高橋先輩が総司に目を向けると、総司はニコッと微笑んだ。

「ちょっと奥さんの具合が悪そうだから、しばらく様子を見てただけだよ」

「しれっと嘘をつくのはやめてくださいよ」

　美希先輩がジーッと総司を見て責めるので、私から頭痛のことを話そうと思ったら、総司が反撃に出た。

「人のことばかり言ってないで、高橋と園田さんもそろそろ結婚したら？」

　総司の発言に一瞬固まり、急に顔を赤くするふたり。

「嘘？　ふたりって付き合ってたんですか？」

　驚いて目を丸くする私に総司がおもしろそうに説明して聞かせる。

「大学時代から付き合ってて、高橋のアメリカ赴任が決まって一度別れたらしい。で、今年高橋が日本に戻って、どうなったんだっけ？」

　総司が楽しげに話を振れば、高橋先輩は恨みがましい目で総司を見て言い返した。

「……復縁しました」

「お前たちお似合いだよ。婚姻届書く時はいつでも証人になるから」

　ふっと微笑する総司に高橋先輩は、「神崎さん、勘弁してくださいよ」とタジタジ。

　総司も高橋先輩を弄りつつも、幸せを願っているんだね。

　素敵なふたりだもの。私も高橋先輩たちには幸せになってほしい。

　その後、食事会の費用は総司が払い、高橋先輩たちと別れて、私と総司はタクシーで家路についた。

「今日は楽しかった？」

　靴を脱いで玄関を上がる彼が私に不意に尋ねたのでとびきりの笑顔で答えた。

「とっても楽しかったです。迎えに来てくれてありがとう」

　私のこと心配だったんだろうな。

「どういたしまして。その笑顔が見れて嬉しいよ」

　甘い目で微笑み、総司がキスをする。

　心が温まる優しいその口付け。

　言葉にしなくても「愛してるよ」って彼の思いが伝わってくる。

　先日の玲奈さんの話や今日の美希先輩たちの話を聞いて、私は総司に大事にされていたんだなってよくわかった。

　それなのに、病院を退院した時どうして私は彼と一緒にいちゃいけないって思ったんだろう。

　あの時は記憶を失って頭が混乱したのかもしれないけど、なにか他の理由があったんじゃないだろうか。

　それだけじゃない。

　私が彼をどういう風に好きになったかという記憶を取り戻したい。

　今も大事。

　でも、彼を好きになった記憶だって私の大事な宝物なのだ。










俺が彼女を支える




「意外と早く終わったな」

　会食が終わって赤坂の料亭を出ると、社長である父がフーッと息を吐いてネクタイを緩めた。

　時刻は午後九時四十分。

　今夜は取引先との食事会。

　大きな商談がまとまり、社長である父とうちの顧問弁護士の和真と俺との三人で出席した。

「みんな忘年会続きで疲れてるんですよ、きっと。社長も連日飲み会続きですし、早く帰って休んでください」

　父は俺が大学生の時にがんを患い、手術で根治して今は普通の生活を送っているが無理はできない。

　気遣って言うが、逆に嗜たしなめられた。

「休むのはお前の方だ。ちょっと休みを取って紗和ちゃんを旅行にでも連れて行ってあげなさい」

「あともうちょっとで正月休みですよ。それに、紗和が気にしますからいいですよ」

　ただでさえ俺が家で仕事をすることを彼女は申し訳なく思っているのだ。

　休みを取ればもっと自分を責めるだろう。

「お前は本当にワーカホリックだな。いつか過労死するぞ」

　素直に従わない俺に父は呆れ顔で言う。

「愛する妻を残して死にはしませんからご心配なく」

　ふっと笑って言い返すも、和真にやんわりと注意された。

「社長の言葉に甘えていいんじゃないか。お前、働きすぎ。部下のためにも休めよ」

「部下のためね。さすが親友、痛いところをつくね。考えておくよ」

　和真が俺のことに口を出すのはめずらしい。

　それだけ俺のことを心配しているのだろう。

「経営者になるなら即決しろよ。ところで、紗和の様子はどうだ？」

　紗和が退院した後も彼はちょくちょく俺に彼女の具合を尋ねる。

　普段素っ気なくしててもそこは兄だなって思う。

「まだ記憶は戻っていないけど、だいぶ落ち着いてきたよ。心配かけて悪かった」

　俺の返答を聞き、彼は少し安堵した表情になった。

「そうか」

「気になるなら直接紗和に聞けばいいのに」

　クスッと笑みを浮かべてそう言ったら、和真は俺の肩をポンと叩いた。

「もうあいつの世話はお前に任せてる。あいつが元気でいればそれでいい。じゃあ、またな。社長、失礼します」

　和真は停まっていたタクシーに乗って去っていく。

　俺も料亭の前で父と別れ、俺専用の社用車の後部座席に乗り込んだ。

「自宅に帰りますか？」

　隣に座った秘書の桐山の問いに、数秒考えて答える。

「いや、まだ紗和の食事会が終わっていないだろうから迎えに行く」

　桐山が運転手に行き先を伝えると、ズボンのポケットからスマホを取り出した。

【会食終わったから迎えに行くよ】

　紗和にメッセージを送るが、すぐに既読がつかない。

　話が盛り上がっていて気付かないか。

　だったら高橋に連絡しておこう。

　あいつなら常にスマホを携帯しているし確実だ。

　高橋に【今から紗和を迎えに行く】とメッセージを送ったら、すぐに返信がきた。

【了解です】

　その文面を見ると、スマホをポケットにしまいシートにもたれかかる。

　十五分ほどで紗和たちのいるイタリアンの店に到着。

「じゃあ、俺はタクシーで帰るから。お疲れ」

　桐山に声をかけて車を降り、店に入ろうとドアを開けたら、岸本がいた。

「あっ、副社長」

　俺を見てちょっと驚く彼女。

「妻を迎えに来たんだが、岸本も来ていたんだな」

　そう話しかけたら、彼女は少し緊張した面持ちで返した。

「はい。同期の友人と食事に。奥さまにはさっきお会いしました。顔色もいいですし、悪阻もなさそうでよかったですね」

　悪阻？

　岸本の言葉が気になったが、笑みを浮かべて礼を言う。

「ああ。ありがとう。気をつけて帰って」

「はい。おやすみなさい」

　店から立ち去る彼女の後ろ姿をジッと見送る。

　紗和の妊娠のことは誰にも話していない。

　岸本にわざわざ紗和が話すとも思えなかった。

　ということは……。

　紗和が事故に遭った日、彼女は俺とランチの約束をしていた。その時、紗和のバッグにはマタニティマークがついていた。

　多分、岸本は俺に会う前に紗和に会い、そのマタニティマークを見て妊娠していることを知ったのではないか？

　だとしたら、紗和の事故に関係している？

　紗和は会社とは反対方向に行こうとして車に轢かれた。

　俺が思うに彼女は一度会社に立ち寄ったはず。

　そこで紗和が岸本と会ってなにかあったとしたら？

　頭に浮かぶのは嫌な疑問ばかり。

　ポケットからスマホを出して、桐山に電話をかける。

《はい、桐山です》

「ひとつ調べてほしいことがある。警備会社に頼んで、紗和が事故に遭った日の防犯カメラの映像を入手してくれないか？」

《それは構いませんが、なにか気になることでも？》

「ああ」

　小さく返事をして、岸本のことや紗和の妊娠のことを彼に話した。

　桐山は俺の大学の二年先輩。

　チェスの名人で、とっつきにくい性格だが、頭はよく、学内の成績はいつもトップだった。教授たちから一目置かれ、将来偉大な研究者になると期待されていた彼。

　だが、本人は院への進学や就職に興味を感じていなかったようで、彼に『俺がチェスで勝ったらうちに来ませんか？』と声をかけて俺が勝ち、うちの会社に来てもらったのだ。

　彼は今ではすっかり俺の右腕となった。

　桐山は口が堅いし、彼の協力がどうしても必要だった。

　胸がモヤモヤしたまま岸本を俺の下で働かせるのは互いのためにもよくない。

　少なくとも会社に紗和が来ていたかどうかはわかるはず。

《わかりました。すぐに手配します》

　俺の話を聞き、桐山は静かな声で返す。

「頼む」と短く言って電話を切り、店に入って店員の案内で個室に向かうも紗和の姿がない。

「あれ、彼女は？」

　部屋にいた高橋に尋ねると、彼ではなく園田さんが壁時計を見ながら答えた。

「さっき化粧室に行きました。でも、ちょっと時間がかかってるかも。私見て来ましょうか？」

　彼女がそう申し出るが、優しく断った。

「いや、俺が見てくる。デザートまだ途中だろう？　ゆっくり食べてていいよ」

　園田さんの皿にはまだケーキが残っている。

　それに、もし紗和の具合が悪いのであれば、あまり園田さんたちに心配をかけたくなかった。

　トイレを探して向かうと、廊下で紗和がつらそうに壁にもたれ掛かっていて、慌てて駆け寄った。

「紗和！　どうした！」

　悪阻なのか、それとも事故の後遺症か。

「ちょっと頭痛がしちゃって……。ギュッとしてくれますか？」

　顔をしかめて頼む彼女を抱きしめる。

「いいよ」

　頼むから頭痛が治まってくれ。

　そう何度も心の中で祈る。

　しばらく抱いていると、彼女の頭痛が治まったようで心からホッとした。

　だが、やはり岸本のことが気になる。

　岸本と会って具合が悪くなったのでは？

　紗和は岸本のことをなにも言わなかったが、疑念がますます深まる。

　その後、高橋たちと店の前で別れて家に帰宅し、玄関を上がると彼女に聞いた。

「今日は楽しかった？」

「とっても楽しかったです。迎えに来てくれてありがとう」

　明るく微笑む紗和を見てドキッとする。

「どういたしまして。その笑顔が見れて嬉しいよ」

　愛おしさが込み上げてきてたまらず彼女にキスをした。

　紗和が喜ぶならなんだってする。

　小学生の頃からずっと見守ってきた。

　俺のお気に入りだったというのもあるが、それはやっぱりはじめて会った時から彼女に惹かれるものがあったからだろう。

　それに、彼女は俺自身を見てくれた。

　紗和は俺にとって特別な女の子だったんだ。

　いつも見てきたから、彼女のことは手に取るようにわかる。

　記憶なんて無理に思い出さなくていいとは言ったが、本人はそんな簡単に割り切れないはずだ。

　苦しむ彼女を見るのはつらい。

　だが、なにか思い出しかけているなら助けてやるべきじゃないだろうか。

　大丈夫。紗和は強い。

　それに俺がそばにいる。

　そう。なにがあっても俺が紗和を支えてみせる。

　誰よりも愛しているから――。

　気持ちを込めて口付けると、彼女も俺のキスに応えた。

　まだ彼女は言葉にしてはくれないけれど、その視線や態度で俺への思いが伝わってくる。

　好きだって……。

　まだ本人は自覚していないかもしれないが、時間の問題だと思う。

　決めた。休みを取って彼女を旅行に連れて行こう。

　もう年末で俺が直接交渉しなければいけないような事案はない。

　今まで休みなど取ったことはなかった。

　紗和と結婚する前は土日もほとんど働き通しで、祖父や父に休めと言われても聞かなかった。

　祖父も年だし、父もがんになったから俺が会社をなんとかしなければと必死に頑張ってきた。たまに紗和や和真と過ごすことはあったが、それ以外はずっと仕事をしていたように思う。

　月に二、三回海外に飛び、日本にいる時は会議や会合で忙しく、自分のオフィスにいる時間は少なかった。

　結婚後、桐山にも煩く言われてようやく土日はゆっくりするようになったのだ。

　一日くらい妻のために休んでも誰も文句は言わないだろう。

「紗和、今度の金曜日に旅行に行こう」

　彼女の頬に両手を添えて告げると、彼女は困惑した顔で俺を見つめた。

「でも……いいんですか？　仕事も忙しいでしょう？　この時期、会合やパーティーもたくさんありそうだし。私を気にしてなら……」

「いいから、俺に付き合ってよ。それに社長命令なんだ。少しは休めってさ」

　言い方を変えてみたら、今度は深く頷いて俺の提案に賛成した。

「確かに総司は働きすぎです。行きましょう、旅行！」

　俺も紗和もコートを脱いで寝室に向かい、服を着替える。

「紗和の体調を考えて無理のないスケジュールで行こう」

　スーツを脱いで部屋着のズボンを穿き彼女にそう声をかけたら、彼女はキャミソール姿で腕を曲げて力こぶを見せた。

「私、元気ですよ」

　最近は俺に慣れたのか、下着姿を見られても隠さなくなった。

　全然腕の筋肉膨らんでないよ。

　それに、今日頭痛で苦しんでいたのは誰だったかな？

「その細い腕で言われてもね。説得力がない」

　わざと意地悪く言ったら、彼女はムキになった。

「こぶちゃんとできてるでしょう？　触ってみて！」

「はいはい、できてるね。凄い、凄い」

　紗和の腕にちょっとだけ触れて軽くあしらったら、彼女は上目遣いに俺を睨んだ。

「全然感情がこもってない」

　ちょっとむくれている彼女がかわいい。

「紗和、力こぶってのはこういうのをいうんだよ」

　俺も腕を曲げてこぶを見せると、彼女は目を大きく見開いた。

「おお～！　総司って華奢に見えて結構細マッチョですよね。こういう筋肉憧れるなあ。理想的」

　物めずらしそうに俺の腕を触ってそんなコメントをする彼女を俺の腕の中に閉じ込める。

「全部紗和のものだから好きにしていいけど、そんな風に触られると欲情するな」

　紗和の耳元でそう囁いたら、彼女はひどく動揺した。

「え？　ちょっ……総司」

「紗和のキャミソール姿も凄くそそられる」

　口を使ってキャミソールの肩紐をひとつひとつ外せば、床にストンと落ちた。

　ハッと彼女が息を呑むのを気にせずその雪のように白い首筋に舌を這わせる。

「あっ……」

　声をあげて上体をそらす紗和のブラを外し、その胸の先端を舌で舐め上げた。

「ああ……ん」と喘ぐ彼女。

　俺が愛撫をやめると、紗和は急に現実に戻ったのか頬を赤らめた。

「続けてほしい？」

　悪戯っぽく目を光らせる俺をじっとりと見て、彼女は「もう！　意地悪！」と少し怒って俺の脇腹を軽くつねる。

「それは続けてほしいってこと？　だったら、紗和からキスしてくれない？」

　ハハッと笑いながら自分の唇に指を当てて催促したら、彼女は一瞬戸惑いながらもカッと目を開いて俺を見据え、唇を押しつけてきた。

　柔らかくて温かいその唇。

　俺にとってはどんなチョコよりも甘い。

　紗和の唇をしばらく堪能すると、彼女を抱き上げてバスルームに行き、一緒にシャワーを浴びた。










記憶が戻って




「海だあ」

　トンネルを抜けると青い海が見えてきて思わずはしゃいだ。

　水面に日が当たってキラキラ輝いている。

　雪山もいいけど、冬の太平洋の海も素敵。天気はいいし、寒さを忘れる。

　総司が休みを取って、平日の金曜日にドライブに出かけた。

　てっきり近場のどこかに行くのかと思いきや、彼は静岡方面に車を走らせている。

　腕時計を見ると、午前十一時過ぎ。途中サービスエリアで何度か休憩を取りつつも、かれこれ三時間近く車に乗っている。

「ねえ、どこに行くんですか？」

　行き先を聞くが、彼は教えてくれない。

　基本、彼と出かける時はいつもミステリーツアー。

「着いてからのお楽しみ」

　どこか企み顔で微笑む彼に文句を言った。

「え～、総司だけ知っててズルい。また前みたいに漁船に乗って釣りとか？」

　過去の記憶が頭に浮かんで確認するも、総司は笑って否定した。

「さすがに妊婦を漁船には乗せないよ。俺をなんだと思ってるの？」

「ドＳ」

　総司の横顔を見ながらはっきり言ったら、彼は苦笑いした。

「漁船に乗せたこと相当根に持ってるね。キハダマグロ二十匹も釣って、船の上で刺身も食べたんだからいいじゃないか」

　確かにマグロは新鮮で美味しかった。

　私ってそこになにか罠があると思っても、美味しいものに釣られてついホイホイついていってしまう。この性格に自分でも呆れる。

　でも、それで話をごまかさないでほしい。

「漁師飯って言うからどこかお店に行くと思ってたのに、いきなり漁船なんですもん。恨むのは当然です」

「でも、マグロ釣って喜んでたよね。スマホで写真もいっぱい撮ってたし」

　総司の突っ込みにゴニョゴニョ口ごもる。

「うっ、それはやるからには楽しみたいじゃないですか」

「そういう紗和のポジティブ思考好きだよ。はじめて会った時はなにするにも人目を気にしておどおどしてたのが嘘みたいだな」

「総司やお兄ちゃんにこき使われて強くなったのもあるけど、小学校の時に綺麗なお姉ちゃんが私の容姿を褒めてくれて変わったんです。お姉ちゃん引っ越しちゃったのか姿見なくなったけど、元気かなあ？　いつかまた会えるといいな」

　お姉ちゃんのお陰で強くなれたってお礼を言いたいのだ。

　でも、もう無理じゃないかって最近思う。

　二十年も経っちゃったし。

　ハーッと息を吐く私に総司が優しい声で告げた。

「諦めなければいつか会えるんじゃない？」

　なぜだかわからないが彼に言われると、パアッと目の前が明るくなって希望が見えたような気がした。

「そうですよね。会って一緒に食事でもしたい」

　上機嫌になる私を見て、彼は甘く微笑んだ。

「その願い、叶うといいね」

　そんな話をしながら走り続けて、いつのまにか静岡の西部の方まで来た。

　ひょっとして名な古ご屋やにまで行く気？と思ったのだけど、前にも同じようなことがあったような……。

　だったら、もっとはっきり覚えてない？

　ううん、待って。

　私……なくした記憶を思い出しているんじゃあ。

　静岡と愛あい知ちとの県境まで来たかと思ったら、総司はとある動物園の駐車場に車を停めた。

「動物園に行くんですか？」

　動物が描かれた看板を見て尋ねると、彼はコクッと頷いた。

「そう。動物好きだろ？」

　甘い声で聞かれ、周囲を見回しながら「うん」と返事をする。

　あれ？　このやり取りもしたよう……な。

　総司がシートベルトを外して車を降り、助手席のドアを開けた。

「マフラーと手袋忘れずに」

「了解です」

　ピッと彼に敬礼してから私もシートベルトを外し、マフラーとコートを羽織る。

　車を降りてチケットを買うと、ゲートをくぐって動物園の中に入った。

　冬というのもあるけど、都心と違って人はまばら。

　これならじっくり楽しめそうだ。

　生まれも育ちも東京だけど、人混みは苦手。

　まず目に飛び込んできたのは、飼育員さんと一緒に散歩しているペンギンたち。

　一生懸命歩いている愛らしい姿がなんともいえない。

「かわいい～」

　屈んで思わず声をあげる私に総司が顔を寄せた。

「紗和の兄弟じゃない？」

　彼がからかってきてつい噴き出した。

「こんなかわいい兄弟いませんよ。デカくていつもしかめっ面の兄はいますけどね」

「その発言、今度和真に会ったら伝えとくよ」

　悪戯っぽく笑う彼の言葉にギョッとする。

「ちょっ……やめて。お兄ちゃんにネチネチ嫌味言われそう」

「どうしようかな？」

　ふっと楽しげに笑う総司をじっとりと見てボソッと呟く。

「意地悪」

「そんなこと言っていいのかな？　今日は金きん目め鯛だいの煮付けを食べようと思ったけどやめておこう。俺は『意地悪』らしいし」

　芝居がかった口調で言う総司。

　金目鯛の煮付けと聞いてコロッと態度を変え、彼に向かって手を合わせた。

「あ～、ごめんなさい！　神さま、仏さま、総司さま。凄～く金目鯛の煮付け食べたいです」

「仕方ないなあ。じゃあ、キスしてくれたら考えるよ」

　ニヤリとして自分の唇に指を当てて催促する彼に困惑した。

「え？　ここで？」

　最近、その要求多くないですか？

「ペンギンもどっかに行ったし、今周りに人はいない」

　とびきりの笑顔で彼が言うが、私は数メートル先の猿舎を指差した。

「でも、目の前にオランウータンがいますよ」

「人じゃないから大丈夫」

　にっこり微笑む総司に言われるまま、彼の両肩に手を置いた。

　本当に誰も来ない？

　不審者のようにキョロキョロして周囲を気にしている私を総司が急かす。

「早くしないと誰か来ちゃうよ」

　ああ～！　もう金目鯛のためよ！

　妊娠初期でも食い意地がはっている私。

　総司に顔を近付けチュッと軽くキスをしたら、彼がガシッと私の頭を掴んで深く口付けた。

「ううん……」

　思わず声が出そうになるが、彼に口を塞がれ音にならない。

　冷たかった互いの唇が触れ合うことで熱くなって、段々身体がふわふわしてきた。

　キスに酔うって感じだろうか。

　ここが動物園ということも忘れて彼のキスに応えるも、誰かの視線を感じてハッと現実に戻った。

　他のお客さんに見られた？

　そう思って恐る恐る視線を感じた先に目をやったら、そこにいたのは人ではなくオランウータンで、総司と目を合わせハハッと大笑いする。

「もう焦っちゃった。オランウータンでよかったあ。それにしてもまだ私たちのこと見てますね」

　オランウータンといえども、人間に近いからちょっと恥ずかしい。

　ハニカミながら総司に目を向けると、彼は茶目っ気たっぷりに微笑んだ。

「恋人が欲しいんじゃないかな」

　確かに檻おりには一頭しかいなくて寂しそうだ。

　そんなことを思っていたのだが、総司が例のごとく私をからかった。

「それか、紗和の生き別れの兄弟だからジッと見てたとか？」

「オランウータンの兄弟なんて私にはいませんよ」

　思い切り顔をしかめて否定する私を見て、彼が惚とぼける。

「そうだっけ？」

「そうですよ。総司は眼鏡した方がいいんじゃないですか」

　彼にキツイ口調でアドバイスすると、「いい子に巡り会えるといいね」とオランウータンに向かってニコッと微笑み、次の展示コーナーに進む。

　象、ライオン、虎、キリンなどの大物を見ると、今度はレストランが見えてきた。

「ちょっと中で休憩しよう」

　総司がレストランを指差して私に声をかける。

　多分私を気遣ったのだろう。

「そうですね」

　笑顔で頷いてレストランに入ると窓際の席に座り、総司が食券を買ってテーブルに運んでくれた。

　私はホットケーキで総司はおでん。

　おでんにはライオンの顔のかまぼこが入っていた。

　それを見て「動物園らしい」と私が微笑んだら、総司がかまぼこを箸で摘んで私に差し出した。

「これは紗和にあげるよ」

「いいんですか？　ありがとう」

　お礼を言ってパクッと口にする。

「どう？　美味しい？」

「味は普通のかまぼこ。でもラッキーアイテムゲットしたみたいで嬉しい。総司もホットケーキ食べます？」

　私がホットケーキをひと切れ総司の口まで持っていくと、彼は私の手を掴んでひと口食べた。

「普通に美味しい」

　そんな感想を口にする彼とホットケーキを見て、昔のことを思い出した。

「高校の文化祭で、生徒会でカフェやって総司とお兄ちゃんがホットケーキ作って売ったことがありましたよね？　美希先輩とか他の女の子はメイド服だったのに、私だけクマの着ぐるみで客寄せして暑かったなあ」

　なんで私だけ着ぐるみなの！と総司に噛みついたっけ。

　美希先輩たちがすごくかわいかったから、私もメイド服着たかったんだよね。

　しかも、総司たち男子は執事服を着ていてファンの女の子がたくさん来たから、私が着ぐるみで客寄せをする必要はまったくなかった。

　恨み言を言う私を見て、彼は軽く謝る。

「ごめん。あれは紗和のメイド服姿を他の男に見られたくなかったんだと思う。そんなにメイド服着たいなら、注文して取り寄せようか？　家で着るなら全然問題ないよ」

　今さら遅い。あー、私の青春を返せ。

　着ぐるみじゃなくてメイド服でみんなと写真撮りたかった。

「いりません」

　ピシャリと断ったら、彼は残念そうに小さく笑った。

「俺は見てみたいのにな」

「今着たって嬉しくないです。ああいうのはみんなでワイワイ楽しむのがいいんですよ。総司だって、私が執事服着てって言ったら拒否するでしょう？」

　てっきり同意するかと思ったのに彼は否定した。

「俺は別に構わないよ。紗和がそれで喜ぶならね」

「じゃあ、今度私の前で執事服着てください」

　にっこり笑って要求したら、彼は仕方がないなって顔で約束した。

「はいはい。わかったよ」

　レストランで食事をした後、動物との触れ合いコーナーに足を運ぶ。

　馬、ヤギ、うさぎ、シマリスなどがいてテンションが上がった。

「餌やりしたい」

　総司におねだりしたら、「なにに餌やりしたいの？」と聞かれた。

「全部」と答える私を見て、彼はクスッと笑う。

「言うと思った」

　総司がスティック状のにんじんを買い、私に手渡す。

「ありがとう」

　礼を言うとすかさず彼が注意した。

「手まで食べられないようにね」

「わかってます」

　まず馬に食べさせるが、すぐにスティックがなくなった。

「にんじん十本でも足りないかも」

　苦笑する私に総司が今度はひまわりの種が入ったカップを差し出す。

「次はシマリスにあげてみよう」

　ふたりでシマリスのいる大きなケージの中に入り、しゃがんで手のひらに種を乗せ、シマリスが来るのをジッと待った。

　すぐにシマリスがやってきて私の手から器用にひまわりの種を取って食べる。

　その様子がとてもかわいくてキュン死しそうだ。

　五分もすると、カップの中は空になって少し残念に思った。

　シマリスにもっとあげたかったな。

　立ち上がろうとしたら、総司が自分のカップを私に手渡した。

「まだあるよ。俺は紗和に餌づけする方が楽しいから」

　優しく微笑む彼。

　あれ？　このシチュエーション……前にもあった。

　過去の情景が浮かぶというか、頭の中に流れ込んでくる。

　今と同じようにシマリスに餌をあげてたら、すぐに種がなくなって……。

　それで総司が『まだあるよ』って自分のカップを私にくれた。

　彼は私の行動や思考を読んでいて、餌やりはせず私のために種を残しておいたのだ。

　些細なことかもしれないけど、そのさりげない彼の優しさに胸がジーンとなったのを覚えている。

　あの時、洪水のように溢れて止まらなかった気持ちこそが、彼が私に出した宿題の答え。

　好き、好き……総司が好き――。

　そう、ここは彼を好きだと自覚した思い出の場所。

　兄の親友という認識だった彼を異性として見るようになったのは、婚約者のふりをするようになってからだ。

　一緒にいる時間が増えて彼の温かさや優しさを実感するようになり、大事にされているのがよくわかった。

　意地悪な時もあるが、それは私たちのコミュニケーションの手段というか、彼の愛情表現といってもいい。

　いつだって私を気遣ってくれて、具合が悪くて倒れた時も総司が看病してくれた。仕事だってあったのに彼は人任せにしなかったのだ。

　私を見つめる彼の瞳はいつだって甘かったのに、三十手前になってようやくそのことに気付いた私は大バカ者だった。

　高橋先輩たちだって総司が私を大切にしていることを知っていたのにね。

　好きって総司に伝えたら、彼はまるでご褒美だと言わんばかりに私に甘く口付けた。

　その後、彼にプロポーズされて結婚。

　大切な……大切な私の思い出。

　総司が言った通り、私たちは本当に愛し合って結婚した。

　彼は私が誰よりも愛している人。

「……和、紗和、どうした？」

　彼の声でハッと我に返る。

「私……前にもここに来てる。今年の秋に来たよね？」

　総司の目を見て告げたら、彼は私の両手をガシッと掴んだ。

「記憶が戻ったのか？」

「うん。総司と結婚したこと思い出したの。事故のことは全然記憶がないけど」

　涙ぐみながら話す私に、彼はとても嬉しそうに微笑んでそっと抱きしめた。

「そうか。それだけでもいい」

　ありのままの自分を受け入れてくれる彼の優しさが心にしみる。

「総司……好きだよ」

　彼の背中に腕を回し、その逞しい胸に顔を寄せて自分の思いを伝えたら、強く抱きしめられた。

「俺も紗和が好きだよ」

　心に直接響く彼の声。

「うん。知ってる。大事なこと忘れちゃってごめんなさい」

　退院した時は頭が混乱して彼から離れようとした。

　そんな私を決して離さなかった彼に感謝だ。

「紗和がいてくれればいい。例え紗和が俺のことを全部忘れてても、必ず俺に惚れさせるから」

　こんなに愛されている私は幸せ者だ。

「たいした自信」

　顔を上げてそう返したら、総司は不敵の笑みを浮かべた。

「俺の全力の口説きに抗えると思ってる？」

「思いません」

　首を大きく左右に振って降参するが、その時私たちの周りに集まっているシマリスたちが目に映って「あっ」と声を出した。

「ごめん。餌やりの途中だったね」

　リスたちに謝って総司から離れる。

「ここまでリスに囲まれたのははじめてかもしれないな」

　おもしろそうに笑う彼の肩にもリスが乗って来て餌を催促する。

「総司、童話に出てくる王子さまみたい。ここまでリスとマッチする人いないよ」

「褒められてる気がしないんだけど」

「だって、リスといる総司がかわいくって」

　クスクス笑う私の肩にもリスが乗ってきて、彼が楽しげに言った。

「紗和、早く餌くれって言ってるよ」

「ごめん、ごめん」

　すぐに総司とひまわりの種をあげるが、とても素敵な時間だった。

　きっと彼は私の記憶を思い出させるために、なにも言わずにここに連れてきてくれたのだ。

　もし、ここに前も来たんだって言われてたら、プレッシャーを感じて記憶は戻らなかったかもしれない。

　夕方まで動物園で過ごし、再び車に乗って着いた先は見覚えのある静岡の老舗旅館。

　時刻は午後五時半を過ぎていて日はどっぷり暮れている。

　湖のほとりにあるこの宿は二階建ての木造建築で、もとは旧華族の別荘だったらしい。神崎家の御用達の宿で、以前も動物園の後にここに来たのだ。

「この宿……」

　私と総司がはじめて結ばれた特別な場所。

　彼にたくさん愛されたことを思い出して、胸に熱いものが込み上げてきた。

「前も同じ宿だったね」

　先に車を降りて助手席のドアを開けてくれた総司にちょっと涙ぐみながら微笑んだら、彼は茶目っ気たっぷりに言って私の涙を指で拭った。

「ここの金目鯛の煮付け、紗和が気に入ってたから」

　確かにここのは絶品だった。『また食べたいな』って彼に言った記憶がある。

　でも、彼がこの宿を選んだ本当の理由は、私とはじめて愛し合った場所だからに違いない。

　紺色の暖簾をくぐって中に入ったら、女将さんたちににこやかに迎えられた。

　特にチェックインの手続きはせず、そのまま女将の案内で二階に向かう。

　床は磨き上げられてピカピカに光っている。

　気をつけないと階段滑りそうだな。

　そんなことを思っていたら、総司が私の手を握ってきた。

　以心伝心というか……彼のスマートな振る舞いに胸がキュンとなる。

　今日泊まる部屋も前回と同じ湖が望める眺めのいい部屋だった。

　大正モダンの和室が二間あって、伊万里の壺や有名な俳人の書などが飾られ、鶴の彫刻が施された欄間が目を引く。露天風呂もついている特別客室だ。

　寝室にはセミダブルのベッドがふたつ置かれ、和紙の照明スタンドがとても趣きがあってどこか温かみのある空間になっている。

　しばらく部屋でのんびりしていると、夕食が運ばれて来た。

　私の大好きな金目鯛の煮付けに、蟹かにしゃぶ、黒毛和牛のステーキに車海老の塩焼きといった豪華な料理が並ぶ。

「これ、これ、この金目鯛。う～ん、美味しい」

　迷わず金目鯛の煮付けから食べ始め、ニンマリ。

　そんな私を見て総司がおもしろそうに笑う。

「紗和はこの部屋よりも金目鯛の方が好きみたいだな」

「この部屋だって好きですよ。風情があって静かですもん」

　反論するが、彼はクスクス笑いながら私をからかった。

「でも、一番の楽しみは金目鯛の煮付けだよね？」

「うっ、否定はしませんよ。でも、……総司だって真っ先に金目鯛に手をつけてるじゃない」

　そんなくだらない話を延々とできてしまうのが私たち。五十年後も同じような会話をしていそうだ。その時、私たちは子供や孫に囲まれているかもしれない。

　すべては食べきれなかったけれど、料理はどれも美味しかった。

　彼と結婚した記憶が戻ったからより一層そう感じたのかもしれない。

「ねえ総司、私はもう大丈夫だから、東京に戻ったら普通に会社で仕事して。私のことが心配なら日中は玲奈さんのところにいるから」

　事故の後遺症はほとんどないし、悪阻もひどくない。

「わかった。姉さんには俺から連絡しておくよ」

　あっさりオーケーしてくれたのでちょっと拍子抜けした。

　反対されるかと思ったけど、今日の私を見てもう大丈夫だと彼も判断したのかもしれない。

「俺がいない間、甘いもの食べすぎないように」

「昔からいつも甘いものくれるのは総司だよ」

　間髪置かずに指摘したら、彼はふっと笑った。

「確かに。俺も注意しないとね」

　それから彼と一緒に露天風呂に入る。

　彼との入浴には慣れたが、まだ目のやり場に困る。総司の均整の取れた身体が眩しくて正視できないのだ。

　でも、今夜は外の景色を眺めていられるから幾分気が楽。

　それに、月が美しくて思わず見入ってしまう。

「湖面に月が映ってて綺麗だね。今日は思い出の場所に連れて来てくれてありがとう」

「どういたしまして。でも、態度でも感謝の意を示してほしいな」

　総司が私の唇に触れてきてドキッとする。

「最近キスの要求が多すぎませんか？」

「紗和は俺にキスしたくないの？」

　質問に質問で返す彼。こういうところがズルい。

「総司の意地悪」

　拗ねるように言う私を見て、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「俺は紗和の希望を聞いただけだよ」

　私のことはなんでもお見通しの彼をギャフンと言わせたい。

　彼の頭を掴んで引き寄せ、その形のいい唇を甘噛みする。

　チラリと総司の反応を窺えば、彼は楽しげに私を見ていた。

「もう終わり？」

　どこか私を挑発するようなその質問を無視して、激しくキスをして彼の口内に割って入り、舌を絡ませる。

　それで総司を翻弄しようとしたのだけれど、彼に主導権を取られて頭がボーッとなってしまい、彼を驚かせるとかもうどうでもよくなった。

　奪うというよりは私になにかを与えるようなその口付けに嬉しさが込み上げてくる。

　キスを終わらせると、彼は悪戯っぽく笑った。

「紗和にしては大胆なキスだったけど、誰に習ったんだろうね」

　そんなのひとりしかいない。過去に私には恋人などいなかったのだから。

「さあ、誰でしょうね？」

「きっと凄腕の先生だな」

　彼と目を合わせて微笑み合う。

「赤ちゃんが生まれたら、またこの宿に泊まりたいな」

　私の言葉に総司は極上の笑みを浮かべた。

「俺も今同じことを思った」

　幸せな時間。

　記憶がない時も私は彼を好きになっていた。

　だから思う。私が彼を愛すのは運命なんじゃないかって。

　例えまた記憶をなくしたとしても、何度だってあなたに恋をする。

　総司の首に手を絡め、もう一度彼に口付けた。










誰にも彼女を傷つけさせない




「ねえ、ちょっと狭くなるけど、そっちで一緒に寝ていい？」

　一緒に旅館の部屋についている露天風呂に入った後、ベッドに横になった紗和が起き上がって隣のベッドにいる俺に声をかけた。

「いいよ。許可なんて取らなくてもいいのに。俺がダメと言うとでも？」

　小さく笑って頷いたら、彼女は自分のベッドを出て、俺のベッドに入ってきた。

「そうじゃないんだけど、一応ね。今日はなんというか離れたくなくて」

　少し照れ臭そうに言って微笑む彼女。

　記憶をなくす前だって、彼女がそんなことを口にすることはなかった。

　彼女の事故は不運だったが、俺たち夫婦の絆が深まった気がする。

　結婚式の宣誓の言葉じゃないけど、病める時も健やかなる時も、ふたりでいろんな苦しみを乗り越えて幸せを分かち合っていくから、無二の存在になるのかもしれない。

「俺はいつも一緒にいたいけどね」

　そんな軽口を叩くと、彼女はクスッと笑った。

「総司はひとりになりたいとか言わないよね。お兄ちゃんは結構そういうの多かったよ」

　和真は自分にべったりだった彼女をなんとかしようとして冷たくしたんだと思う。

「和真は勉強がしたかったんじゃないかな。俺は紗和といる方が落ち着くから」

　ひとりになったら、なにに対しても興味を示さない無感情だった頃の俺に戻ってしまうだろう。

　さりげなく親友をフォローしてそう言い返す。

「ああ。私を弄ってリラックスしてるもんね」

　わざと上目遣いに俺を見据える彼女の頬をゆっくりと撫でた。

「よくわかってるじゃないか」

　ちょっと怒ってるのかと思ったが、彼女は急にニコッと微笑んだ。

「私だけだから許してあげます。総司は他の女の人には見向きもしないもの」

　彼女の発言におや？と思う。

　こういう言い方をするのははじめてだな。それに、結婚したことを思い出して、俺に対する遠慮もなくなったような気がする。

「俺の目には昔から紗和しか見えないからね」

　紗和の目を見てはっきりと伝える。

　ずっと一緒にいたいとか、守りたいとか思えるのは彼女だけ。

　極端な話、彼女がいなければ俺が生きている意味もない気がする。

　今こうして彼女といる時間が、金や地位よりも大事なのだ。

　紗和に布団をかけて寝ようとしたら、不意に彼女が起き上がった。

「ねえ、肩揉んであげる。昔、生徒会室でやってあげたよね？　総司に命令されてだけど」

　ああ。勉強教えた見返りに彼女にマッサージさせてたっけ。

　あの時間、誰もいなくて結構好き勝手やっていた気がする。

「どういう風の吹き回し？」

　当時のことを思い出しながら尋ねたら、彼女はふわりと笑った。

「今日動物園に連れてってくれたから、そのお礼」

「じゃあ頼むよ」

　俺が起き上がると、紗和が背後に回って肩に触れてきた。

　その手が冷たくて思わず身体がビクッとする。

「あっ、ごめん。冷たかった？」

　慌てた様子で俺の顔を見る彼女に理由を聞いた。

「さっきお風呂に入ったばかりなのになんでそんな冷たいの？」

「キンキンに冷えたお水飲んじゃったからかも。大丈夫。総司の肩揉んでるうちにあったかくなるから」

　そう答える彼女の声はどこか楽しそうで、つられてこっちも笑顔になる。

「はいはい。俺の熱どんどん奪っていいよ」

「おっ、総司気前いい！」

　クスクス笑う彼女の声が耳に心地よい。

「俺が冷えたら紗和を抱いてあったまるから」

　ニヤリとして紗和の方を振り返ったら、彼女の顔は真っ赤になっていた。

「ただ抱きしめて眠るっていう意味で言ったのに、そんな赤面してなにを想像したの？　本当に愛し合うかと思った？」

　クスッと笑って弄ったら、彼女は声を大にして否定した。

「そんなこと考えてません！」

「そこまで期待してるなら……」

　彼女に顔を近付けて誘惑しようとすると、拒否された。

「期待してない！　大人しくしてて」

　渾身の力で俺の肩を揉んできたので、思わず「うっ！」と声をあげる。

「紗和って意外にバカ力」

「誰がバカ力ですか？　これが効くんですよ、おじいちゃん」

「誰がおじいちゃんだって？　まだまだ働き盛りだよ」

　俺の主張を彼女は軽く聞き流す。

「はいはい。総司、相変わらず凝ってない？　カチカチだよ」

　彼女は肩甲骨の方まで念入りにマッサージする。

「自分ではよくわからないな」

　紗和にそう返したものの、次第に気持ちよく感じるようになった。

「総司は疲れが溜まっているのに自分で認識してないタイプだよね。いつか倒れちゃうよ。もっと人を頼っていいんだよ」

　紗和の話を聞いて少し戸惑った。

「無理はしてないつもりだけど」

「その自覚のなさが危険なの。総司が突然倒れたら嫌だからね。もっと自分を大事にして」

　大事にしてと言われても……どうしていいかわからない。

　今まで会社や紗和のことしか考えてこなかったから。

「なんか、いつも俺が紗和に言ってるようなセリフだな」

　適当にごまかそうとしたら、彼女に怒られた。

「話を逸らさない。肝に銘じてください」

「わかったよ。努力する」

　そう約束したら、彼女が後ろから俺の首に手を回して抱きついてきた。

「本当にわかってる？」

　背中に感じる彼女の温もりに心が温かくなる。

「ああ。ありがとう」

　紗和の手を掴んで礼を言うと、彼女は姉のような口調で言った。

「総司は人に甘えることを覚えないと」

「なんだか今日はやけに説教じみたことを言うね」

　苦笑いする俺の正面に回って彼女はふわりと微笑んだ。

「総司には千歳くらいまで長生きしてほしいからですよ」

　千歳って……。

「それ仙人だよ」

　真面目に突っ込んだら、彼女は声をあげて笑った。

「ハハッ、そっか。まあそれくらい元気でいてほしいってこと」

「だったら、紗和も元気でいてくれないとね。ひとりだけじゃ長生きなんてできないよ。生活にハリがなくてさ」

　彼女のいない人生なんて考えられない。

「頑張ります。私がいないと総司が寂しがるから」

　紗和が温かい目で告げる。

　やっぱり今までとは言うことが違う。

「やっとそこは認識したんだ？」

　今までは俺が『紗和がいなければ俺の人生は寂しいものになったと思う』と言っても信じなかったのにな。

　どういう心境の変化だろう。

「うん。玲奈さんとか美希先輩たちの話聞いて、私がどれだけ総司に大切にされてきたかわかったよ」

「余計なことを……」

　眉間にシワを寄せる俺を彼女は叱りつけた。

「余計なことじゃありません。大事なことだよ。学生の時、私を守るために生徒会に入れたんでしょう？」

　嘘をついても無駄だと思って否定しなかった。

「まあね。でも、よく働いてくれる子が欲しかったんだよ。俺の仕事が楽になるから」

　感謝されたくて彼女を守ったのではない。

　紗和が気にしないよう俺の都合であることを強調したのだが、紗和はそんな俺をじっとりと見た。

「生徒会の一番の引き継ぎ事項は私に付き纏う人を追い払うことって高橋先輩から聞いたよ」

「あのおしゃべり……」

　ハーッと溜め息をつく俺に彼女は少し涙目で訴える。

「私、なにも知らずに総司たちに守られてた。言ってくれればよかったのに」

　ちょっとむくれる彼女を優しく宥めた。

「そういうのは知らなくていいんだよ」

「私ずっと総司は腹黒王子だって結婚前くらいまで思ってたんだから」

　まあいろいろ面倒なこと頼んでたし、そう思われていても仕方ない。

「否定はしないよ」

　反論せずに認めたら、彼女は俺を睨んだ。

「もう、またそんな言い方して。素直に私を守ってたって言えばいいんです」

　あまり前のことを追及されたくない。紗和が知りたくない汚ない話だってある。彼女にまとわりつく男子学生を力でねじ伏せたりもしたのだから。

「俺が勝手にやったことだよ。次は俺が紗和にマッサージする。ベッドに横になって」

　曖昧に笑ってごまかし、話題を変える。

「え？　さっきの肩揉みの反撃？」

　少し身構える彼女を安心させるように優しく言った。

「違う。紗和、今日結構歩いたから、純粋に労らおうかと」

「痛くしないでね」

　まだちょっと警戒している彼女を見てふっと微笑む。

「信用ないな」

　紗和がベッドに寝そべると、彼女の足裏をマッサージした。

　俺のと比べると小さくて細いその足。本気で力を入れたら簡単に折ってしまいそうで怖い。

「痛くない？」

　かなり力を抜いているが念のため確認したら、彼女は目を閉じながら答えた。

「気持ちいい。このまま寝そう」

　それはよかった。

「いいよ。寝ちゃって」

　マッサージを続けながらそう返したら、彼女は無邪気にフフッと笑う。

「でも、もっと起きていたい気分」

「修学旅行みたいなこと言わないで。紗和って動物で言うと、レッサーパンダみたいだよね」

　不意に今日動物園で見たかわいいレッサーパンダが頭に浮かんだ。

　愛くるしくて、見てるだけで癒やされるところが紗和に似ている。

「牛とか言われるかと思った。最近、妊娠しているせいかよくお昼寝するから。総司はチーターとか狼みたいな感じ。なんか……孤高の王さま……みたいで」

　欠伸をしながらポツリポツリと話す彼女。

「孤高の王ね。痛いとこつくな。でも、俺には紗和がいるからね」

　笑ってそう言ったが、彼女の反応がない。

「紗和？」

　名前を呼ぶもやはり返事はなく、代わりに彼女のスーッという寝息が微かに聞こえてきた。

「寝たか」

　ドライブもしたし、動物園にも行ったから疲れたのだろう。

　運よく結婚したことも思い出して、精神的にホッとしたのもあるかもしれない。

　それにしても、動物園のレストランで文化祭の話をされるとは思わなかったな。

　紗和に言われるまでずっと忘れていた。

　文化祭で生徒会メンバーの女子がメイド服を着るって決まった時に、多分本能的に他の奴らに彼女のメイド服姿は見せたくないと思って『紗和は客寄せのために着ぐるみを着るように』という自分勝手な命令を出したのだ。

　彼女には『横暴、鬼、ドＳ！』と罵られたけどね。

　今考えると俺って相当独占欲が強かったんだな。

　ブツブツ文句を言う紗和を生クリームたっぷりのホットケーキでご機嫌を取った。

　他に同じようなことがあっても、このパターンで彼女を懐柔してきたように思う。

　俺が自覚していなかっただけで、和真には俺が紗和を好きだというのはバレバレだったに違いない。

　なぜなら俺と和真と紗和の三人でいると、必ず和真は『俺は用事があるから』と先に帰っていたから。

　彼女にそっと布団を被せたら、ベッドサイドに置いておいたスマホがブルブルと震えた。

　手に取って画面を見ると桐山からの連絡で、【例の件、ビデオカメラのデータを入手しました】というメッセージと共に動画が添付されていた。

　早速画面を操作して動画を見る。

　会社の正面玄関が映っていて、しばらくして紗和が現れた。

　そこへ外へ出ようと岸本がやってきて、ふたりはなにか言葉を交わしている。音声がないので内容はわからない。

　ただの挨拶かと思ったが、岸本が今までに見たこともないような意地悪そうな顔で口元に笑みを浮かべて、紗和になにかを言い放った。

　そこで紗和が血相を変えて、会社を飛び出す。

　紗和の後ろ姿を見つめていた岸本の口角が上がった。

　悪魔な女ってきっとこういう顔をしているに違いない。

　ゾクッとしたというよりは、岸本に対して怒りが込み上げてきた。

　なにを言ったのかわからないが、岸本は紗和に心ない言葉を浴びせたのだろう。

　そのことにショックを受けて紗和は走り去り、会社の近くで交通事故に遭った。

　岸本が直接その事故に関わっているわけではないが、彼女が許せなかった。

　紗和が俺と結婚した記憶をなくしたのは、おそらく岸本が俺のことでありもしないことを言ったからではないか？

　桐山に電話をかけたら、すぐに彼が応答した。

《はい、桐山です》

「遅くに悪いね。送られてきた画像見たよ。やはり俺の予想通り紗和は岸本に会っていたな。最近の岸本の様子は？」

　さっきの映像を思い出しただけで気分が悪くなる。

《いつも通りです。このビデオのことは岸本は知りません。彼女を問い詰めますか？》

　紗和が事故に遭ったというのに岸本は平然と仕事をしているのか？

　岸本は常務の遠縁のお嬢さんで、父からも俺が面倒を見るよう頼まれた。

　仕事はテキパキとやるし、色目を使うことなどなかったから俺の担当秘書にしたが、もう彼女を俺のもとで使うわけにはいかない。

　さっきの防犯カメラの画像を見て、彼女への信頼はなくなった。

「素直に白状するとは思えない。こちらから仕掛ける。桐山も協力してくれ」

《わかりました。私が思うに、岸本はあなたのことが好きなのではないでしょうか。だとしても、紗和さんに失礼な真似をするのは秘書として失格です。紗和さんはお元気ですか？》

　岸本が俺のことを……ね。

　だからといって、紗和を傷つけていい理由にはならない。

「ああ。今日俺と結婚した記憶を思い出した。これもお前が俺のスケジュールをうまく調整してくれたお陰だ。感謝するよ。明後日から出社する」

　桐山にそう伝えて電話を切り、ぐっすり眠っている紗和に目を向けた。

　いったい岸本になにを言われたのだろう。

　俺もベッドに入ると、誰よりも大切な彼女をそっと抱きしめ、自分に誓った。

　もう誰にも紗和を傷つけさせない。










すべてを思い出す




「すみません。会長の我が儘で急に呼び出してしまって」

　運転席にいた桐山さんは車を降りると、後部座席のドアを開けた。

　ここは神崎物産の地下の駐車場。

　彼は会長秘書も兼務している。

「桐山さんのせいじゃないんですから謝らないでくださいよ。それに、うちにいても暇なので、私としては呼んでいただいて嬉しいです」

　シートベルトを外し、コートを着て私も車を出るが、あまりに寒くてブルッと震えた。なんでも今年一番の寒気が来ているそうで、夕方から東京も雪が降るらしい。

「駐車場でもこんなに寒いんですね。雪、そんなに積もらないといいけど」

　寒くて手袋をしたくなる。

　私の話に桐山さんは小さく相槌を打った。

「ええ。積もると交通が麻痺しますから。中はあったかいですよ」

　彼と共に細長い通路を歩いてエレベーターに向かう。

　静岡での旅を終えて数日が経った。

　今日は総司は朝から出社。

　あっという間にクリスマスイブになってしまったけれど、彼が仕事なので特に予定はない。事故に遭ってからクリスマスどころではなかったというのもある。

　午前中は玲奈さんがうちに来てくれて楽しく過ごしていたのだが、午後には帰ってしまって暇になり、少し近所を散歩でもしようかと思っていたところ、桐山さんから電話があったのだ。

《突然すみません。会長が会社でお茶でもと仰っているのですが、ご都合はいかがですか？》

　おじいさまに急に誘われるのはめずらしいことではない。

　交通事故に遭う前は、月に一、二回呼ばれて、よく美味しい食事やスイーツをご馳走になった。

　その時、必ずどこかのおじいちゃんも一緒なのだけど、後で総司の話を聞くと大企業の会長や社長といったお偉いさんが多い。

　正体を知って青ざめるが、『紗和のお陰で商談がすぐにまとまったよ』と言われて嬉しくなる。

　私でも彼やおじいさまたちの役に立つなら喜んで行く。

　おじいさまたちとお話しするのも楽しいし、これも総司の奥さんとしての務めなんじゃないかって思えた。

　結婚前はキャリアウーマンだった私。

　おじいさまや総司たちは、私が引きこもりにならないよういろんな機会を与えてくれているのだろう。

　だから、今日も快くオーケーすると、桐山さんがうちまで迎えに来てくれた。

「体調の方はいかがですか？」

　エレベーターホールに着いてエレベーターを待っていたら、桐山さんが私に尋ねた。

「旅行にも行きましたし、すこぶる元気です。桐山さんが総司のスケジュールを調整してくれたお陰ですよ」

　明るく笑って見せる私に彼も相好を崩す。

「副社長も同じことを仰いましたよ。夫婦になると似てくるのかもしれませんね」

　そんな風に言われると嬉しい。

「そうですかね？　あのう、桐山さんと総司は大学の知り合いと聞きましたけど、総司に誘われてこの会社に入ったんですか？」

　ちょっと興味があってそんな話を持ち出すと、彼はコクッと頷いた。

「ええ。私が二年上だったのですが、彼は大学内でも有名だったので顔と名前は知っていました。当時大学四年だった私は人生に嫌気がさしていて、就職先も決めずにただ惰性で大学に通っていたんです」

　有能なのにどうしてそう思ったのだろう。

「どうして嫌気がさしたんですか？」

　理由を聞いたら、彼はどこか遠くを見つめて言った。

「大学の講義もなにもかもがつまらなく思えたんですよ。自慢というわけではないのですが、私は人より頭がよかったので、自分より頭の悪い人間に習うことも、仕えることも嫌だったんです」

　まあ、自分よりも無能な人の下につくのはプライドが許さないだろうな。

　身近に同じような人たちがいるから、桐山さんの悩みも理解できた。

「頭がいい人もいろいろ悩みを抱えて大変ですね。総司も昔、似たようなこと言ってました。でも、彼は兄がいたから救われたみたいです」

「朝倉さんはかなりの切れ者ですからね。私ももうすぐ大学を卒業するって時に副社長に声をかけられて、救われたんですよ」

　どこか晴れやかな顔で彼が微笑む。

「彼になんて声をかけられたんですか？」

　先を促したら、彼が口元に笑みを浮かべながら語った。

「『俺がチェスで勝ったらうちに来ませんか？』とにこやかに言われて、それで勝負したのですが、ものの十分で負けました」

　総司らしい誘い方だ。

　確実に桐山さんを神崎物産に入れるつもりだったのだろう。

「あの人勝負ごとには容赦ないですからね」

　彼の話に同情するように相槌を打つ。

　私と将棋をする時だって、総司はまったく手加減しない。

「悔しいっていうよりは、あそこまでコテンパンにやられて逆に心がスッキリしましたね。あの時、自分は井の中の蛙かわずだと知ったんです。でも、彼の秘書になってよかったですよ。毎日が刺激に満ちていますから」

　彼の言葉を聞いてなんだか胸が温かくなった。

　そうよね。自分の夫を自慢するつもりはないのだけど、総司は人の上に立つために生まれてきたような人だ。

　総司と一緒なら常人では見えない世界を見られる。桐山さんもきっとそう感じたのだろう。

「桐山さんが楽しんでるならよかったです。これからも総司のことよろしくお願いします。彼にはあなたの助けが必要ですから」

「はい。微力ながら彼が天下を取るお手伝いをさせていただきます」

　彼のような部下が総司のそばにいれば安心だ。

　総司はひとりで戦っているんじゃない。

　兄や桐山さん、それに高橋先輩たちがいる。

　エレベーターの扉が開いて桐山さんと乗るが、妊娠しているせいかついついお腹を撫でてしまう。

　今ね、パパの会社に来てるんだよ。

　心の中でそっと赤ちゃんに話しかけたら、エレベーターが一階で停まって兄が乗ってきた。

「あっ、お兄ちゃん！　今日は打ち合わせかなにか？」

　声をかけると、兄は私を見て微かに目を見開いた。

「紗和？　どうしてここに？」

「私は会長に呼ばれたんだけど、お兄ちゃんは？」

「お前の旦那に呼ばれて打ち合わせ。だいぶ顔色よくなったな」

　私を見て少し頬を緩める兄に微笑んだ。

「うん。心配かけてごめんね。今度総司と食事でもしよう」

「ああ。桐山さん、これうちの法律事務所のカレンダーです。副社長室にでも飾っておいてください」

　兄は私に返事をすると、手に持っていた紙袋を桐山さんに差し出す。

「ありがとうございます」

　桐山さんが紙袋を受け取りながら礼を言ったら、エレベーターが最上階の三十五階に着いた。

　会長室も副社長室もここにある。

　全員降りるが、私はここでコートを脱いだ。

　エレベーターの右手にある副社長室の前まで行こうとしたら、副社長室の向かい側にある秘書室から岸本さんが出てきた。

　彼女は私というよりは兄に気付いて軽く会釈する。

「朝倉さま、お待ちしておりました」

「こんにちは、岸本さん。じゃあな、紗和」

　兄は岸本さんに挨拶すると、次に私をチラッと見て彼女と一緒に副社長室に入っていく。

「副社長にお声をかけていきますか？」

　桐山さんが気を利かせてそう言ってくれたけれど、私は頭を振って断った。

「いいえ。仕事の邪魔はしたくないので」

「そうですか。副社長は喜ばれると思いますが」

　少し残念そうに言う彼にニコッとする。

「家に帰れば会えますから」

「その言葉を聞いたら、副社長が悲しまれると思いますよ」

　穏やかに微笑む桐山さん。

　事故に遭ったからだろうか？　彼の態度がいつもよりソフトに感じる。

　私を気遣ってくれてるからかな？

　エレベーターで私の体調のことも聞いてきたし。

　それか、ようやく彼と打ち解けてきたのかもしれない。

　だったら、岸本さんとももうちょっと仲よくなれるといいな。

　さっき挨拶するタイミングを逃してなにも言えなかった。

　桐山さんとふたりで廊下の突き当たりにある会長室にノックをして入ったら、おじいさまは五十代くらいの金髪の外国人男性と将棋をしていた。

　部屋の広さは二十畳くらいあってドアの手前に応接セット、奥に高級そうな執務デスクがある。壁にはおじいさまが好きな印象派の画家の絵が飾られていて、いつも見入ってしまう。

　多分、家が買えるくらいの価値があるものだろう。

　おじいさまと外国人男性は、応接セットの椅子に座っていた。

「やあ、紗和ちゃん、急に呼んですまんな。わしの代わりにこのダグラスの相手をしてくれんか？　わしはたった今負けてしまった」

　私に目を向けてハハハッと豪快に笑うおじいさまに、ニコッと笑顔で頷いた。

「はい、喜んで」

「ダグラス。彼女はわしの自慢の孫娘じゃ。桐山、お前はもう下がっていいぞ」

　正確には孫の嫁なんですけど……という余計な突っ込みはしなかった。

　おじいさまはお客様に私を紹介し、桐山さんを見やった。

「はい」と返事をして桐山さんが去ると、私はダグラスさんに挨拶した。

「こんにちは。紗和です。お会いできて嬉しいです」

「ダグラスです。初めまして。総司からいろいろあなたのことを聞いていますよ。今日はあなたのような美しい方に会えてとても幸運です」

　彼がニコッと笑って挨拶を返す。

　コートとバッグを脇に置いておじいさまの横に座ると、雑談をしながらダグラスさんと将棋を指した。

　彼はアメリカの有名な航空会社のＣＥＯで、おじいさまの友人。日本が好きで、東京と京きょう都とにも家を持っているとか。

　日本語もおじょうずで会話は基本日本語だった。

「ほお、紗和さんはかなりの腕前ですね」

　将棋の駒を指で弄びながらダグラスさんが私を褒める。

「私の先生が強かったので」

　学生時代、生徒会室で何度も将棋を打った。

　最初に私に将棋を教えてくれたのは兄で、鍛えてくれたのは総司。

　私はいまだかつてふたりに勝ったことは一度もない。

　高橋先輩を何度か打ち負かしたことはあっても、このふたりは何十手以上も先を読んでいてプロと子供が対戦するようなものだった。

　生徒会メンバーでいうと、ダグラスさんは高橋先輩レベル。

　打つ手を間違えなければ勝機が見える。

　だが、しばらくやってなくて勘が鈍っていたのか、いつの間にか彼の術にハマッていた。

「参りました。ダグラスさん強いですね」

　軽く頭を下げて微笑むと、彼は謙遜した。

「私はまだまだですよ。総司には簡単に負けてしまいます」

「彼は将棋のプロくらい強いですからね」

　総司ったら一回くらい負けてあげてもいいのに……と思ったが、すぐに考え直した。

　それじゃあ逆に相手に失礼か。

「さっき言ってた紗和さんの先生というのは総司のことですね。こんなに綺麗で聡そう明めいなパートナーがいて彼は幸せだ」

「いえ、私の方が幸せにしてもらっています」

「お似合いの夫婦ですね」

　ふっとダグラスさんが柔らかな笑みを浮かべたその時、彼のネクタイに目をとめた。

　ワンポイントで白い猫の絵が描かれていてとてもキュートだ。

「そのネクタイ素敵ですね。猫がかわいい」

　ネクタイに目を向けて褒めたら、彼はどこか嬉しそうに目を細めた。

「うちで猫を飼っていましてね、その猫をデザインして作ってもらったんですよ」

「私も猫大好きです。一日見てても飽きないですよね。おじいさまのところにも猫が二匹いるんですよ。私も子供の時にすごく飼いたかったんですけど、母が猫アレルギーで泣く泣く断念したんですよね」

　話を振ると、おじいさまはスマホを取り出して自分の愛猫の写真をダグラスさんに見せた。

「ああ。うちのネコは紗和ちゃんに懐いててなあ」

　それから一時間ほど会長室で歓談して、ダグラスさんは知人のパーティーがあるというので帰っていった。

　おじいさまも時計を見て申し訳なさそうに私に伝える。

「紗和ちゃん、すまんなあ。夕食を一緒にと思っていたんだが、わしも急な会食に呼ばれてな。この埋め合わせは必ずするから。総司を待って今日は一緒に帰るか？　今夜はあいつは会食を断って家に帰ると言っておった」

　忘年会シーズンだもの。

　大企業の会長ならば、毎晩のように予定が埋まっていて当然だ。

「私のことは気にしないでください。ここで総司を待っていてもいいですか？」

「もちろんじゃ」

　おじいさまが私の目を見て頷くと、ノックの音が聞こえて桐山さんが入って来た。

「会長、お時間ですよ」

「ああ。わかっとる。紗和ちゃんは総司と帰るそうじゃ。よろしく頼む」

　おじいさまがコートをはおりながら桐山さんに返事をする。

「はい。副社長の打ち合わせは、あと三十分ほどで終わりますので」

　桐山さんが私を気遣って声をかけると、ふたりは会長室から消えた。

　あと三十分か。スマホでも見て時間を潰そうかな。

　でも、その前にさっき羊よう羹かんも食べたから、化粧室で口紅を直してこよう。

　バッグから化粧ポーチを取り出し、一番近くにあるトイレに向かう。

　女子トイレで化粧をささっと直し、会長室に戻ろうとしたら、エレベーターの近くでまた岸本さんに出くわした。

「あっ、どうも」

　少し頭を下げてそのまま会長室に戻ろうとしたら、彼女に呼び止められた。

「待ってください。屋上庭園のクリスマスツリーがとても綺麗なので、もしお時間があるなら見てみませんか？」

　思わぬ誘いに驚いたものの笑顔で応じた。

「はい。ぜひ！」

　彼女から声をかけてくれるなんて、これは親しくなるチャンスだわ。

　岸本さんがエレベーターのボタンを押して、すぐに扉が開いた。

　中から高橋先輩が出てきて思わず声をあげる。

「高橋先輩！」

「おっ、副社長夫人がいる。副社長に呼ばれたのか？」

　私を見てからかう彼を見てついいつものノリで話してしまう。

「いいえ。今日は会長に呼ばれたんですよ」

「俺はちょっと副社長に呼ばれてな。朝倉さんが来てるらしくって」

「なんだか今日は生徒会メンバー揃ってますね。今度みんなで食事したいな。では、また」

　高橋先輩と挨拶を交わし、岸本さんと一緒にエレベーターに乗る。

「すみません。嬉しくて話し込んでしまって」

　ひと言謝ったら、彼女はどこか羨ましそうに言った。

「仲がいいんですね。副社長もそうですが、高橋さんも社内の女子社員に凄く人気があります。朝倉弁護士もハンサムですし、イケメンに囲まれていていいですね」

　確かに私の周りは顔面偏差値が高いと学生時代に思ったことはあるけれど、嬉しいと思ったことはない。

　むしろ『朝倉さんばっかり神崎さんたちのそばにいてズルい』と周りの女子にやっかまれて大変だった。

　なんと返していいかわからず曖昧に微笑む私。

「はあ、まあ」

　エレベーターが屋上について降りるが、目の前はガラス張りになっていて雪が降っているのが見えた。

　外はウッドデッキになっていて中央に十五メートルほどの大きなクリスマスツリーがある。

　赤、青、緑、黄色といった電飾がピカピカ光っていてとても華やかだ。

「凄く綺麗～。コート持ってくればよかった。外に出て近くで見たいなあ」

　大人になっても大きなクリスマスツリーに興奮する。

　ガラスに張り付くように屋上庭園を眺めると、雪は二センチくらい積もっていた。

「少しくらいなら大丈夫ですよ。すぐに中に戻れますし」

　岸本さんの言葉を聞いて数秒考える。

　確かに、外出先ではないし、一分くらいなら平気か。

　それに岸本さんが勧めてくれているのに、ここで「外はやっぱりいいです」と言ったら空気が悪くなる。

「せっかくだからちょっとだけ」

　そう決めて微笑んだら、彼女がドアを開けてくれた。

「ホワイトクリスマスですし、ゆっくり楽しんでください」

「ありがとうございます！」

　とびきりの笑顔で礼を言って少し先にある階段を降りようとしたら、彼女にドンと背中を押された。

「キャッ！」

　雪で足が滑り、わきの植え込みに突っ込む私。

　一瞬なにが起こったのかわからなかった。

　階段から落ちなかったのはよかったけれど、冷たいし膝が痛い。

　顔をしかめながら彼女の方を振り返って声を荒らげた。

「どうしてこんな真似をするんですか！」

「あなたが憎いから」

　岸本さんが悪意を込めて言って、うっすら口角を上げる。

　その顔を見てまた激しい頭痛がした。

　……痛い。

　前も彼女に同じセリフを……言われた。

　そうだ。交通事故に遭う前、妊娠のことを総司に報告しようとしたら、会社の正面玄関前で彼女に会った。




『こんにちは』と挨拶したら、岸本さんは私がバッグにつけていたマタニティマークを見て表情を変えた。

『遊び気分でうちの会社に来られて副社長が迷惑してるのがわかりません？』

　彼女に辛辣な言葉を浴びせられるも、突然すぎてなにを言っているのかすぐに理解できなかった。

『え？』

　呆気に取られる私に彼女は冷淡な声で続けた。

『副社長は会長が余命半年と聞いてあなたと結婚したんですよ。社長も一度大きな病気にかかられましたし』

　やっと岸本さんの話を理解したが、あまりに動揺していて心臓はバクバクしていた。

　おじいさまが余命半年だなんて知らなかった。

『そんなの……嘘よ』

　おじいさまはいつも元気そうで、毎日一万歩歩くと聞いている。

　振り絞るように声を出してなんとか彼女にそう返すも、頭の中は混乱していた。

『副社長は誰よりも会社のことを気にかけています』

　総司が会社やお父さまのために仕事に打ち込んできたことはよく知っている。

　私は彼に愛されて結婚したんじゃなかったの？

　いつもなら人にひどいことを言われても気にせず笑い飛ばしていただろう。

　でも、総司のこととなると別だったようだ。

　それは私がはじめて好きになった人だったからだと思う。

『妊娠されたようですが、赤ちゃんを産んだらきっとあなたは用済みで離婚させられるでしょう。もちろん赤ちゃんは神崎家に取られて。それに……』

　岸本さんは言葉を切って、持っていたバッグからスマホを取り出して操作し、ある画像を私に見せた。

『副社長は不倫してますよ。この女性と』

　スマホの画面に映っていたのは、スーツ姿の総司と真っ赤なカクテルドレスに身を包んだ長い黒髪の美しい女性。おそらくなにかのパーティーの写真だろう。ふたりとも手にグラスを持っている。

　赤いドレスの女性が親しげに総司の腕に触れて微笑んでいるその画像を見て、気分が悪くなった。

『あなたと結婚する前からお付き合いしていた女性です。月に何回か彼女との時間を取るよう副社長に言われてスケジュールも調整していますし、私がその女性のプレゼントを用意したこともあります』

　業務報告をするような口調で総司の話をする彼女。

　頭の中はぐちゃぐちゃ。

『彼が……不倫』

　総司が私を裏切るなんて信じられなかった。

　口に手を当て震え出す私を見て、岸本さんはどこか楽しげに目を光らせる。

『誠実な男なんてこの世にはいません。副社長はモテますし、誘惑も多い。あなたには心から同情します』

　彼女の辛辣な言葉に目の前が真っ暗になった。

『……信じない。彼は不倫なんてする人じゃない』

　か細い声でそう返したが、彼女の目を見てしっかりと反論できなかった。

　総司はもともと女性を本気で愛するタイプではない。

　私と結婚したのは子供を作るため？

　そんな疑念が私の脳を侵食していく。

　数分前までは幸せでいっぱいだったのに、一気に地獄へと突き落とされた気分だ。

『あなたは副社長に体よく利用されただけです。子供を取られないうちに彼の前から消えた方がいいですよ』

　彼女はスーッと目を細めて私を嘲笑う。

『嘘よ！』

　そんな話、知りたくなかった。

　彼女の言葉にショックを受けた私は、そう叫んで会社を飛び出し、交通事故に遭った。

　あの時の私は総司に愛されている自信がなくて、岸本さんの話を信じてしまった。彼女が私に見せた画像に映っていた女性は、あるパーティーで彼が同伴した女性というだけで、深い関係ではないだろう。彼のことだからエスコートする女性を雇ったに違いない。

　交通事故に遭う前は、自分が総司を好きだという気持ちを自覚してすぐにプロポーズされて結婚したから、凄く舞い上がってしまって彼の愛を深く理解していなかったんだと思う。

　だから、病院を退院してからも本能的に彼から逃げようとした。

　でも、今は違う。

　ずっと彼に愛されてきたんだってはっきり言える。

　総司と作ってきた思い出がそのことを証明している。

「交通事故でそのまま死んでしまえばよかったのよ。私はね、ずっと副社長をそばで見てきたの。彼が私を好きになってくれなくても、ずっと独身でいてくれたら、それで満足だった。なのに、急にあなたと結婚して……」

　憎悪に満ちた顔で総司への思いを口にする岸本さん。

　そんな彼女に同情できなかった。

「総司を好きなら、彼の幸せを応援したいって思わないんですか！」

　彼女の気持ちがわからないでもないけれど、自分勝手すぎる。

「思わないわ！　彼は間違った選択をしたのよ。それを私が正してあげないと」

　その目が残忍な光りを放つのを見てゾクッとした。

　この人……正気じゃない。

　岸本さんは一歩一歩私に近付き、私の前まで来るとヒールの靴で私のお腹に蹴りを入れようとした。

「赤ちゃんなんて生まれなければいい！」

　蹴られたら赤ちゃんが死んじゃう！

　守らなくちゃ！　この子は私と総司の大切な宝物。

　総司、助けて！

　この場にいない愛しい人の名を心の中で必死で叫びながら身を屈めてお腹を庇かばう。

　私の願いが天に届いたのか、その時、総司の声がした。

「岸本やめろ！」










彼女と過ごすはじめてのクリスマスイブ




「今年はもう神崎物産との仕事は終わったと思ってたよ。いったいなんの用だ？」

　副社長室に入ってきた和真が執務デスクに座っている俺を見てそんな皮肉を口にする。

　今日はクリスマスイブ。静岡旅行をしてから紗和の体調も安定してきて、俺は久しぶりに朝から出社した。

「海外の契約書の草案を見てもらいたいんだが、それはついでで本題はこれから。ゆっくりコーヒーでも飲んで話そうか？　まあ座ったら？」

　目の前にある六人掛けの打ち合わせ用のテーブルを指差す。

　和真が椅子に座ると、俺も席を移動して彼の向かい側の席に腰を下ろした。

「岸本、コーヒーをふたつ頼むよ」

　俺の言葉に「はい」と頷いて、岸本は副社長室を出て行く。

　彼女の姿が見えなくなると、和真は脚を組んで背もたれにもたれかかった。

「今さっき紗和に会ったが、今日なにかあるのか？」

　彼の質問に曖昧に答える。

「あると言えばあるし、ないと言えばない」

　罠は仕掛けたが、相手が乗るかどうかは誰にもわからない。

「なんだよ。そのなぞなぞみたいなの」

　顔をしかめる和真の目を見て軽く謝った。

「悪いな。俺もまだはっきり言えないんだ。だが、今日化けの皮が剥がれるかもしれない」

　今朝、岸本の前でそれとなく紗和の話をしてみたが、彼女は普段と変わらず無表情だった。基本、彼女は俺の前でもニコリともしない。

「化け猫でも飼っているのか？」

「そんなところかな。本当に猫ならかわいいけど、人間だからね。ただただ憎らしいよ」

　岸本の顔を思い浮かべながら笑顔でそう告げる俺を見て、和真は少し引き気味に返した。

「お前、凄い殺気が漲みなぎってるぞ。その笑顔、怖い」

「大丈夫。和真に怒ってるわけじゃないから」

　にこやかに笑いつつも、気を引きしめた。

　いけない。かなり感情的になってるかな。

　なにしろ岸本のお陰で紗和は死んでいたかもしれないのだ。

　そう考えただけで身体中の血が沸騰しそうなほどの怒りが込み上げてくる。

　コンコンとノックの音がして「はい」と返事をすると、岸本がコーヒーを持って入ってきた。

「そう言えば、紗和が記憶を取り戻したんだ。俺と結婚したことも思い出してホッとしたよ」

　唐突に和真にそんな話をしたら、テーブルにコーヒーを置く彼女の手が震えた。

　めずらしく動揺している。

　和真がさっき紗和と会ったと言ってたし、岸本も彼女と顔を合わせたのだろうか？

　だとしたら、俺の言葉に取り乱してもおかしくない。

　じいさんが今日紗和を呼んだのは、俺がそうするよう頼んだから。

　岸本が紗和に害をなすという確固たる証拠を掴むため、俺は罠を張った。紗和がひとりになれば、岸本は必ずなにか仕掛けてくるはずだ。

　愛する妻がまたつらい思いをするかもしれないという不安はもちろんあるが、証拠をつかむには早い方がいい。

　俺の計略にはまってくれれば、突然不意を突かれるより対処しやすい。

「ありがとう」と穏やかに声をかけ、彼女の反応を窺った。

「失礼します」

　岸本は一礼して俺の顔も見ずに部屋を退出する。

　そんな彼女の後ろ姿を見送っていたら、和真の視線を感じた。

「化け猫って彼女か？」

　察しのいい彼の問いに小さく頷く。

「ああ」

「で、紗和の記憶が戻ったのとどう関係する？」

　相手が和真だと話が早くて助かる。

「簡単に言うと、俺の秘書の岸本がなにか言って、そのことに紗和がショックを受けて事故に遭ったと俺は思ってる」

　紗和の事故の原因について俺の見解を話して聞かせたら、弁護士である彼はその根拠を知りたがった。

「なんでそう思うんだ？」

　コーヒーを飲みながら質問する彼にかいつまんで説明する。

「紗和が事故に遭った日の会社の防犯カメラの映像を調べさせたんだ。そしたら、正面玄関前で岸本が紗和になにか言って、紗和が血相を変えて会社を飛び出していくところが映ってた」

　紗和の妊娠のことはまだ和真には言わなかった。

　身内だけに彼女が安定期に入るまで待った方がいいと思ったのだ。

　まだこの時期流産の危険もあるし、変に期待させたくない。

「なるほどね。それでお前は怒り心頭なわけか」

　和真は納得した様子で俺に目を向ける。

　俺の話を聞いても冷静だ。彼だって多少なりとも怒りを感じてはいるだろうが、表情には出ていない。

「もし俺の読み通りの展開になった場合、和真に後処理を任せたい」

　多分、俺なら個人的な感情に流され、情け容赦なく岸本を処分するだろう。

　だから、和真を呼んだのだ。

「面倒だなあ」

　ハーッと溜め息をつく彼に明るく言った。

「大丈夫。助っ人も後で来るから」

「助っ人？」

　少し首を傾げて聞き返す和真にふっと笑みを浮かべて告げた。

「高橋だよ」

「なんだろう。俺も高橋もお前のいい駒にされてる気がする」

　彼がスーッと目を細めて俺を見るが、そんなの全然怖くない。

「大事な妹のためだ。グダグダ言わない」

「調子のいい奴だな。紗和が大事なのはお前だろ？」

　彼が反論してきたので、俺は意地悪く言った。

「そんなこと言っていいのかな？　紗和が病院を退院した次の日、送り主は俺の名前でピンクのバラの花束と彼女の大好きなイチゴが届いたんだけど？」

　紗和も本当の贈り主は和真だと気付いているような気がする。

「へえ、お前が注文したの忘れただけじゃないか？」

　彼は澄まし顔で言い返すが、いつもと違って言葉にキレがない。

　へたな嘘。

「素直じゃないね。俺が送ったんだって言えばいいのに。妹思いでいいじゃないか」

　少し諭すように言ったら、和真は反撃に出た。

「からかうなよ。バラしたら俺もお前の秘密を紗和に教えるぞ」

「俺の秘密なんてないよ」

　きっぱり否定する俺をどこか楽しげに見る彼。

「ふーん、じゃあいいんだな？　俺が紗和にバラしても？」

　やけに絡むな。

「なんのことだかわからないけどいいよ。紗和に知られてマズいことなんてない」

「そうか？　だったら、後で文句を言うなよ」

　ニヤリとする彼を見てただのはったりではないと思ったが、気にしなかった。

「どうぞ、どうぞ。俺は浮気はしてないし、問題ない。ところで、今紗和はじいさんの相手をしていて岸本もなにもできないだろうから、お前に契約書の草案をチェックしてもらおうかな」

　じゃれ合いはそこまでにして仕事の話に戻したら、彼は苦笑いした。

「暇つぶしみたいに言うなよ。普通はそっちが本題だ」

「まあまあ。和真、眉間にシワが寄ってる。心を穏やかにしてないと病気になるよ」

　俺がそう指摘したら、和真は真顔でやり返した。

「殺気を漲らせてる総司に言われても説得力がない。この部屋の空気がピリピリしてるぞ」

「確かに」

　和真と目を合わせ、ニヤリとする。

　それから真面目に契約書の件を相談していたら、ノックの音がして桐山が入ってきた。

「ダニエルさまも帰られましたし、会長も今から会食でここを出ます」

　ダニエルは俺のワイフに会いたいと言っていたし、きっと満足して帰っただろう。彼とは家族ぐるみの付き合いで、年に何度か会って食事をする。

　今回、彼も俺の企てに協力してもらったことになるな。

　じいさんたちがいなくなったということは、これから岸本が紗和になにかを仕掛けるかもしれない。

「そうか。今日なにかあった場合、和真と協力して後の処理を頼むよ。いつも面倒をかけてすまない」

　信頼できる部下に言葉をかけると、彼は小さく笑った。

「これも私の仕事です。問題行動を起こす社員を放置はできません。副社長のお仕事にも影響が出ますから」

　その言葉を聞いて彼を誘って本当によかったと思う。

「桐山、その手にあるのは？」

　彼が手に持っていた紙が気になって尋ねたら、俺に広げて見せた。

「朝倉さまからいただいた来年のカレンダーです」

　カレンダーには朝倉が所属している法律事務所の名前がしっかりと書かれている。

　まだ所属の弁護士たちの写真がないだけマシだろうか。

「いい宣伝になるからな」

　カレンダーを見てどこか満足顔の和真に皮肉を言った。

「商売じょうずだね。義兄さん」

「お前じゃないけど、利用できるものは義弟でも利用しないと」

　悪戯っぽく目を光らせる義兄に投げやりな態度で返す。

「はいはい。協力させてもらうよ」

「なんなら俺の名刺も渡しておこうか？」

　スーツの内ポケットから名刺入れを取り出す和真に冷ややかな視線を投げた。

「好きにすれば？」

　桐山がリモコンを操作して俺の目の前にあるモニターに防犯カメラの映像を映し、彼が声をあげた。

「副社長、岸本が秘書室を出ました」

　それは秘書室前に設置されているカメラの映像。

　廊下を歩いている紗和の後を岸本がゆっくりと歩いていく姿がモニターに映って慌てた。

「後を追うか」

　椅子から立ち上がってドアノブに手をかけたら、高橋が入ってきた。

「あっ、神崎さん、どこへ行くんですか？　これから打ち合わせじゃあ？」

　ドアの前で会って戸惑った表情をする高橋。彼にはことの詳細はまだ伝えていない。

『和真も来るからお前も来い』と呼びつけたのだ。

「紗和を探しに」

　岸本を見失いたくなくて口早に答えたら、高橋は後ろを振り返りながら言った。

「紗和ちゃんならエレベーターのところで会いましたよ。岸本さんと一緒に屋上の方へ行き……」

　高橋の話を最後まで聞かずに部屋を飛び出し、エレベーターに向かうと、和真たちも俺の後を追ってきた。

　エレベーターは一階に降りていて当分来そうにない。

「タイミングが悪い」

　小さく毒づき、隣にある非常階段を駆け上って屋上に行くと、庭園の入り口に紗和と岸本の姿があった。

　和やかな雰囲気ではなく、植え込みの中に座り込んでいる紗和に岸本が表情を険しくしてなにか言っている。急いでドアを開けたら、ふたりの会話が聞こえてきた。

「交通事故でそのまま死んでしまえばよかったのよ。私はね、ずっと副社長をそばで見てきたの。彼が私を好きになってくれなくても、ずっと独身でいてくれたら、それで満足だった。なのに、急にあなたと結婚して……」

　憎らしげにそんな言葉を口にする岸本に向かって紗和が声を張り上げる。

「総司を好きなら、彼の幸せを応援したいって思わないんですか！」

　そういう考え方、紗和らしい。彼女の優しさに俺は惹かれたんだ。

　だが、紗和の考えは岸本に理解できないらしい。

「思わないわ！　彼は間違った選択をしたのよ。それを私が正してあげないと」

　紗和にそう言い放つ彼女の目は、狂気に満ちていてハッとする。

「赤ちゃんなんて生まれなければいい！」

　岸本はゆっくりと口角を上げてそう告げると、紗和のお腹を蹴ろうとした。

「岸本やめろ！」

　そう叫びながら、慌てて紗和に駆け寄り岸本を睨みつける。

「副社長……？」

　俺を見て正気に戻ったのか、彼女は急にカッと目を見開き震え出した。

「誰にももう紗和は傷つけさせない。彼女を傷つけたって俺は岸本を好きになることはないよ。永遠にね」

　岸本を見据え、冷たく言い放つ。

　ナイフで傷つけるよりも、俺の放った言葉は岸本の心臓を深く抉えぐったに違いない。

「ち、違います。私はなにもしてません。信じてください……」

　泣き崩れながら俺に訴えるが、まったく心に響かなかった。

　紗和に危害を加えようとした岸本に同情などできない。

　もし男だったら一発ぐらい殴っていただろう。

「君が今なにをしようとしていたか、みんな見て知っている。言い逃れはできない」

　チラッと後ろを振り返り、他の連中がいることを伝える。

「私は……ずっとあなたが好きでした。だから……その女が邪魔で……」

　岸本が這いつくばりながら俺の足を掴もうとしたのを、そばにやってきた桐山が止めた。

「岸本、もうやめなさい」

「私は……私はなにも悪くない。悪くない。正しいことをしたのよ」

　独り言のようにぶつぶつ言う岸本。

　そんな彼女を桐山が立たせるのを見て、高橋もそばに来て手伝った。

「とりあえず社長室に彼女を連れて行きます」

　俺に目をやる桐山の言葉に頷く。

「ああ、頼む」

　桐山と高橋が岸本を連れてこの場を去ると、俺はスーツのジャケットを脱いでショックで呆然としている紗和にかけた。

「大丈夫か？」

「う、うん。岸本さんに押されたけど、ちょっと転んで膝を打っただけ」

　俺を安心させるように小さく笑って見せる彼女の顔は強張っていた。

　この状況なら当然だろう。

　岸本に激しい憎悪をぶつけられ、かなりの衝撃を受けたはず。

「ごめん。もっと早く駆けつけていれば……」

　俺のやり方は間違っていたかもしれない。

　自分の策を悔いる俺の腕を紗和が掴んで微笑んだ。

「すぐ来てくれて助かったよ。……ひょっとして私がおじいさまに呼ばれてここに来たのは総司の計画？　すごくタイミングがよかったから」

「ああ。岸本が紗和に暴力を振るおうとするとは予想してなくて……ごめん。怖かったよね」

　再度謝る俺を彼女は優しい目で見つめる。

「謝らないでよ。私……総司が助けてくれるって思ってた。いつだって私がピンチの時は助けてくれたじゃない」

「そうだっけ？」

　首を傾げて惚ける俺に、彼女は強く言った。

「そうだよ。総司、私ね、事故に遭った日のことも思い出したの」

「本当か？　頭痛はしない？　あと、気分は？」

　心配になって紗和の様子を確認すると、彼女はクスッと笑った。

「私は大丈夫だから、落ち着いて聞いてね」

　俺が静かに頷くのを見て、彼女は少し考えながら話し出した。

「あの日……総司と会う前に、岸本さんに出くわして総司は不倫してるとか、私と結婚したのは余命半年のおじいさまのためだとかショックなこと言われて……それを信じて会社を飛び出したの。気付いたら車が目の前にあって、目が覚めたら病院のベッドにいた」

　その話を聞いて胸がとても痛んだ。

　岸本はとんでもない嘘を紗和に吹き込んだものだ。紗和はどんなに苦しんだだろう。

　精神的なダメージが強かったから、俺と結婚した記憶をなくしたんだと思う。

「じいさんは元気だし、俺も浮気なんかしていない。岸本の話は嘘だよ」

　紗和の頬に手を添えてはっきりと伝えると、彼女は俺の目を見て微笑んだ。

「うん。わかってる。あの時は私が未熟者だったこともあって彼女の話を信じちゃったけど、今は総司が私しか愛せないってちゃんと知ってるから」

　未熟者か。自分が悪いような言い方をしているが、紗和は悪くない。彼女と思いが通じ合ってからすぐに結婚を迫ったのは俺だ。

　彼女を逃したくなかったからだが、もっとお互いの気持ちを温めていく時間を作るべきだったかも。

「……総司？　総司？」

　彼女に名前を呼ばれてハッとする。

「結婚する前から紗和にもっと愛していると言っておけばよかった」

　そんな後悔をする俺を見て、彼女は悪戯っぽく目を光らせた。

「じゃあ、今言って」

「愛してる」

　奥さんの目を見て心から告げる。

「私も」

　フフッと笑う紗和を抱き上げたら、彼女は激しく動揺した。

「ちょっ……総司なにやってんの？　私歩けるよ。下ろして！」

「滑って転んだら大変だし、紗和の身体も冷たいから。それに、こうした方がお腹の子も安心する」

　紗和に顔を近付けて甘く囁くが、彼女はまだ落ち着かない様子で抗議する。

「でも、ここ会社だよ。みんなに見られるよ！」

「大丈夫。俺は副社長だから問題ない」

「余計目立ちます！」

　俺たちのやり取りを見て、和真が呆れ顔で声をかけた。

「お前たち、イチャつくのはいいが、このままそこにいれば雪だるまになるぞ」

　あっ、まだ和真がいたんだっけ。紗和のことしか頭になくて忘れていた。

「確かに。紗和を早く温めないとね」

　苦笑いしながら和真の注意を素直に聞き入れると、紗和を抱き上げたままビルの中に戻り、彼とエレベーターに乗り込む。

「後のことは社長と相談しておくから、今日はもう帰れよ」

　ポンと俺の肩を叩く彼に礼を言った。

「助かる。義兄さんには感謝してるよ」

　俺の発言を受けて紗和がどこか感慨深げに俺と和真を見た。

「そっか、お兄ちゃんって総司の義兄になったんだよね。なんか親友ってイメージだから変な感じ」

「お得意さまの義弟にこき使われてるけどな。これもお前をこき使ってきた報いか」

　自虐的な笑みを浮かべる和真に紗和は微笑んだ。

「そうかもね」

　彼女のその笑顔を見てホッとする。

　どうやら岸本のことで強いダメージは受けていないようだ。




　その後、岸本のことは和真たちに任せて紗和とふたり社用車に乗って家に帰ると、有名レストランからクリスマスディナーが届いた。

「いつの間に手配したの？」

　驚く彼女に優しく微笑む。

「紗和が寝てる間にね。ホテルのレストランを予約してもよかったんだけど、先日旅行したばかりだから家でゆっくりするのもいいかと思って」

　リビングのクリスマスツリーだって彼女が事故に遭う前に飾り付けをした。

　うちで過ごさなきゃもったいない。

　キッチンで料理を温め、皿に盛りつけてテーブルにセットする。

　シーザーサラダに、オニオンスープ、エビとほうれん草のクリームソースパスタに牛ほほ肉の煮込み、デザートは紗和の好きなイチゴのショートケーキ。

　クリスマスツリーの電飾のスイッチを入れると、部屋の照明を暗くしてディナーを楽しんだ。

　ジンジャーエールで乾杯する俺に彼女がお酒を勧める。

「総司はシャンパンとかワイン飲んでいいんだよ」

「普段付き合いで飲まされてるからいいよ。それに、ジンジャーエール好きだしね」

　茶目っ気たっぷりに言う俺を見て、紗和はクスッと笑った。

「無理してない？」

「全然。ところで去年のクリスマスイブってなにしてた？」

　あまり気を使わせたくなくて話題を変えたら、彼女は少し自虐的に答えた。

「美希先輩とシングルパーティー。その時美希先輩フリーだったし。総司は？」

「アメリカ出張の帰りで飛行機だったかな。ひとり寂しく機内食食べてたよ」

　芝居じみた口調で返す俺を紗和がじっとりと見る。

「どうせビジネスクラスかファーストクラスとかでしょ？　ＣＡさんがずっと付きっきりで給仕してたんじゃない？」

「そんな専属いなかったよ。それに食事してすぐに仕事したから、どんなＣＡさんがいたのかも全然記憶していない」

　淡々と話して聞かせるが、彼女は少し不機嫌そうな顔をする。

「きっと総司を狙ってるＣＡさんいたと思うよ」

「ひょっとして嫉妬してる？　でも、俺が紗和以外の女性を見ないのは知ってるよね？　女性に手を触られて蕁麻疹出たことだってあるんだよ」

　溜め息をつきながらそんなエピソードを口にしたら、彼女に同情された。

「モテる男も大変だね」

　笑いを噛み殺している彼女を見てスーッと目を細めた。

「俺の不幸を笑わないでくれる？」

「だって総司も苦労したんだなって思うとおかしくって」

　我慢できなくなって笑い出す紗和に真顔で告げる。

「俺は体質的にも紗和しか受け入れられないから」

「はいはい。わかりました」

　軽くあしらわれたので、わざと拗ねてみせた。

「真剣に言ってるのに適当に聞き流すなんてひどいな」

「ごめん。ごめん。私も総司だけだよ」

　極上の笑みを浮かべる彼女がとても愛おしい。

「今そんなこと言うなんてズルいな」

　紗和を見つめて責めると、彼女はフォークを持っていた手を止めて不思議そうに俺に尋ねた。

「どうして？」

「無性に紗和にキスしたくなるから」

　そんな願望を口にしたら、笑顔で断られた。

「まだイチゴのショートケーキ食べてないからダメですよ」

「ショック。俺はイチゴのショートケーキに負けたのか」

　ふっと笑いながら嘆く俺に彼女は弾けるような笑顔で告げた。

「ごめんね。甘い物の誘惑に勝てなくって」

「いいよ。俺も後で全力で紗和を誘惑するから。ケーキに負けたなんて俺のプライドが許さない」

　片肘をついて宣言すると、彼女は引き気味に言った。

「そんな全力出さなくても。普段からキラキラオーラ凄いよ」

「本命だからこそ本気を出すんだよ」

　俺の論理を聞いて愛する妻は苦笑いした。

「あなたが本気を出すと怖いです」










いつも笑顔で




「う……ん」

　寝返りを打ったらパッと目が覚めた。

　いつもなら隣に総司がいるのだが、今日は彼の姿がない。

　ベッドサイドの時計を見ると、時刻は午前九時三分。

　今日も会社があるから、きっともう行ってしまったのだろう。

　起こしてくれればよかったのに。でも、私を気遣って寝かせてくれるのが総司なのよね。

　今日はクリスマス。

　昨日岸本さんのこととかいろいろあったけれど、あまり精神的に落ち込まないで済んだのは総司のお陰だ。

　ちゃんとクリスマスイブというのもわかっていてディナーも用意してくれていた。

　ふたりで食事した後はテレビを観て、それからお風呂に入って……それで疲れて電池切れした私を総司がベッドに運んでくれたんだと思う。

　ゆっくりと上体を起こしてベッドから起き上がったら、寝室のドアがゆっくりと開いて総司が入ってきた。

「あれ？　起きたんだ？」

　私を見て微笑む彼は執事服を着ていて、いつものスーツとは違ったカッコよさ。

　朝からキラキラ眩しいんですが。

「え？　なんで執事服なの？　会社は？」

　呆気に取られながら尋ねる私に、彼は穏やかな口調で説明した。

「こないだ紗和が着てって言ってたし、会社は社長が今日は午後から出社しろって言ってきてね」

　きっと昨日の岸本さんの件があったから、お父さまは私のことを心配して総司にそう命じたのだろう。

　それにしても……。

「その執事服いつの間に取り寄せたの？」

　執事服着てとか話したのはつい先日の話だ。

　驚く私に彼は平然とした顔で返した。

「そこはネットショッピングという便利なものがありますからね、お嬢さま」

　フフッと微笑む彼。その完璧スマイルについ見惚れてしまう。

　今カメラ持ってたら絶対に写真撮ったのに。

　まさかクリスマスに本当に執事服を着てくれるとは思わなかった。

「総司の知り合い集めて執事喫茶営業できるんじゃない？」

　兄や桐山さんとか、それに高橋先輩とか。みんなイケメンで最強メンバーだよ。

　変な想像をする私に総司は注意する。

「それは無理です。私はお嬢さまだけの執事ですので」

　優しく否定しながら彼はベッドに近付き、私が着ていたパジャマのボタンを外し始めた。

「ちょっ……総司、なにをしてるの？」

「お着替えですよ」

「もう私、怪我は治ってるよ」

　そう主張するが聞いてもらえなかった。

「それは関係ありません。お嬢さまのお着替えは私の仕事のひとつですから」

　勝手に役に入り込まないでほしい。

「そこまで頼んでませんよ」

　総司の手を掴んで止めようとするも、今度は言葉で責めてきた。

「お嬢さまはいつも服を脱がされると頬を赤くしますね。まだ恥ずかしいですか？」

「仕方ないでしょう！　結婚するまで男性に触れられたことがなかったんだから」

　私が激しく狼狽える間に、彼はパジャマを脱がしてフリース素材のワンピースを着せた。

「そうでしたね。着替えは終わりましたので、後は洗顔と歯磨きですね。私がお手伝いしま……」

「それくらい自分でやります！」

　強く言って寝室を出ると、総司のクスクス笑いが聞こえた。

　もう、悪ノリしすぎだよ。

　洗面所で素早く身支度を整えてキッチンに向かうが、甘い匂いがしてお腹がグゥと鳴る。

　ドアを開けてキッチンに入ったら、彼が紺のエプロンをつけ料理をしていた。

　ダイニングテーブルはすでにナイフやフォーク、ナプキンなどが本格的にセットされている。

　総司ってどこまでも完璧を目指す人だよね。

「どうぞ。お座りください、お嬢さま。パンケーキができあがりましたよ」

　彼の言葉に頷いてテーブルに着くと、パンケーキがテーブルに置かれた。

　生クリームやイチゴも添えられていて美味しそう。

　悪阻が軽くてよかった。

「いただきます」

　私が手を合わせてフォークやナイフを手にすると、総司がルイボスティーを淹いれてくれた。

「総司は食べたの？」

「私はお嬢さまの後でいただきますよ」

「そんなのダメ。半分こして一緒に食べよう。ひとりで食べるのは寂しいから」

「仕方ないですね。今日は特別ですよ」

　優しく微笑んで、彼も自分の分のお茶を淹れ、私の横に座った。

「私が切り分けましょう」

　私の手からフォークとナイフを奪い、彼が綺麗に八等分にする。

　そのひと切れを私の口に運ぶ彼。

「さあどうぞ、お嬢さま」

　パクッと食べると、ほどよい甘さが口の中に広がった。

「美味しい」

　思わず感想を口にする私に、彼はとびきりの笑顔を向ける。

「愛情がこもってますから」

「……言うと思った。じゃあ、今度は私が」

　総司の手からフォークを奪い返して彼にひと切れ食べさせる。

「お嬢さまの手から食べるとより美味しく感じます」

　蕩けるような笑みを浮かべる彼に優しく言った。

「もう素に戻っていいよ。なんだかこうしてると高校生に戻ったみたい。文化祭の時、教室で校庭のキャンプファイヤー眺めながら、パンケーキ食べてたよね」

　あの時、全校生徒のほとんどは校庭に集まっていた。

　文化祭の最後に学校のキングとクイーンを決める催しがあったのだ。

　多分、総司が参加してたら絶対に選ばれていただろう。でも、彼は私に『紗和に着ぐるみ着せたお詫びにパンケーキご馳走するよ』って言ったんだよね。

　パンケーキは一番人気のメニューで、お昼過ぎに売り切れになったはずなのに、彼は私に食べさせてくれた。

　多分、私の分の材料を予め取っておいてくれたのだろう。

「考えてみたら、あの時俺と紗和しか教室にいなかったね」

　当時を思い出してふっと笑う総司に私の考えを伝えた。

「みんなキャンプファイヤーが見たいっていうのもあったと思うけど、お兄ちゃんや高橋先輩たちは私たちを気遣ってふたりきりにしてくれたのかも」

「そうかもしれないな」

　私の言葉ににこやかに相槌を打つ彼を見つめながら破顔した。

「最近、総司とのことを思い出すのが楽しいの。大事にされてたんだって発見がたくさんあって」

　イラッとした思い出だったはずなのに、今は総司の優しさを発見してあったかい気持ちになるのだ。

　きっと他の出来事だって思い返せば同じように感じることが多いはず。

「俺と紗和の思い出はいっぱいあるからお互いじいさん、ばあさんになるまで楽しめそうだな」

　じいさん、ばあさんになるまで……その言葉に目頭が熱くなる。

「私……総司が好きだから、岸本さんの気持ちもわかる。もし、総司が他の女性を好きだったら、世界の終わりってくらい悲嘆にくれたかもしれない。総司が私を選んでくれたから、今こんなにも幸せなんだよね」

　あまり彼女のことは話題にすべきではないとは思ったのだけど、感極まってそんな話をする私の頬に彼は手を添えた。

「それは俺も同じだ。紗和が俺を選んでくれたから俺も幸せなんだ。それに、岸本にしろ、他の女性にしろ、本当の俺は見てなかったよ。こんな風に愛する妻のために執事服着てるの見たら引いただろうな」

　総司が茶目っ気たっぷりに言うので、思わずフフッと笑ってしまった。

「お兄ちゃんがここにいたら、きっと醒めた目で『なにやってんだ？』って言うよ」

「言えてる」

　彼と目を合わせて笑い合い、朝食を食べ終わると、彼がリビングにあるクリスマスツリーに目を向けた。

「さあて、サンタは来たかな？」

　総司の言葉でハッとする。

　そうだよ。最近いろいろあって彼のクリスマスプレゼントを買ったことすっかり忘れてた。

「あー、あー、サンタさんちょっと到着が遅れてるみたい。目瞑ってて！」

　慌てて総司に頼んだら、彼は「はいはい」と返事をして目を閉じる。

　すぐに寝室に行き、クローゼットを開け、奥に隠していた小さな紙袋を取り出す。

　その中に彼へのプレゼントが入っていた。

　リボンがかけられたブラウンの箱を紙袋から出してリビングに戻り、飾り付けしてある緑の靴下の中に入れた。

　ちなみにその隣には赤い靴下があって、これは一応私用ということになっている。

　ずっとこういうのに憧れていて総司に付き合ってもらったのだ。

「サンタさん、もう来たんじゃないかな？」

　そう声をかけたら、総司は目を開けて私を見た。

「サンタさんは大忙しだね。じゃあ、本当にサンタが来たか見てみよう。紗和からどうぞ」

　赤い靴下は膨らんでいる。私のサンタは優秀だ。

　赤い靴下に右手を突っ込むと、小箱が入っていた。

　取り出したらそれは私の憧れのブランドの赤い箱で、中を開けて見るとバラの花の台座にダイヤが敷き詰められたネックレスが入っていた。

　ずっと私が欲しかったネックレス。

　ダイヤ入りのプラチナ、ダイヤなしのプラチナ、ダイヤなしのシルバーの三種類があってお金を貯めてダイヤなしのプラチナのものを買うつもりでいた。

　仕事を頑張った自分へのご褒美にするつもりだったのだけど、会社が倒産して状況が変わって……。

　今、私の手にあるのはダイヤ入りのもの。

　取り出して見たら、裏に文字が書かれていた。

【Always with you】

「あなたと共に……」

　素敵な言葉だと思った。

「よかったね。紗和のサンタはちゃんと来たみたいだ。俺がつけてあげるよ」

　手を指し出す彼に、そのネックレスを渡した。

「これとっても高かったでしょう？」

「そういうことはどうでもいいんだ。俺のものって印をつけたくてね」

「総司、自分がサンタだって正体バラしてるよ」

「そうだね。ついうっかりバラしちゃったな」

　ハハッと笑って彼は私にネックレスをつけようとするが、ちょっと苦戦していた。

「ネックレスの金具ってこんな小さいんだな。結構難しい。でも、とっても似合うよ」

　ペンダントトップに触れる彼の指が私の肌に触れてドキッとする。

「そ、総司がもたつくなんてめずらしい」

　動揺を悟られまいと笑ってごまかす私の目を彼が捉えた。

「初体験だから。でも、役得。すぐ目の前に紗和の顔がある」

　その目が妖しく光ったと思ったら、キスされていた。

　クチュッとリップ音がして、下唇をゆっくりと甘噛みされ……いつの間にか彼の腕の中へ。

　その甘いキスに頭がボーッとなる。

　しばらくすると、彼がジッと私を見つめて微笑んだ。

「ベッドに戻って続きする？」

　甘～い誘惑。

　でも、総司も本気では言っていない。

　私は妊婦だし、彼の冗談だ。

「しません！　だって、総司にもサンタが来たか確認しないと」

　理性を総動員して総司の誘惑に抗い、彼の胸に手をついて抱擁を解いた。

「そうだったね。俺のところにかわいいサンタは来たかな？」

　彼は立ち上がって緑の靴下の中を確認し、私がさっきセットしたばかりの箱を取り出した。

「俺にもちゃんと来たみたいだ」

　私がさっきその箱を靴下に入れたのはバレバレなのだが、総司は私ににっこりと微笑んで箱の中を開けた。

　私が彼にプレゼントしたのは、有名ブランドのスクエア型のシルバーのカフスボタン。すごく気品があって総司に似合うんじゃないかと思ったのだ。

　なににしようかかなり迷ったけど、普段身につけてもらえるものにした。

「俺の好きなテイスト。ありがとう」

「いや、そ、それはサンタがプレゼントしてくれたものだよ」

　慌てて否定する私に彼は優しい目で告げた。

「それじゃあ、サンタさんに今日早速会社につけていくってお礼を言っておいて」

　それからふたりでソファに座って出産関係の本を眺めていたら、インターフォンが鳴った。

「なにか荷物でも届いたかな？　紗和は座ってて」

　総司が席を立って玄関に向かう。

　あの執事の衣装で応対するの大丈夫かな？

　でも、似合ってるからすんなり受け入れられるかもしれない。

　二、三分経って、総司が右手に大きなキャリーバッグ、左手に有名ブランド店のロゴが入った紙袋を持って戻ってきた。

　よく見るとキャリーバッグには子猫が入っている。

　かわいいアメリカンショートヘアキャットだ。まんまるの目。それに、マーブル模様の毛並みが素敵だ。

「その猫どうしたの？」

　猫を見て思わず声をあげると、彼はキャリーバッグをカーペットの上にそっと置いて猫を出して私に差し出した。

　まだ手のひらサイズで、ぬいぐるみみたいだ。

「ダニエルからのクリスマスプレゼント。昨日将棋の相手をしてくれたお礼だって」

　ニャ～と小声で鳴く姿にハートを鷲掴みにされる。

「なんてかわいいの！　猫飼っていいの？」

　総司から猫を受け取りながら確認したら、彼はコクッと頷いた。

「もちろん。じいさんとこの猫に紗和メロメロだし、いずれ飼おうかって思ってた」

「とっても嬉しい！　今日からお前はうちの子よ」

　子猫に微笑む私に彼が尋ねる。

「その子オスみたいだけど、名前どうする？」

　彼に聞かれ、ジッと子猫を見つめた。

「うーん、目がまんまるだから〝マル〟とか？」

　私の提案に彼が賛成してくれてあっさり決まった。

「変に英語っぽい名前つけるより、親しみやすくていいかもね」

「ダニエルさんにお礼言わなきゃ」

　まさか将棋の相手をしてこんなかわいいプレゼントをいただくとは思ってなかった。

「昨日、ダニエルから猫をプレゼントしていいかってメールで聞かれたからその時にお礼は言っておいたよ」

「ありがとう。今度会ったら私もお礼を言うね。ところでそっちの紙袋は？」

　チラッと紙袋を見たら、彼はそれも私に差し出した。

「これも紗和へのクリスマスプレゼントらしいよ。誰かさんからの」

　総司が意味深な発言をするので、首を傾げて聞き返した。

「誰かさん？」

「まあ、なにもらったか確認してみれば？」

　総司に言われるまま紙袋を受け取って、代わりにマルを手渡す。

　紙袋の中には大きな箱が入っていて、中を開けると真紅の膝掛けと安産守りが入っていた。

「これ……総司が？」

　安産守りを見て瞬時にそう思ったのだけれど、彼は否定した。

「違う。俺の次に紗和に近い人からだよ」

　総司のヒントで兄の顔がパッと頭に浮かんだ。

「え？　お兄ちゃんなの？」

　ちょっと信じられなくて確かめたら、彼は小さく頷いた。

「そう。直接手渡しすればいいのにね」

「でも、お兄ちゃんどうして私が妊娠してるの知ってるんだろう？」

　昨日総司が桐山さんに話したことは聞いたけど、兄には伝えていない。

「ひょっとしたら、紗和がなんとなくお腹に手をやるのを見て気付いたのかも。あいつそういうの鋭いから」

　総司の考えに納得する。

　確かに兄は私と違ってよく周りを見ているから、洞察力があるもんね。

　それにしてもこんな素敵なものを兄からプレゼントされるなんて思ってもみなかった。兄からプレゼントをもらうのははじめてかもしれない。

　いや……、前にももらったかも。

「私が退院した次の日に届いたバラとイチゴもお兄ちゃんが送ってきたの？」

　あの時の総司の様子がちょっと気になっていたんだ。

　突然届いてビックリしたように思えたのよね。

「ああ。多分あいつ照れて直接渡せなかったんだと思うよ。ずっと意地悪な兄を演じてたから」

　総司が肯定したので、心のモヤモヤがなくなった。

　意地悪な兄を演じてた。

　その言葉を聞いても不思議と驚かなかった。

　だって、私が失業していたことを兄は知ってたし、私が事故に遭った時も駆けつけてくれた。

　それはきっと私のことを気にかけてくれているからだ。

　このクリスマスプレゼントだってそうだ。

　膝掛けと安産守りをくれたということは、赤ちゃんのために身体をあったかくしろということなのだろう。

　兄に【お兄ちゃん、クリスマスプレゼントありがとう！】とメッセージを送ったら、すぐに既読がついて返事がきた。

【この冬は寒いから身体あったかくしろよ。あと、もうひとつお前にプレゼント】

　他にまたなにか荷物が届くのかと思ったら、メッセージで写真を送ってきた。

　それは十二歳くらいの女の子の写真。

「長い黒髪の綺麗な女の子……」

　その子を私はよく知っていた。

「お姉ちゃん！」

　写真を見て思わず叫ぶ私。

　え？　え？

　どうして兄がお姉ちゃんの写真持ってるの？

　この写真、しっかりカメラ目線なんですけど。

　兄とこのお姉ちゃんは友達とか？

　頭は混乱中。

　そんな私に兄はまたメッセージを送ってきた。

【写真の子、お前の近くにいるぞ。Merry Christmas.】

　私の近くにいる？　それって……。

　まさかと思いながら総司に目を向ける。

　添付されていた写真と見比べてみると、目や口などの顔のパーツが似ている。

　総司は男。でも、もし彼が女の子の格好をしてたら？

　そう言えば、お姉ちゃんは腕っぷしがとても強くて、いじめっ子を涼しげな顔で倒してた。

「あのお姉ちゃんが総司なの？」

　マルと戯れている総司にスマホの写真を見せたら、彼は苦笑いした。

「和真がバラすってこのことか。この写真、姉さん経由で手に入れたな」

「え？　じゃあ、本当に総司があのお姉ちゃんなの？」

　彼が否定しなかったので驚きを隠せなかった。

「そうだよ」

　総司が仕方ないって顔で認めたが、まだ信じられなかった。

「どうして女の子の格好なんか……」

　総司が女装なんて意外すぎる。

「もともと姉さんの着せ替えごっこに付き合わされてたんだ。で、紗和は引っ込み思案でいじめに遭ってただろ？　そんな紗和の味方になりたかったんだよ。男の俺だとすぐに仲よくなれなかったから」

　この男、ズルすぎる。

　悔しかった。でも、とっても嬉しかった。

　胸がとても熱くなって涙が込み上げてくる。

　なんで私気付かなかったのよ～。この人外の美しさ、そうあるものじゃない。

「もう言ってよ～！　ずっとお姉ちゃんに会いたかったんだからね！」

　総司の胸倉を掴んで泣きながら猛抗議したら、彼は私の頭を撫でながら謝った。

「ごめん。俺も女装してたなんてあんまり言いたくなかったし、それになにより紗和に嫌な過去を思い出させたくなかったから」

　この優しさが好き。私は彼に出会えて本当に幸運だった。

　もし、彼がいなかったら、私は引きこもりになっていたかもしれない。

「私……どれだけ……総司に守られてたの？」

　泣きじゃくる私を彼が包み込むように抱きしめる。

「俺が好きでやったことだよ」

　好きでって……十二歳くらいの男の子が女の子の格好までして守ってくれたんだよ。

　相当の覚悟がいるはずだ。気まぐれにやれることではない。

　あなたが私を守って導いてくれたから、自分の容姿を嫌いじゃなくなった。

「総司のお陰で私……明るくなったよ。学校にも行けるようになったよ」

　私のサンタは私の人生を楽しいものに変えてくれたのだ。

　今までで一番感激したクリスマス。

「うん。知ってる。元気な紗和見て嬉しかった」

　私に微笑む彼の目は愛情で満ち溢れている。

「もう……私に内緒にしてることない？」

　まだまだなにか私の知らないことがありそう。

「多分ないと思うけど、ずっと一緒にいるんだから紗和がじっくり探してみたら？」

　楽しげに目を光らせる彼。

　そうだ。時間はたっぷりある。

　私たち一緒に人生を歩んでいくんだもの。

「そうします！　離れずに見てるから覚悟してね」

　総司に宣言したら、マルがミャ～と鳴いて彼の足に顔をスリスリさせた。

「ひょっとしたらお腹が空いてるのかもしれないな」

　マルに目をやって抱き上げる彼に尋ねた。

「キャリーバッグと一緒にミルクや哺乳器も入ってたよ」

　総司と一緒にマルのミルクを作る。

「猫も粉ミルクなんて人間の赤ちゃんと一緒だね」

　私のコメントに彼はクスッと笑みをこぼした。

「いい予行練習になっていいんじゃない？」

　できあがったミルクを総司がマルに飲ませるのを見て、温かい気持ちになる。

　きっと赤ちゃんが生まれたら、今みたいに率先してミルクをあげそう。

「とってもかわいいね」

　総司と視線を交わし微笑み合う。

　ミルクを一生懸命に飲むマルにうっとり。

　もうかわいいしか言葉が出なかった。

　次の年の夏――。

「はい、いきんでください」

　女医さんの指示で痛みと戦いながら身体に力を入れる。

　私は今、分娩室にいた。

　お腹の赤ちゃんはすくすくと成長し、昨日の夜破水して、今朝陣痛がきた。

　頭の中でいろいろシミュレーションしていたけれど、土壇場になるとやっぱりオロオロしてしまう。

　昨日破水した時も頭が混乱してなにをやればいいかわからなくなった。でも、総司がテキパキ行動してくれて、スムーズに入院できたのだ。

　ホント、いつだって冷静で頼りになる旦那さまがいてくれてよかったよ。

　今も総司がそばにいるから安心。白衣姿で私の手を握り、見守ってくれている。

「あ～！　う～ん！」

　ひどい痛みに苦しみ、顔を歪めて叫ぶ私。

　しんどくて苦しくて……本当に産める気がしない。とにかく痛い！

　早く終わって！

「紗和、大丈夫だよ」

　横にいる総司が私の手をしっかりと握る。

「息を吐いてください」

　女医さんにそう言われたが、パニック状態の私は「う～ん！」と痛みをこらえるので精一杯だった。

「紗和、もう少しで赤ちゃんに会えるよ」

　総司の励ましの言葉が耳に入ってきて気を確かに持った。

　そうだ。しっかりしなきゃ。

　これからママになるんだから死ぬ気で頑張るよ！

「赤ちゃんの頭が見えてきましたよ。深く息を吐いて」

　女医さんの言葉に今度はすぐに反応して「フー、フー」と大きく息を吐く。

　もう必死だった。

　額に滲む汗を総司がそっと拭い「頑張れ」と声をかける。

「もう一度いきんで！」

　女医さんの声でもう一度身体に力を入れると、助産師さんが子供を取り上げた。

　小さく「おぎゃあ」と泣くのが聞こえてホッとする。

　無事に生まれてきてくれた。

　身体から力がふっと抜けるとすぐに、私のもとにおくるみに包まれた赤ちゃんが運ばれてきて、胸がいっぱいになる。

　なんて愛らしいんだろう。

　この子が私と総司の赤ちゃん。

　生まれてきた子は総司によく似た男の子。でも、髪は私に似て明るい茶色だ。

　赤ちゃんは、泣くとすぐに目を閉じて眠ってしまった。

「頑張ったもんね」

　涙ぐみながら我が子を見つめると、総司が「ふたりとも頑張ったね。紗和、ありがとう」と優しく微笑んだ。

　その声は若干震えていた。多分彼も出産に立ち会って感動したのだろう。

　今日から私たちは三人家族になりました。

　妊婦検診の時にもう子供の性別は男の子とわかっていて名前も決めてある。

　総司の名前から一文字取って司つかさとした。

「司が天使に見える私って親バカかな？」

「大丈夫。俺の目には紗和も司も天使に見えるから」

　至福の笑みを浮かべる彼の言葉に思わずフフッと笑った。

「ふたりとも親バカだよ。それに私まで天使に見えるって外で言わないでね。恥ずかしい」

「そうかな？　俺は声を大にして言いたい」

　クスッと笑う総司の発言に少し呆れながらも、今とっても幸せだなって実感した。




　一週間後に退院して家に帰ると、マルが玄関先まで出迎えてくれた。

「マル、ただいま」

　去年のクリスマスは子猫だったマルは大きくなった。

　利口な猫で私が家の廊下で破水した時、リビングにいた総司を呼んできてくれた。

　私の足に擦り寄りニャア～と甘えてくるマル。

「総司、司をお願い」

「了解」

　彼に司を預け、マルを抱き上げた。

「マル、お留守番ご苦労さま！」

　ギュッと抱きしめると、マルも大人しくしている。

　そんなマルに司を紹介した。

「マル、司だよ」

　マルが司に目を向けると、なにか気配を感じたのか司がパッと目を開けた。

「司、猫のマルだよ」

　司にも声をかけると、彼らはしばし見つめ合った。

「マルはお兄さんだから司のことよろしくね」

　マルを見つめてお願いしたら、ニャア～と返事をした。

　司もわかっているのか謎だけど笑顔。

「マルなら子守もできちゃうかも」

　クスッと笑みを浮かべる私を総司が温かい目で見つめる。

「俺もマルに負けられないな。今日から早速司のお風呂係になるよ」

「お願いします。私、沐もく浴よくの仕方病院で教えてもらったんだけど、赤ちゃん落としそうで怖くって」

　そんな話をしたら、彼は優しく微笑んだ。

「無理に全部やろうとしなくていいよ。俺がいるんだから」

　その言葉がなんとも頼もしい。

「ありがとう」

　彼がいたから私は子供を授かってママになれた。

　総司が私と結婚してくれて本当によかった。

　彼がいて、司がいて、それにマルがいて……。

　家の中が輝いて見えるのは、今とっても幸せだからかもしれない。

　去年の年末は交通事故に遭ってしまったけど、そのことがあったから、私と総司はより深い愛情で結ばれるようになった。

　いつも笑顔のたえない家にしよう。

　みんな笑っていれば、どんなつらいことだって乗り越えていける。

　きっと――。




The end.
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「司～、目瞑ってて」

　ベビーシャンプーを手に取ると、息子に声をかけた。

「あい」

　まだ一歳で舌足らずの息子が元気よく返事をして立ったまま目を瞑る。

「司じょうずだね～」

　素早くシャンプーをしてお湯で流すと、司の肩をポンと叩いた。

「司、もういいよ。次は身体をゴシゴシしようね。ゴシゴシ、ゴシゴシ、司が泡だらけになりました～」

　泡を見て司は「アワ、アワ」と喜んでいる。

　息子を出産してから早いものでもう一年半が経とうとしている。

　慣れない育児はとても大変だったけど、総司も手伝ってくれたし、総司の実家のお手伝いさんが昼間来てくれてとても助かった。

　なんせ授乳とおむつ替えでまともな睡眠時間が取れず、総司が会社に行くのに寝てて気付かなかったことが何度もあった。

　特に出産後がつらく、母親の苦労を実感。

　三時間おきの授乳も大変だったけれど、出産の時の会陰切開の痛みに悩まされて、二週間は普通に椅子に座ることができなかった。

　これで本当に赤ちゃんの世話ができるのかと心配だった私を総司がいつも助けてくれた。

『さあ司、パパとお風呂だ』

　仕事から帰ると、彼は息子をお風呂に入れて寝かしつけた。

　それだけではない。

『司見てるからしばらく寝たら？　俺はそんなに睡眠取らなくて平気だから』と夜中の三時くらいまで起きていて司にミルクを飲ませてくれたし、朝食も私の分まで毎日作ってくれた。

　司が夜ぐっすり眠る習慣がつくまで続けてくれてどんなにありがたかったか。

　持つべきものは優しい旦那さま。

　世の中には朝食を作れない妻にキレる夫だっているのに、彼はいつもニコニコ顔で私をサポート。

　総司が笑ってるから、主婦をちゃんとできていないって落ち込まずに済んだのよね。

　あの王子スマイルは、毎日見ても飽きないというか癒しです。

　おまけに、彼は『紗和の気分転換に』とエステや美容院にも行かせてくれた。

　もう総司と結婚して本当によかったよ。

　そんな素敵な旦那さまのスモールサイズとも言うべき司は、神崎家と朝倉家のアイドルでみんなに愛されている。

　息子が生まれてからうちの両親も年に何回か司に会うために帰国するようになった。

　幸せな日々。でも、幸せなのは私たち家族だけではない。

　今年の春に高橋先輩と美希先輩が結婚した。

　大好きなふたりがついに結ばれて嬉しい。

　美希先輩は現在妊娠七カ月。最近会うと必ず赤ちゃんの話題になる。

『うちの子女の子みたいだから、司くんと結婚してくれたらいいな』

　司を見て彼女はそんな願望を口にし、私も『そうなったら美希先輩と親戚ですね』と勝手な妄想を抱く。

　岸本さんのことも気になっていたのだけれど、みんな私のことを思ってか彼女が会社を辞めて帰郷した以外の詳しい情報を教えてくれなかった。

　でも、最近桐山さんが私にこっそりと教えてくれた。

　噂では六月に近所に住む幼馴染と結婚したらしい。

　本当だとしたら嬉しく思う。自分だけ幸せになるのはあまりいい気分がしない。周りが幸せだから、自分だって心から笑えるのだ。

　彼女のことは恨んではいない。総司を好きになった気持ちはわかるから。多分、彼女は自分でもその気持ちをどうにもできなかったのだろう。

　息子の身体をシャワーで流したら、くすぐったいのか司は「キャッキャッ」とはしゃいだ。

「洗い終わったよ。ママも洗うからちょっと待っててね」

　私の指示に息子は「あい」と返事をする。

　司の身体は丁寧に洗うけど、自分のはもう適当。

　息子をひとりで湯船にいれるのは危険だから、洗い場に立たせているのだ。長い時間はかけられない。

　二分で髪も身体も洗うと、息子を抱き上げてお風呂に入った。

　壁には世界地図と日本地図があって、いつもどちらかの地図を見て息子にクイズを出す。

「司、今日は日本地図行くよ。最初は簡単なのからいくね。北ほっ海かい道どうはどこ？」

　私が聞くと、息子は「これ」と北海道を指差す。

「正解。次、沖おき縄なわ県は？」

　その問題も「ここ」と指で示して答える息子。

「じゃあね、福ふく井い県はどこかな？」

　ちょっと難しい問題を出したのだけど、司は迷わず「これ」と私に教える。

『福』がつく県は三つあるのに見事に合ってる。

「司すごいね。正解だよ」

　こんな調子で十問くらい出題するが、どれも正解だった。

　まだ都道府県名は言えないけれど、どこにどの県があるかわかっている息子。

　世界地図も最近はヨーロッパの国々を覚えたし、神崎家の優秀な遺伝子の凄さを知る。

　一歳なら〝あいうえお〟が読めれば凄いってレベルだと思うんだけどね。

　司の場合、もうひらがなとアルファベットはとっくに卒業。簡単な絵本なら読める。

　総司のおかあさまの話では、司の頭の成長は総司の幼児時代とよく似ているらしい。

『なんだかちっちゃい頃の総司見てるみたいだわ』

　このペースなら来年はことわざとか覚えそう。

　地図の出題が終わると、息子と童謡タイム。

「司、マルの歌歌おうか？」

『マルの歌』というのは『犬のおまわりさん』の童謡。

　息子がはじめてこの歌を聞いて『マルの歌』と言ったのだ。

　歌詞の中に猫が出てくるからだろう。

　それからはずっと息子のお気に入り。

　まだじょうずに歌えないけれど、マルの歌が流れると全身でリズムを取りながら口ずさむ。

　その姿がとってもかわいい。

　私の言葉に彼はコクッと頷いた。

「あ～い」

「じゃあ、いくよ～」

　私の掛け声に合わせ、息子はニコニコ顔で歌う。

　一曲歌って満足したのか、司はひよこ型の水鉄砲で遊び出した。

　私も一緒に遊んであげてお風呂を出ると、まず息子の身体を拭いてパンツタイプのオムツを穿かせる。

「ちょっと待っててね」

　私の声かけに司は「あーい」と答えた。

　次は自分の番とバスタオルで自分の身体を拭いていたら、ガチャッと玄関のドアが開く音がした。

　総司が帰ってきたのだ。

「パーパ！」

　突然叫んで脱衣所のドアを開け、オムツ姿のまま飛び出す息子。

　ひとりで大好きなパパを出迎えに行ってしまう。

　総司がいっぱい遊んでくれるから息子はパパが大好きなのだ。

「あっ、司、まだパジャマ着てないよ！」

　慌てて叫んで止めようとするも、すでに息子の姿は近くにない。私の指示などすっかり忘れてしまったらしい。

　十二月にオムツ一枚じゃ風邪引くよ。

　息子はよく風邪を引いて鼻を詰まらせる。それで呼吸が苦しくなって夜眠れなくなるから大変なのだ。

「また鼻垂れさんになるのに、もう」

　司のパジャマを掴んで眉間にシワを寄せる私のところにマルがゆっくりと近付いてきた。

　ニャア～と鳴いて私の足に擦り寄ったマルに、玄関の方を指差して命じた。

「マル、司捕まえて～！」

　賢いマルはすぐに息子の後を追う。

　だが、マルは猫。司をここまで連れ戻すのは無理だ。

　身体にバスタオルを巻きつけて私も玄関に向かったら、マルが息子のオムツを甘噛みして止めていた。

「司、ママから逃げ出してきたのか？」

　総司がおもしろそうに目を光らせながら息子を抱き上げ、私にチラッと目をやる。

「あい」と司は手を上げてはしゃぎながら返事をした。

　あの顔、逃げ出したことが悪いことだと少しも思っていない様子。

　私が叱ろうとしたら、総司が注意してくれた。

「司、ちゃんと服を着ないとダメだよ。風邪を引く」

「……あい」

　総司に怒られ少ししゅんとなる司。

　やっぱり男親が怒ると反応は違う。

　私が怒っても司笑ってるもの。

「お帰りなさい」

　息せき切りながら総司に声をかけたら、彼は私の身体を見てニヤリとした。

「凄くセクシーな出迎え」

　彼の視線でハッとした。

　そうだ！　私バスタオル一枚巻いただけだった！

「あの……その……これは司が逃げたから」

　手で胸を押さえながらゴニョゴニョ口ごもる私の髪に総司が触れる。

「俺以外の時はやらないでね。髪、まだシャンプーついてる。お風呂ゆっくり入ってきたら？　司の服は俺が着せるし、寝かしつけもしておくから」

「本当？　助かる。ありがとう！」

　総司に司のパジャマを手渡し、手を合わせてお礼を言ったら、バスタオルがはだけて慌ててしゃがみ込んだ。

「ハハッ。危ない、危ない」

　苦笑いする私をジッと見つめる彼。

「ひょっとして俺を誘惑してる？」

「してません！」

　赤面しながら否定したら、総司は妖艶に微笑んだ。

「残念。紗和のお誘い待ってるのにな」

　色気がダダ漏れです。

　誘惑してるのはそっちでしょう！

　反論しようとしたら、司が総司の肩をトントン叩いた。

「パーパ、おたえりなちゃい」

　まだうまく言えないけれど、天使のように無邪気に笑う息子を見て私も総司もつられて笑顔になる。

「司、今日はパパに将棋の駒並べて見せてくれない？」

　総司がそう頼むと、「あい」と息子は得意げに返事をした。

　最近、息子は将棋の駒を見て並べるのが好き。

　まだ各駒の動きは理解していないが、最初に並べる駒の位置は全部覚えている。

　多分二歳になったら将棋が打てるだろう。総司もそうなるよう司の興味をうまく引き出しているから。

「しょうぎ、しょうぎ」

　嬉しそうにはしゃぐ息子を優しく見つめる夫。

　総司が司をリビングに連れて行くと、マルもふたりの後をついていく。

　私はバスルームに戻り、もう一度髪を洗って、じっくりとトリートメントした。

　ここ最近、総司は夜ずっと会食があって帰宅が遅かったから、平日にゆっくりバスタイムを楽しめるのは久しぶり。

　総司がいるから司のことを心配しなくて済む。

　二十分ほど湯船にゆっくり浸かってお風呂から上がると、髪を乾かし、顔のお手入れもじっくりする。

　自分のケアがあまりできなかったから、この時間を作ってくれた総司に感謝だ。

　リビングに行くとふたりの姿はなく、寝室に向かった。

　息子のベビーベッドが私たちの寝室にあって、司はマルと一緒に寝ていた。

「凄い。もう寝たんだ？」

　声を潜めて総司に話しかけたら、彼は司とマルを見て優しく微笑んだ。

「今日は将棋の駒の動きをちょっと教えてみたらかなり食いついてね。集中したからすぐに眠くなったみたいだ。まあ、日中の疲れもあったと思うけど」

「日中はマルとずっと一緒だったよ。並んで図鑑を見たり、廊下で追いかけっこしたりして。ホント、マルはいいお兄ちゃんだよ」

　マルは司が生まれた時からずっとそばについている。

　自分の弟のように思っているのかもしれない。

　司が泣くとすぐに私に知らせてくれるのだ。

　夜もマルが一緒に寝てくれるから、司は安心して朝までぐっすり寝ていて夜泣きで起きたことがない。

　司とマルの寝顔をしばらく眺めていたら、横にいた総司がネクタイを外しながら私に声をかけた。

「俺は軽くシャワー浴びてくる」

　彼が寝室から消えると、私は司とマルの寝顔を一枚写真に撮ってリビングに行った。

　賑やかだった家の中が急に静かになった感じがする。

　カーペットの上に散らかったオモチャを片付け、ホットココアを作り、ソファでテレビを観る。

　これからが寛ぎの時間。息子は大事な宝物だけど、ママにも癒しの時間が必要なのです。

　二十分後、シャワーを終えた総司がやってきて私の隣に座った。

「明日、和真が司とマルをレンタルしたいって。だから、久しぶりにデートしようか？」

「お兄ちゃんが？　でも、そんな何時間も司やマルを見てられるかな？」

　あのクールな兄も司にはメロメロだけど、長時間一歳児の面倒を見るのは大変だ。

　心配する私に総司はどこか自信ありげに言った。

「それは大丈夫だと思うよ」

「どうして？」

「ひとりで面倒みるわけじゃないと思うし」

　彼の言葉の真意を考えて思わず興奮して声をあげる私。

「え？　恋人とみるってこと？」

「そう」

　総司が私の目を見て頷くが、相手を知ってるようなその口ぶりが気になった。

「ちょっと待って。お兄ちゃんが今誰と付き合ってるか知ってるの？」

「本人に確認はしてないけどね。まあ、確実にあのふたり付き合ってるよ」

　クスッと笑う総司。親友だから知っててもおかしくはない。

　それにしても兄はどんな人と付き合っているんだろう。

　兄は秘密主義で、今まで一度も恋人を紹介されたことがないのだ。

「私の知ってる人？」

「うん。紗和と俺の身近にいる人」

　私と総司の身近にいる女性。

　そんなのひとりしかいない。

「ひょっとして玲奈さん？」

　あり得ないと思いつつも、彼女しか浮かばない。

　ダメもとで確認したら、彼は楽しそうに目を光らせた。

「当たり」

「え～、信じられない。いつから付き合ってるの？」

「俺の予想だと紗和が交通事故に遭った後じゃないかな」

　結構長い付き合いじゃない。

　総司は洞察力鋭いからわかるんだろうな。

「全然気付かなかった」

　そんな言葉を口にする私を総司が慰めた。

「まあ、ふたりとも俺たちの前でイチャイチャしないしね」

「意外な組み合わせだけど、お似合いかも」

「和真なら姉さんをうまく飼いならせるかもしれないな。ふたりの話はそれくらいにして……」

　総司が私の頬に手を添えてキスをする。

　息子が起きたらどうしようって頭の片隅で思うも、総司の誘惑には勝てない。

　彼はキスを深めながら、私が着ていた部屋着を脱がす。それからすぐに下着に手をかけたので慌てて言った。

「総司、電気！」

「俺は明るい方が紗和の身体じっくり見られていいんだけど」

　こういう言葉で責めてくるところはＳだ。

「司が起きてきたら言い訳できないでしょう！」

　息子に「なにしてたの？」なんて聞かれたら非常に困る。

　声を潜めて怒る私に彼は「仕方がないな。オッケー、エリス、リビングの電気暗くして」とＡＩアシスタントに命じた。

　総司の声に反応して部屋が暗くなると、彼は私の下着を取り去ってニヤリとした。

「ふたり目作っちゃおうか？　あっ、でもしばらく夜は紗和を独占したいな」

　女としての自分を求める彼の言葉にキュンとなる。

「私も総司を独占したい」

　愛おしい旦那さまの目を見て自分も本音を言ったら、彼は甘く微笑んだ。

　私が司を寝かしつけてそのまま寝てしまうことが続いて、彼とこんな時間を持つのは二週間ぶり。

「愛する奥さんの期待にはちゃんと応えないとね」

　総司が私に口付けながら胸を愛撫する。

　ママになるのも大事だけど、やっぱり旦那さまには女として見られたい。

　肌を重ねることで互いの信頼も、幸福感も増す。

　司が生まれた時からずっと私を助けてくれた旦那さま。

　自分だって仕事で疲れているはずなのにそんなことはいっさい口にしない。

　それが彼の強さで、彼の優しさ。

　だからたまには私に甘えてほしい。

「ま、待って、今日は私が総司をメロメロにする」

　胸にキスしようとする総司を止めたら、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「急にどうしたの？」

「総司に尽くすのもいいかなって……」

　少し照れながら返す私の頬を彼はゆっくりと撫でた。

「紗和の好きにしていいよ。お手並み拝見といこうか」

「まず目を閉じて」

　彼に指示を出すが、なかなか素直に聞いてくれない。

「紗和を見るのが楽しいのに」

「いいから」

　強く言ったら、総司はクスッと笑いながら目を閉じた。

「はいはい、仰せのままに」

　まず彼の唇に口付けると、耳みみ朶たぶ、首筋、胸というように舌や唇、手を使って彼の身体に触れていく。

　だが、途中で彼に腕を掴まれ、ソファに組み敷かれた。

「ちょっ……まだ途中」

　抗議する私に、彼は妖艶に微笑む。

「ありがと。奉仕されるのもいいけど、俺も我慢の限界。紗和をたっぷりと愛したい」

　それから彼が野生の雄のように激しく私を求めてきて、身体を重ねた。

　昇りつめてもまだ彼が欲しくて、何度愛し合ったか覚えていない。

　飽くなき欲求。

　きっと彼だけじゃなく私も飢えていたんだ。

　総司にたくさん愛されたいって――。

　気付けば寝室のベッドで彼と一緒に寝ていた。




　次の日の朝、兄がうちにやってきた。

「かず～！」

　玄関にいる兄に司が抱きつくと、兄は優しく微笑んで司を抱っこした。

「司、また大きくなったな」

　兄のこの笑顔見覚えがある。

　まだ小学校あがる前だったかな。私が転んで泣くたびに、『痛いの痛いの飛んでいけ～』って慰めてくれたんだよね。

　ドＳな兄になる前の話だけど。

「子供の成長は早いのよ。これ、司のオムツと着替えとお菓子ね。あっ、マルのおやつも入ってるから間違えないでね」

　キャリーバッグを手渡したら、兄はふっと笑った。

「お前じゃないから心配いらない。ゆっくり総司とデートしてくれば？　司は俺といっぱい遊ぼうな」

　兄が声をかけると、司は元気よく返事をした。

「あい！」

「和真よろしく頼むよ。司は普段は大人しいけど和真が相手だと甘えん坊になるから、なにかあったら電話して」

　はしゃぐ司を見てなにか不安を感じたのか、総司は兄の肩をポンと叩いた。

「大丈夫。司はお利口さんだからな」

　兄が息子に目をやると、司はにっこりとして兄に頬を寄せる。

「な～」

　なんだかふたりの息がぴったりで笑ってしまった。

「お兄ちゃんって子供好きだったんだね。早く結婚して子供作れば？」

「そのうちにな」

　兄の返答にちょっと驚いてリアクションできなかった。

「結婚なんて面倒」というのが兄の口癖だったのにね。

　兄は司とマルを連れ、「じゃあ」と言って立ち去る。

　兄たちがいなくなると、総司と顔を合わせて微笑み合った。

「お兄ちゃんと玲奈さんの結婚も近いかも」

「来年あたりいい話が聞けそうだな」

　総司も口ではなんだかんだ言っても玲奈さんのことを心配してるんだと思う。

　ふたりも私たちみたいに幸せになってくれたらいいな。

　その後、総司とタクシーに乗って出かけた先は映画館。

　考えてみたら、彼と映画を観るのははじめてだった。

「紗和、『編集者と恋に落ちて』観たいって言ってただろ？」

　チケットを買って優しく微笑む総司。

　嬉しいサプライズ。それは私が観たかったハリウッド映画だった。

　まだ十代後半の小説家の女の子がクールな美形編集者に恋をするお話。

　小さい司がいるから映画なんて無理だと諦めていた。

　総司と兄に感謝だ。

「凄く嬉しい。初映画デートだね」

　彼とボックス席に座り、キャラメル味のポップコーンを食べながら映画を観た。

　ヒロインが大人になって一度振られた編集者の彼に再会するシーンは、とても胸がドキドキした。それ以上に最高だったのは、ふたりが結ばれるラストシーン。もう感動で涙が止まらなかった。

　エンドロールが終わっても映画の世界から抜け出せず涙を流す私を彼がそっと抱きしめる。

「大丈夫？」

「うん。ごめん。もう主人公の気持ちになっちゃって……」

　涙を拭いながら謝る私に彼は茶目っ気たっぷりに言った。

「紗和らしいな。でも、紗和の夫はあの編集者じゃなくて俺だからね」

「わかってます」

　彼の言葉に自然と笑顔になる。

　それから彼と最近食べてなかったタイ料理の店でランチ。

　食事をしながら彼と映画の感想を言い合った。

　ランチを済ませたら兄のマンションに司とマルを迎えに行くかと思ったのだけれど、彼とタクシーを捕まえて向かったのは目め黒ぐろ。

　目の前には古い歴史を感じるルネサンス調の二階建ての洋館があった。

　広い芝生の庭園と噴水があって都会の喧騒を忘れる。

「ここになにかあるの？」

　やってきた目的がわからずに尋ねたら、総司は極上の笑みを浮かべた。

「ここを少し改築して住もうと思うんだけどどうかな？　司も大きくなってきたし、庭があった方がいいだろ？」

　私の意見を聞くが、多分決定事項なのだろう。

「『どうかな？』って、総司のことだからもうここ購入してるんでしょう？」

　責めるというよりはクスッと笑って確かめたら、彼は小さく謝った。

「ごめん。ダニエルの持ち家のひとつだったんだけど、ここまでいい環境ってなかなかなくて無理言って譲ってもらったんだ」

　ダニエルさんの持ち家だったのか。

　庭も建物も綺麗だし、きっと大事に住んでいたのだろう。

　その家に住まわせてもらうなんてとても素敵だ。

　それに、目黒には総司の実家もあるし、行き来しやすい。

　きっと総司は私が妊娠した時から家を建てることを考えていたに違いない。

　今住んでいるマンションは夫婦で住むにはいいけど、都会の一等地にあって子供がいる家族向きではない。

　ベビーカーで子供連れて出歩くのも人が多くて少し大変なのだ。

　うちにジャングルジムや滑り台はあるけれど、やっぱり司には外でいっぱい遊んでほしい。

　総司は私以上にそう思っていたんじゃないだろうか。

　家族のことを一番考えているのは総司だから。

　その彼がじっくり選んで購入したのだ。反対なんかしない。

「ありがとう。こういう家に住むの憧れてたの。ずっとマンション暮らしだったから」

「小さい子がいるし防音には力を入れるよ。夜の夫婦生活だって遠慮なくしたいしね」

　私の耳元に顔を近付けて囁く彼の発言に、顔の熱が一気に急上昇する。

「もう総司！　恥ずかしいこと言わないで！」

　バシッとその逞しい胸を叩いたら、彼は楽しそうにハハッと声をあげて笑った。

「ごめん。ごめん。ここで司を育てていこう」

　そっと私の肩を抱く彼に寄り添った。

「はい」

　最初に総司と会った時、彼と結婚するなんて思ってもみなかった。

『ドＳ！』と彼を罵っていた時代もあったのにね。

　でも、本当は優しい人で私のことをいつだって見守ってくれていた。

　その優しさにずっと気付かなかった可能性もあったわけで、彼と想いが通じ合って本当によかったと心から思う。

「私たち、出会った時から運命の糸で結ばれていたのかも」

　唐突にそんなことを口にする私に、彼は蕩けるような笑顔を向けた。

「そうかもしれない。最初に紗和に会った時、キラキラ輝いて見えたから」

「総司もキラキラしてたよ」

　彼を見上げて、ゆっくりと微笑んだ。

　私たちはこれからもずっと一緒に歩んでいく。

　この家でたくさん思い出を作ろう。

　それにいっぱい写真を撮って家に飾ろう。

　総司と司、マル、それに私がこの庭園で笑っている光景が頭に浮かぶ。

「好きな人と愛し合って子供が生まれて……。家族って愛の形だね。……司とマル、ちゃんとお兄ちゃんの言うこと聞いてるかな？」

　司とマルが恋しくなった私を彼は温かい目で見つめて言った。

「そろそろ司とマルを迎えに行こうか」

　ふたりでいる時間も楽しいけど、多分彼も司やマルのことが気になったんだと思う。

「うん」

　彼の言葉ににっこりと頷く。

　総司に司に、それにマル。

　愛する家族は私の一番の宝物だ。




The end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回のお話は懐妊もの。めずらしく最初から結婚しているパターンのお話ですが、最後までお楽しみいただけたら嬉しいです。

　さて、今日は総司と和真に来てもらったんですよ。


総司　神崎総司です。こんにちは。

和真　どうして俺も呼ばれたんだ？

総司　和真を尋問したくてね。被告人は良心に従って包み隠さず真実を述べてください。

和真　は？　俺はお前のお遊びに付き合ってる暇はない。帰る。

総司　まあ待てよ。お前、姉さんと付き合ってるよね？

和真　なんの話だ？

総司　惚けるなよ。前にクリスマスに俺が女の子の格好してる写真を紗和に送っただろ？　あれを見てピンときたんだ。あの写真は姉さんしか持っていない。

和真　だから俺が彼女と付き合ってるって？　証拠としては弱いな。

総司　ふーん。じゃあ、俺が姉さんに男を紹介しても文句は言わないよね？

和真　……わかったよ。認める。ちゃんと結婚も考えてるから心配するな。

総司　それ聞いて安心した。あんな我が儘な人でも一応俺の姉だからね。

和真　俺の前ではかわいいがな。今日も俺にグラタン作ろうとして失敗して、『和真、ごめんなさい！』って涙目で俺に謝ってた。

総司　はいはい、ご馳走さま。それでは今日はもう解散ということで。

和真　おい、たまには俺の惚気も聞けよ。いつもお前のを聞いてやってるだろ？

総司　だって紗和本当にかわいいし。こないだなんか、バスタオル一枚で俺を……。

和真　ハーッ、また始まった。いつまで続くんだ、これ？



　ふたりとも相変わらず仲がいいですね。この関係はずっと続くでしょう。

　最後になりましたが、いつも私をサポートしてくださる編集部の森さま、山内さま、また、魅力的なイラストを描いてくださった幸村佳苗先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　今日も素敵な一日になりますように！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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